
06）研究集会 目次詳細

2021年度 50件

研究代表者
Principal 

Investigator

所属機関
Affiliation

所属部局
Department

職名
Position

研究課題名
Project Title

頁
Page

備考
Remarks

松岡 彩子 京都大学 理学研究科 教授 シンポジウムʷ太陽地球環境研究の現状と将来 182

本多 嘉明 千葉大学
環境リモートセンシン

グ研究センター
准教授 将来の衛星地球観測に関する研究集会 187

久保田 拓志
宇宙航空研究開発機

構

第一宇宙技術部門 地球

観測研究センター

研究領域主

幹

衛星による高精度降水推定技術の開発とその利

用の研究企画のための集会
188

佐藤 永 海洋研究開発機構
地球環境部門 北極環境

変動総合研究センター
研究員

統合生態系―大気プロセス研究計画（iLEAPS）

―諸過程の統合的理解にむけて―
190

永岡 賢一
自然科学研究機構 

核融合科学研究所

プラズマ加熱物理研究

系
教授

実験室・宇宙プラズマにおける波動励起と粒子

加速・加熱
191

中野 慎也

情報・システム研究

機構 統計数理研究

所

モデリング研究系 准教授
宇宙地球環境の理解に向けての統計数理的アプ

ローチ
193

Kato Chihiro 信州大学 学術研究院理学系 教授 太陽地球環境と宇宙線モジュレーション 195

根田 昌典 京都大学 大学院理学研究科 助教 大気海洋相互作用に関する研究集会 197

浅井 歩 京都大学
大学院理学研究科附属

天文台
准教授

研究シンポジウム「宇宙におけるプラズマ爆発

現象」
199 （注1）

小池 真 東京大学 理学系研究科 准教授
航空機観測による気候・地球システム科学研究

の推進
200

南 雅代 名古屋大学 宇宙地球環境研究所 教授 同位体比部会2021 202

関山 剛 気象庁気象研究所 全球大気海洋研究部 主任研究官 第26回大気化学討論会 203

野澤 悟徳 名古屋大学 宇宙地球環境研究所 准教授 EISCAT研究集会 205

所属・職名は2022年3月現在

（注1）：新型コロナウイルスの影響で中止

＊2022年度に延期しました課題は実施後掲載

1 / 4



研究代表者
Principal 

Investigator

所属機関
Affiliation

所属部局
Department

職名
Position

研究課題名
Project Title

頁
Page

備考
Remarks

成行 泰裕 富山大学 教育学系 准教授 太陽風プラズマ物理の最新成果と今後の展望 207

尾形 友道 海洋研究開発機構 アプリケーションラボ 研究員
インド洋/太平洋域における海洋循環/環境応用に

関する研究集会
209

桂華 邦裕 東京大学 大学院理学系研究科 助教 内部磁気圏研究会：放射線帯粒子の加速と消失 212

Siswanto Eko 海洋研究開発機構
Earth Surface System 
Research Center

Researcher
第9回アジア海色ワークショップ「第18回日韓海

色ワークショップ」
214

田中 良昌

情報・システム研究

機構 データサイエ

ンス共同利用基盤施

設

極域環境データサイエ

ンスセンター
特任准教授

太陽地球系物理学分野のデータ解析手法、ツー

ルの理解と応用
216

村山 泰啓 情報通信研究機構
戦略的プログラムオ

フィス
研究統括 科学データ研究会 218

新堀 淳樹 名古屋大学 宇宙地球環境研究所 特任助教 中間圏・熱圏・電離圏研究会 219

簑島 敬 海洋研究開発機構 付加価値情報創生部門
副主任研究

員

STEシミュレーション研究会：太陽系シミュレー

ション研究の新展開
221

一本 潔 京都大学 理学研究科附属天文台 教授 太陽研連シンポジウム2021 222

村田 功 東北大学 大学院環境科学研究科 准教授
地上赤外分光観測による大気組成変動検出に関

する研究集会
224

Tajima 
Hiroyasu

名古屋大学 ISEE Professor 宇宙プラズマにおける粒子加速ワークショップ 226 （注1）

細川 佳志 東京大学
宇宙線研究所附属神岡

宇宙素粒子研究施設
特任助教 第6回 YMAP秋の研究会 227

齊藤 昭則 京都大学 大学院理学研究科 准教授
宇宙空間からの地球超高層大気観測に関する研

究会
228

松田 昇也
宇宙航空研究開発機

構
宇宙科学研究所 特任助教

内部磁気圏研究会：プラズマ波動解析ワーク

ショップ
231

村上 豪
宇宙航空研究開発機

構

宇宙科学研究所太陽系

科学研究系
助教

国際水星探査計画BepiColomboによる内部太陽圏

探査への貢献
232

2 / 4



研究代表者
Principal 

Investigator

所属機関
Affiliation

所属部局
Department

職名
Position

研究課題名
Project Title

頁
Page

備考
Remarks

松清 修一 九州大学
大学院総合理工学研究

院
准教授

宇宙および実験室プラズマ中の非線形波動と粒

子加速に関する研究集会
233

西谷 望 名古屋大学 宇宙地球環境研究所 准教授 極域・中緯度SuperDARN研究集会 236

田村 仁
海上・港湾・航空技

術研究所
港湾空港技術研究所 主任研究官

海洋波および大気海洋相互作用に関するワーク

ショップ
238

久保 勇樹 情報通信研究機構 宇宙環境研究室
研究マネー

ジャー

STE研究連絡会現象報告会および現象解析ワーク

ショップ(第一回:宇宙天気現象の予測精度向上に

向けて)

240

細川 敬祐 電気通信大学
大学院情報理工学研究

科
教授 脈動オーロラ研究集会 241

前澤 裕之 大阪府立大学
大学院理学系研究科物

理学専攻
准教授

第22回ミリ/テラヘルツ波受信機技術に関する

ワークショップ
243

三澤 浩昭 東北大学 大学大学院理学研究科 准教授 第23回 惑星圏研究会 244

市川 香 九州大学 応用力学研究所 准教授
2020年代の海洋観測 ―超小型衛星でのSGDs海洋

観測仕様―
246

阿部 修司 九州大学
国際宇宙天気科学・教

育センター
学術研究員

STE研究連絡会現象報告会および現象解析ワーク

ショップ(第二回: 磁気圏・電離圏プラズマ、超高

層大気変動の相互作用)

248

Miyamoto 
Yoshiaki

慶應義塾大学
Faculty of Environment 
and Information Studies

Assistant 
Professor

台風セミナー2021 249

加藤 雄人 東北大学 大学院理学研究科 教授

衛星観測・地上観測・モデル・シミュレーショ

ンによる内部磁気圏波動粒子相互作用の統合研

究検討会

251

古市 尚基 水産研究・教育機構

水産技術研究所 環

境・応用部門 水産工

学部

主任研究員
海洋乱流の観測およびモデリングに関する研究

集会
253

齋藤 義文
宇宙航空研究開発機

構
宇宙科学研究所 教授

極域電離圏における電離大気流出現象のメカニ

ズム解明に向けた戦略的研究
255

篠原 育
宇宙航空研究開発機

構
宇宙科学研究所 准教授

ジオスペースにおけるプラズマ・高エネルギー

粒子ダイナミクス研究会
257

中村 正人
宇宙航空研究開発機

構
太陽系科学研究系 教授

太陽地球惑星圏の研究領域のロードマップ作成

に向けた研究会
258

3 / 4



研究代表者
Principal 

Investigator

所属機関
Affiliation

所属部局
Department

職名
Position

研究課題名
Project Title

頁
Page

備考
Remarks

加藤 丈典 名古屋大学 宇宙地球環境研究所 准教授
第33回(2021年度)名古屋大学宇宙地球環境研究所

年代測定研究部シンポジウム
260

石川 久美 東京都立大学 理学研究科 助教
惑星磁気圏・大気圏のグローバル撮像：天文と

の融合に関する研究会
261

塩田 大幸 情報通信研究機構
電磁波研究所 宇宙環境

研究室
主任研究員 太陽地球圏環境予測のためのモデル研究の展望 263

坂井 亜規子 名古屋大学 大学院環境学研究科 准教授
アジア高山域における氷河融解を加速する光吸

収性不純物に関する研究集会
265

尾花 由紀 大阪電気通信大学 工学部基礎理工学科 准教授 「プラズマ圏の観測とモデリング」研究集会 267 （注1）

水野 亮 名古屋大学 宇宙地球環境研究所 教授 陸別・母子里観測所ユーザーズミーティング 268

松原 豊 名古屋大学 宇宙地球環境研究所 准教授 太陽圏・宇宙線関連の共同研究成果報告会 270

4 / 4



 

（別紙様式６－２） 

 

 

シンポジウム－太陽地球環境研究の現状と将来 

Symposium on the Current and the Future of Solar-Terrestrial  

Environmental Research 

 

松岡 彩子 京都大学大学院理学研究科附属地磁気世界資料解析センター 
 

 

 本研究集会は、京都大学大学院理学研究科地球惑星科学専攻 地球物理学教室 太陽惑星

系電磁気学講座の大学院生を幹事として、2021 年 9 月 8 日から 9 月 9 日の 2 日間開催され

た。例年は合宿形式で開催しており、今年度は京都府京都市周辺で開催予定であったが、

コロナ禍のためにオンラインでの開催となった。この研究集会は、太陽地球環境に関する

研究を行う大学院生を中心とする若手会の「夏の学校」と題して行われ、大学院生・学部

生・若手研究者など合わせて 69名が参加した。太陽地球環境研究において物理現象を包括

的に理解するためには、各人の専門性を高めるだけではなく、分野や研究手法の垣根を超

えて協力関係を築くことが必須である。本研究集会はその実現を目的としており、異なる

研究領域の研究者が議論・交流を行える場を大学院生も含めた若手研究者に提供した。 

 研究集会では、2 件の招待講演に加え、3 つのグループに分かれて口頭発表が、2 つのグ

ループに分かれてポスター発表が行われた。以下に、本研究集会のスケジュールと口頭・

ポスター発表の参加者を記す。予稿集等の詳細な資料はページ数の都合上ここでは割愛す

るが、宇宙地球惑星若手会研究者グループの 2021年夏の学校ホームページにて集録を公開

している。 

 

<スケジュール> 

 

9/8 (水) 

13:00～13:15 開校式 

13:15～14:15 自己紹介 

14:45～17:15 招待講演 

1. 「 宇 宙 に お け る プ ラ ズ マ  - 固 体 境 界 層 の 理 工 学 研 究 」 

三宅洋平（神戸大学 計算科学教育センター 准教授） 

2. 「 雷 と 雷 雲 の 高 エ ネ ル ギ ー 待 機 物 理 学 」 

榎戸輝揚（理化学研究所 白眉研究チームリーダー） 

18:30～21:00 懇親会 

 

9/9 (木) 

10:00～15:00 口頭セッション 

15:30～16:45 ポスターセッション 

18:30～21:00 懇親会 

  

182

https://sites.google.com/view/sgepssnatsunogakkou-2021/%E7%A0%94%E7%A9%B6%E7%99%BA%E8%A1%A8/%E3%82%BF%E3%82%A4%E3%83%A0%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%96%E3%83%AB?authuser=0


 

<セッション> 

 研究集会 2 日目に、下の表に示すように口頭発表とポスター発表を行った。参加者はそ

れぞれ自身の発表を行うとともに専門的な議論を交わした。この口頭発表では、参加者は

別のグループの発表者の発表を聞くことも可能であり、自身にとってより興味のある発表

を聞くことでさらなる活発な議論を促した。 

 

口頭セッション A 

時間 所属大学 学年 氏名 タイトル 

10:00 - 10:15 京大 D2 小谷翼 Cometary Plasma Science 

10:15 - 10:30 東北大 M2 塚田悟輝 

中空光ファイバを用いた太陽系内探査用

中間赤外レーザーヘテロダイン分光器の

開発 

10:30 - 10:45 東大 M1 小山 裕幸 
金星大気の温度変化による惑星規模波動

の解析 

10:45 - 11:00 京大 M2 加藤倫生 

MAVEN および MGS 観測データを用い

た火星地殻残留磁化近傍での周期的電子

注入現象の特性および発生機構の解明 

11:00 - 11:20 休憩 

11:20 - 11:35 北大 M1 濵田築 
望遠鏡観測による木星衛星エウロパ表面

NaCl の起源の検討 

11:35 - 11:50 東北大 D2 中村 勇貴 

Numerical prediction of changes in 

atmospheric compositions during SEP 

events at Mars 

11:50 - 12:05 東大 M2 沖山 太心 

Development of Martian diffuse aurora 

model to investigate effects of 

the magnetic field orientation and 

neutral density profile 

12:05 - 12:20 京大 M1 
加藤正久 ARTEMIS による月面からの Auger 電子/

光電子ビームの観測と月面電位の推測 

12:20 - 14:00 休憩 

14:00 - 14:15 東大 M1 白石 祐太 
白色矮星の惑星系における小惑星の潮汐

破壊 

14:15 - 14:30 京大 M1 坂東日菜 

MAVEN および Mars Express による火

星電離圏不規則構造の遠隔・直接同時観

測 

14:30 - 14:45 東北大 M1 安田 陸人 

Numerical radar simulation for the 

explorations of the ionosphere and 

plume at Jupiter's icy moons 

14:45 - 15:00 京大 D1 桃木尚哉 
新しい木星磁気圏磁場及びカレントシー

トモデルの構築とその応用 
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https://drive.google.com/file/d/1TttscPNYEsvsx07LKAJHfOqZXUkodGwi/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1GHd_qhWSZGfTY_qvs-6v48kLI-CJZFCu/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1GHd_qhWSZGfTY_qvs-6v48kLI-CJZFCu/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1GHd_qhWSZGfTY_qvs-6v48kLI-CJZFCu/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1wqpkI3QFgKmnGZhXyFiVz-t7_gsco_Zk/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1wqpkI3QFgKmnGZhXyFiVz-t7_gsco_Zk/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1gjZbTDkTqd2EVuz3IbCfVOe_u94_S1o8/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1gjZbTDkTqd2EVuz3IbCfVOe_u94_S1o8/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1gjZbTDkTqd2EVuz3IbCfVOe_u94_S1o8/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1Mba-F_03-RU4K1Y93-U7-C46m-puBSx6/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1Mba-F_03-RU4K1Y93-U7-C46m-puBSx6/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1XZ1lvUF6v8gj1oDSRWUJg9ipHaMi1Gpe/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1XZ1lvUF6v8gj1oDSRWUJg9ipHaMi1Gpe/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1XZ1lvUF6v8gj1oDSRWUJg9ipHaMi1Gpe/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1V_zwnRg61gLlB1xLpRrXK-biE8AwzFAP/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1V_zwnRg61gLlB1xLpRrXK-biE8AwzFAP/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1V_zwnRg61gLlB1xLpRrXK-biE8AwzFAP/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1V_zwnRg61gLlB1xLpRrXK-biE8AwzFAP/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/14iWCdzJhRqgmIexeY3xdYgBKekmLsEcC/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/14iWCdzJhRqgmIexeY3xdYgBKekmLsEcC/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1K6qWg8X2dUMfGERFsuslH5aKu9so0VB5/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1K6qWg8X2dUMfGERFsuslH5aKu9so0VB5/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1iFJHY34_S6sGvTxrE0moKUaJ_jk50LAt/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1iFJHY34_S6sGvTxrE0moKUaJ_jk50LAt/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1iFJHY34_S6sGvTxrE0moKUaJ_jk50LAt/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1O3u7rdC9AhOuGd83NONPJcGncgvtVt2E/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1O3u7rdC9AhOuGd83NONPJcGncgvtVt2E/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1O3u7rdC9AhOuGd83NONPJcGncgvtVt2E/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1tY7SKQkI6mG632VLVasQ0OF50tvt04bk/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1tY7SKQkI6mG632VLVasQ0OF50tvt04bk/view?usp=sharing


 

 

 

 

口頭セッション B 

時間 所属大学 学年 氏名 タイトル 

10:00 - 10:15 総研大 D1  吉田 理人 

Sporadic, large gravity wave events 

over Syowa Station 

-Comparison between the PANSY 

radar and the ERA5 reanalysis- 

10:15 - 10:30 名大 M2 枦山 航 
SuperDARN 北海道-陸別 HF レーダー

を用いた MSTID 伝搬特性の統計解析 

10:30 - 10:45 九大 M1 伊集院 拓也 
3 次元地球電離圏静電ポテンシャルソ

ルバーの開発 

10:45 - 11:00 京大 D3  大井川智一 
カスプにおける Joule 加熱に対する準

静的電場および Alfvén 波の影響 

11:00 - 11:20 休憩 

11:20 - 11:35 名大 D2  惣宇利卓弥 

Dependence of the occurrence of 

storm-time plasma bubbles 

extending to the midlatitudes on 

solar wind dynamic pressure 

11:35 - 11:50 東海大 M2  尾尾原 咲穂 

電離圏イオンドリフト測定器開発のた

めの低エネルギーイオン加速装置の開

発 

11:50 - 12:05 九大 M2 安永朗宏 
正午付近に発生する特異的な SFE＊の

発生要因の探究 

12:05 - 12:20 明治大 D2 石井智士 
夜間の空の連続画像から晴天領域分布

ログを自動生成する手法の開発 

12:20 - 14:00 休憩 

14:00 - 14:15 東海大 M2  田中 勇人 
観測ロケット搭載超高層大気観測用真

空計の開発 

14:15 - 14:30 名大 M2 川合 航輝 

M-I coupling of nighttime medium-

scale traveling ionospheric 

disturbances from airglow imagers 

and the Arase satellite 

14:30 - 14:45 九大 M2  高山 久美 
主成分分析による地上磁場データの成

分分離 

14:45 - 15:00 京大 D2  安藤慧 

3 次元電離圏モデルを用いた中緯度域

スポラディック E 層の動態と形態の解

析 

 
口頭セッション C 
時間 所属大学 学年 氏名 タイトル 

10:00 - 10:15 九大 D1 橋本 翼 

大規模数値実験による大域的磁気圏

構造変化を発動する局所プラズマダ

イナミクスの解明 

10:15 - 10:30 - - - 

10:30 - 10:45 九大 M2  山口 遼 オーロラ動態解明に向けた技術開発 

184

https://drive.google.com/file/d/1PuR5uCyLrU6_6rBNqA0_fhAVjKyTkaG4/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1PuR5uCyLrU6_6rBNqA0_fhAVjKyTkaG4/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1PuR5uCyLrU6_6rBNqA0_fhAVjKyTkaG4/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1PuR5uCyLrU6_6rBNqA0_fhAVjKyTkaG4/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1PuR5uCyLrU6_6rBNqA0_fhAVjKyTkaG4/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1PuR5uCyLrU6_6rBNqA0_fhAVjKyTkaG4/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1xBfVEaYpjXHTi6gvlkG3iv8XALwL5NY0/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1xBfVEaYpjXHTi6gvlkG3iv8XALwL5NY0/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1Mv0ytVRBiIPOrleDMpNg855C91mR1rao/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1Mv0ytVRBiIPOrleDMpNg855C91mR1rao/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1t7MM5UJhE1FnHuxToQM3YkdJEZgWfSsS/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1t7MM5UJhE1FnHuxToQM3YkdJEZgWfSsS/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1U0AjSGbSh48yp7ebL40xibXyeZCIEteY/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1U0AjSGbSh48yp7ebL40xibXyeZCIEteY/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1U0AjSGbSh48yp7ebL40xibXyeZCIEteY/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1U0AjSGbSh48yp7ebL40xibXyeZCIEteY/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1U0AjSGbSh48yp7ebL40xibXyeZCIEteY/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1U0AjSGbSh48yp7ebL40xibXyeZCIEteY/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1VM610mxs9JDt_5YxUcLLrgMBKjlIHlrA/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1VM610mxs9JDt_5YxUcLLrgMBKjlIHlrA/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1VM610mxs9JDt_5YxUcLLrgMBKjlIHlrA/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1PGx4WbJiBGPQcX4SlB9RugNe2Yo0Nghx/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1PGx4WbJiBGPQcX4SlB9RugNe2Yo0Nghx/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1Xztm3m_5JTopViQhAaDONfiRJs4UMYDR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1Xztm3m_5JTopViQhAaDONfiRJs4UMYDR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1e39WV10-c7i_SpwsPYWgBfZZEJH9sHls/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1e39WV10-c7i_SpwsPYWgBfZZEJH9sHls/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1AQ3a6oVFuTpEjfYdXFJqKDXltj5MfJrf/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1AQ3a6oVFuTpEjfYdXFJqKDXltj5MfJrf/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1AQ3a6oVFuTpEjfYdXFJqKDXltj5MfJrf/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1AQ3a6oVFuTpEjfYdXFJqKDXltj5MfJrf/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1AQ3a6oVFuTpEjfYdXFJqKDXltj5MfJrf/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1AQ3a6oVFuTpEjfYdXFJqKDXltj5MfJrf/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1Oe_lZLZ_5In3UkiCdKy4Qm6JYufbQO9I/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1Oe_lZLZ_5In3UkiCdKy4Qm6JYufbQO9I/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/17okd-cafMr9OOBpJr15fUTpYpRscGGwi/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/17okd-cafMr9OOBpJr15fUTpYpRscGGwi/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/17okd-cafMr9OOBpJr15fUTpYpRscGGwi/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/16b4n2H4FCcym8KUNE5XbHUG7O6YpGmNJ/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/16b4n2H4FCcym8KUNE5XbHUG7O6YpGmNJ/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/16b4n2H4FCcym8KUNE5XbHUG7O6YpGmNJ/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1JBG-YXnCBNmMq9FEeBhGgA4SrusGe1p7/view?usp=sharing


 

10:45 - 11:00 京大 M2  小池春人 

Cusp ion precipitation from lobe 

reconnection and its relation to the 

tailward magnetosheath flow 

11:00 - 11:20 休憩 

11:20 - 11:35 東大 D3  滑川 拓 

The interaction of sub-relativistic 

electrons with high-latitude 

propagating chorus waves observed 

by the Arase satellite 

11:35 - 11:50 九大 M2  奥田 くるみ 

THEMIS 全天カメラ・地上磁場デー

タによる Poleward Boundary 

Intensification 発生メカニズムの検

証 

11:50 - 12:05 九大 M2 樋口 颯人 

Electron acceleration mechanism in 

ionospheric polarized PBI: A new 

solution developed from 3D fluid 

electron acceleration simulators 

12:05 - 12:20 － － － 

12:20 - 14:00 休憩 

14:00 - 14:15 東大 D1 千葉 翔太 
探査機から受信する電波のスペクト

ル解析による太陽コロナの研究 

14:15 - 14:30 京大 M1  八島和輝 

GLOW モデルを用いた極側境界のオ

ーロラにおける broadband 型電子降

下の時間発展の推定 

14:30 - 14:45 九大 M2 林 萌英 
磁場・電界観測に基づく極域・中緯

度電離圏の応答の解明 

14:45 - 15:00 － － － 

 

 

ポスターセッション D, E 

時間 所属大学 学年 氏名 タイトル 

15:30 - 16:00 

東北大 M2 藤田 晃平 

The orbital evolution of 

Phobos in the expanded 

atmosphere of early 

Mars after the dissipation of 

the solar nebula 

東北大 M2  晝場 清乃 

Influences of solar energetic 

particles on the Martian 

ozone 

東北大 M1  狩生 宏喜 

Sharp Longitudinal 

Variation in the Venusian 

Cloud Optical Thickness 

Associated with a Kelvin 

Wave 

明治大 M2  中村 優里子 
夜光雲観測に最適化したマル

チバンドイメージャーの開発 

京大 M2  沢口航 

ARTEMIS 衛星観測を用いた

月周辺におけるホイッスラー

モード波動の非線形成長につ
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https://drive.google.com/file/d/1L50p-vkb3dwjrjiDXteca1ZuDsdUdQxT/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1L50p-vkb3dwjrjiDXteca1ZuDsdUdQxT/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1L50p-vkb3dwjrjiDXteca1ZuDsdUdQxT/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1ju_IRI-cF6qttKik4N2UfrGXffuoxmyB/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1ju_IRI-cF6qttKik4N2UfrGXffuoxmyB/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1ju_IRI-cF6qttKik4N2UfrGXffuoxmyB/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1ju_IRI-cF6qttKik4N2UfrGXffuoxmyB/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1ju_IRI-cF6qttKik4N2UfrGXffuoxmyB/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1ju_IRI-cF6qttKik4N2UfrGXffuoxmyB/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1ksTAB1-B-fCTY6D2HARv-Opficj3hcnZ/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1ksTAB1-B-fCTY6D2HARv-Opficj3hcnZ/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1ksTAB1-B-fCTY6D2HARv-Opficj3hcnZ/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1ksTAB1-B-fCTY6D2HARv-Opficj3hcnZ/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1uJRYblufM2_TyK6b9PP-iPmcng9MaIkR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1uJRYblufM2_TyK6b9PP-iPmcng9MaIkR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1uJRYblufM2_TyK6b9PP-iPmcng9MaIkR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1uJRYblufM2_TyK6b9PP-iPmcng9MaIkR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1uJRYblufM2_TyK6b9PP-iPmcng9MaIkR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1uJRYblufM2_TyK6b9PP-iPmcng9MaIkR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1o5Um39SbCx_jEkkOYE9ns2bTN4pWRD_o/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1o5Um39SbCx_jEkkOYE9ns2bTN4pWRD_o/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1WHscRy6B7ujNVXYJpimx8SICmNmskPSF/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1WHscRy6B7ujNVXYJpimx8SICmNmskPSF/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1WHscRy6B7ujNVXYJpimx8SICmNmskPSF/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1o4vuxhRKA3Dqnzli3EXx1hmE9ThAtj2j/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1o4vuxhRKA3Dqnzli3EXx1hmE9ThAtj2j/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1BJZXk7LV23iMCTpOPSNxz7jahMzjOBh2/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1BJZXk7LV23iMCTpOPSNxz7jahMzjOBh2/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1BJZXk7LV23iMCTpOPSNxz7jahMzjOBh2/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1BJZXk7LV23iMCTpOPSNxz7jahMzjOBh2/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1BJZXk7LV23iMCTpOPSNxz7jahMzjOBh2/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1BJZXk7LV23iMCTpOPSNxz7jahMzjOBh2/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1BJZXk7LV23iMCTpOPSNxz7jahMzjOBh2/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1By8wggRqLJ7Y9FVdkZf3hl8bMbRPwbVP/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1By8wggRqLJ7Y9FVdkZf3hl8bMbRPwbVP/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1By8wggRqLJ7Y9FVdkZf3hl8bMbRPwbVP/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1xk2QFupbiIySviXEYC6S2oE8egars-c9/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1xk2QFupbiIySviXEYC6S2oE8egars-c9/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1xk2QFupbiIySviXEYC6S2oE8egars-c9/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1xk2QFupbiIySviXEYC6S2oE8egars-c9/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1xk2QFupbiIySviXEYC6S2oE8egars-c9/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1x7UYasvbl4ytHkOxnycYbwN82Bq_AjNM/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1x7UYasvbl4ytHkOxnycYbwN82Bq_AjNM/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1ScyHUPxFLZpNc--qqcndZfZlbZa8UAlD/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1ScyHUPxFLZpNc--qqcndZfZlbZa8UAlD/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1ScyHUPxFLZpNc--qqcndZfZlbZa8UAlD/view?usp=sharing


 

いての解析 

16:00 - 16:15 休憩 

16:15 - 16:45 

東大 M2  須田 智也 
金星の雲の微細な雲構造の統

計的解析 

東北大 M1  風間 暁 

Remote sensing of surface 

pressure on Mars by CO2 

2μm absorption 

band observed by Mars 

Express/OMEGA 

東北大 M1  永田 和也 
PLANETS 望遠鏡の開発：主

鏡製造での研磨量削減 

電通大 D1  南條 壮汰 
深層学習を用いたオーロラの

リアルタイム検出システム 

東北大 M2  齋藤 幸碩 

磁気赤道周辺での kinetic 

Alfven wave による電子加速

過程に関するテスト粒子計算

の現状報告 
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https://drive.google.com/file/d/1ScyHUPxFLZpNc--qqcndZfZlbZa8UAlD/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1In5ou06doWCyt7qPMFKPXlscVefc_i28/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1In5ou06doWCyt7qPMFKPXlscVefc_i28/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1XLagmawLVtxvV_CLycS8UiZAE3hQh_mr/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1XLagmawLVtxvV_CLycS8UiZAE3hQh_mr/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1XLagmawLVtxvV_CLycS8UiZAE3hQh_mr/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1XLagmawLVtxvV_CLycS8UiZAE3hQh_mr/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1XLagmawLVtxvV_CLycS8UiZAE3hQh_mr/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1XLagmawLVtxvV_CLycS8UiZAE3hQh_mr/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1XLagmawLVtxvV_CLycS8UiZAE3hQh_mr/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1K8PZcFtb7h4_YDBJmFWl-hGp9RhCeAnU/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1K8PZcFtb7h4_YDBJmFWl-hGp9RhCeAnU/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1aw4A3jDJWv1xH32O9tfA0NEGaouz-nl8/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1aw4A3jDJWv1xH32O9tfA0NEGaouz-nl8/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/17qKtsn_yjFuaa7bRNR5lFSgyLlEUhXY3/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/17qKtsn_yjFuaa7bRNR5lFSgyLlEUhXY3/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/17qKtsn_yjFuaa7bRNR5lFSgyLlEUhXY3/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/17qKtsn_yjFuaa7bRNR5lFSgyLlEUhXY3/view?usp=sharing


 

（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

 

将 来 の 衛 星 地 球 観 測 に 関 す る 研 究 集 会  

M e e t i n g  on  t h e  F u t ur e  M i s s i on s  o f  S a t e l l i t e  E a r th  O b s er v a t i o
n 

 

本 多 嘉 明 、 千 葉 大 学 環 境 リ モ ー ト セ ン シ ン グ 研 究 セ ン タ ー  

 

 

 
 衛星地球観測の世界動向は、約 130の新しいミッションが検討され、着実に実施の方向で

動いている。これまでこの分野で日本は米国、欧州に比肩する位置を確保していた。しかる

に、昨今の日本の将来計画が未定でこの位置を確保することが難しくなっている。 

 

本研究会は 2021 年 4 月 26 日、5 月 31 日、6 月 24 日、8 月 27 日、10 月 1 日、10 月 21

日、11 月 25 日、12月 17 日、2022 年 1月 6 日、2月 4 日、3月 9日の 11 回および 2021 年

10月 5日の最終審査会、12 月 9日の幹事会、2022年 2月 15日の TF全体会合を通して、日

本の衛星地球観測計画をボトムアップから構築する枠組みを議論し、実践を通して構築す

ることをめざしている。2021 年度は第 2 回衛星地球観測ミッションの追加公募(TF)を実施

の上、最終審査会においてカテゴリごとの採択を決定した。さらに第 3 回試行公募を発出

し、2022年度の JpGU と連携したレビュープロセスを進めている。 

 
 本研究会は日本の衛星地球観測のあり方をボトムアップで構築する枠組みを検討するも

のである。検討中の枠組みでは JpGU のセッションを利用し公開の場で議論をすることを検

討し、来年度の JpGU においても実施予定で進めている。さらに最終的な結果も今後の宇宙

開発体制のあり方に関するタスクフォース会合・リモートセンシング分科会から公表する

方法を検討中であり、本研究からの直接的な公表は考えていない。なお、日本学術会議のこ

の分野に対する提言の中にも本研究会の成果が反映される予定である 
 
 一方、本研究会での議論を経て、発展した研究成果において、本研究会の支援を受けたこ

とを明示する。 
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

 

衛星による高精度降水推定技術の開発とその利用の研究企画のための集会 

R es e a rc h  p r o j ec t  m e e t i n g  f o r  d e ve l opm e n t  a nd  a pp l i ca t i o n  o f  h i
g h - ac c u ra c y  s a t e l l i t e  p r e c i p i t a t i on  r e t r i e va l  t e ch n i qu e  

 

久 保 田 拓 志  宇 宙 航 空 研 究 開 発 機 構  地 球 観 測 研 究 セ ン タ ー  

 

 

集会の概要： 

全球的な降水情報は、大気、海洋、陸面などの間の様々な時間・空間スケールの相互作用

の理解のために不可欠なパラメータの１つである。全球的にある程度の時間・空間分解能の

降水情報を与える観測手段として、衛星リモートセンシング技術が近年注目されている。全

球降水観測計画（GPM）主衛星には、日本が開発した世界初の衛星搭載二周波降水レーダで

ある DPR が搭載されている。また GPM のプロダクトとして、日本で開発した GSMaP アルゴ

リズムは、ある程度の時間・空間分解能と精度をもつ降水データを作るために、各種リモー

トセンシングの情報を組み合わせて使うアルゴリズムの１つである。 

米国の Decadal Survey 2017では大気科学分野の重要課題として Aerosols and Clouds, 

Convection and Precipitation (ACCP)が挙げられ、2028年頃の衛星打ち上げを目指した検

討が行われている。国内でも米国の ACCP ミッションへの参画を前提とした Ku 帯ドップラ

ー降水レーダを搭載する降水レーダ衛星の検討が進んでいる。 

本研究集会の目的は、DPRや GSMaP のアルゴリズム開発や衛星降水プロダクトの利用に関

連した研究について、現状のまとめを行い、今後の中期的な課題を明確にし、研究の取り組

み方を考えることである。 

 

研究報告： 

研究集会を2022年3月3日（木) ～4日（金）に、オンライン形式（Zoom）で開催した。

今回は81名が参加した。2020年度までと同じく、衛星シミュレータ研究会との合同研究集

会の形をとった。 

当初はハイブリッド形式の開催を模索したが、新型コロナウィルス感染者数の増加に伴

い、2020年度に引き続き、オンライン形式とした。同じくオンライン形式とした2020年度

は78名の参加であったので、昨年度とほぼ同じ規模での研究集会となった。チャットでの

質疑応答のようなオンラインならではの機能も、主催者側から積極的に誘導し、実際、参

加者間で非常に活発な議論がチャットで行われ、有意義であった。申請者もさまざまなオ

ンライン会議を主催したり、参加したりしているが、本研究集会の、活発な質疑応答に加

えての積極的なチャットでの議論は特筆すべき水準と言え、チャットでの活発な議論が本

研究集会の文化として根付きつつある。また増永准教授の研究室がホストしたオンライン

懇親会もoViceを用いて開催し、参加者間の交流も行った。他方、名古屋大学で開催する

188



 

対面開催での研究会も大きな魅力があるので、今後、研究会の開催には、対面式とオンラ

イン形式のベストミックスが望ましいと考える。 

今回の研究集会では 29 件の発表を行ったが、そのうち、GPM 関係の発表を大まかに分類

すると以下のようになる： 

１）衛星観測(DPR、マイクロ波放射計、赤外放射計等)による降水推定技術の開発 

２）DPRや GSMaP データの検証に関する研究 

３）DPRデータなどを用いた雲や降水特性の解析 

４）DPRや GSMaP を用いた気象モデルの検証やデータ同化手法の開発 

５）将来衛星のミッション検討の研究 

衛星シミュレータ関係の発表を大まかに分類すると以下のようになる： 

 １）衛星シミュレータ等を使ったデータ同化の研究 

２）衛星シミュレータ等を使った雲物理研究、気候モデル評価研究 

３）衛星シミュレータ等を使った衛星プロダクトの校正評価 

 

成果： 

今回の研究会で、広い範囲での GPM に関連した研究成果を概観することが出来た。2021

年 12月の DPRや GSMaPのバージョンアップに関する開発内容について、6件の発表があり、

情報共有の場として有効であった。また 2014年 2月の GPM主衛星の打上げ後、約 8年間の

蓄積による DPRデータを用いた発表は大きく次の 3点に分類できる。 

・ DPRの二周波観測による降水粒子判別や雨滴粒径分布の解析 

・ DPRの高感度観測による降水（特に降雪）解析 

・ DPRで初めて実現した中緯度観測による降水に関する新たな知見 

このような解析は、気象学・気候学的に高い価値があり、世界初の二周波観測や中緯度観測

による解析は非常に新鮮で、今後の発展も大きく期待できる。本研究集会で発表された、ユ

ーラシア大陸中高緯度の夏季降水のような、目新しいトピックにより、GPM/DPRの観測デー

タの蓄積による新たな知見の構築が進んでいることが感じられた。 

また特別講演として、中村健治 獨協大教授による、「衛星搭載走査型ドップラ降水レーダ

の提案」を企画した。2028 年頃の衛星打上げを目指した検討が行われている Ku帯ドップラ

ー降水レーダの検討結果に加えて、2036 年頃の打上げを目指す多数のドップラビームを持

つ Scanning Doppler Precipitation Radar (SDPR)を提案する発表内容は、非常に野心的

で、かつ、今後に向けて示唆的な発表であった。 

また、衛星シミュレータを使った衛星、数値モデル、及びデータ同化コミュニティ間の交

流が広がっている。DPR の鉛直情報は、降水プロセスの理解の向上に有用で、衛星シミュレ

ータと組み合わせることで、気候モデルの雲・降水過程の評価に役立つ。本研究集会でもシ

ミュレータと DPR を組み合わせた発表があった。 

 以上 
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

 

統 合 生 態 系 ― 大 気 プ ロ セ ス 研 究 計 画 （ iLEAPS）  

― 諸 過 程 の 統 合 的 理 解 に む け て ―  

Integrated Land Ecosystem-Atmosphe re Processes Study (iLEAPS),

Comprehension of processes 

 

佐 藤 永 （ 海 洋 研 究 開 発 機 構 ・ 北 極 環 境 変 動 総 合 研 究 セ ン タ ー ）  

 

 
本研究集会は、2021年12月9日(木)～10日(金)の2日間にわたって、名古屋大学研究所共同

館Ⅱ・409室、およびオンライン会場において実施された。14件の話題提供が行われ、それ

についての質疑応答を行った。主催者・話題提供者を含む参加者数は約38名であった（現

地18名、オンライン約20名）。当初は9月初旬の開催予定であったが、コロナ堝により開催

を見送った。延期にするか中止にするか、本集会の主催団体であるiLEAPS日本委員会（日

本学術会議・iLEAPS小委員会）で議論した結果、結局、現地＋オンラインによるハイブリ

ッド形式での開催とした。幸いにも、本研究集会を開催した12月初旬は日本における新型

コロナ感染状況が小康状態であったため、集会初日の夜には懇親会も行う事ができ、国内

を中心とする関連研究者間の交流を深めた。参考資料として、本研究集会のプログラムを

添付する。 

本研究集会の目的は、大気－陸域プロセスに関心のある研究者が小規模な（議論の行い

やすい）会合を持つことで、各自の最新の研究成果を報告し、その統合的理解に向けた情

報共有と議論を行うことである。その結果、大気－陸域プロセスをベースとした気候変動

予測研究の推進において、今後さらに観測とモデルによる統合を深めることが必要である

との共通認識を得ることが出来た。 

本研究集会の終了後に、引き続き同じ会場にて日本学術会議第25期・第2回iLEAPS小委

員会を実施した。この会合では、本研究集会で得られた共通認識を具体化するために、iLE
APS日本委員会は、日本学術会議の第25期において、どのような活動を行うべきか議論が

行われた。 
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

 

研究集会名：実験室・宇宙プラズマにおける波動励起と粒子加速・加熱  

研究集会名英文： Wave excitation in and particle  

acceleration/heating in Lab. and Space plasmas 

 

永 岡 賢 一 ・ 核 融 合 科 学 研 究 所  

 

 

 
【研究集会の目的】 

プラズマ中の波動現象、特に波動粒子相互作用による輸送、加熱、加速現象は、プラズマ

物理の基本的な素過程であり、プラズマ関連現象の非線形性のひとつの起源でもある。近

年、速度分布関数の計測が可能になり、運動論的なモデルの検証や波動粒子相互作用に関

する非線形現象の理解が実験室プラズマと宇宙プラズマの方向で進展している。2020年12
月に開催されたプラズマ核融合学会では、ホイッスラー波に関するシンポジウムが開催さ

れ、宇宙・天文・実験室プラズマで基礎課程から産業応用まで幅広く波動粒子相互作用に

関する議論が展開され多くの聴衆を集めたことは、波動粒子相互作用による輸送、加熱、

加速現象が幅広い分野にわたる重要課題であり続けていることの証である。そこで、2021
年度は、非一様磁場中の運動論的なサイクロトロン共鳴、多種イオン系の波動現象、ドリ

フトバウンス共鳴による波動励起など磁気圏プラズマの最新の研究課題とトーラスや直線

型実験室プラズマの研究の現状に焦点を当てた研究会を開催し、最新成果やアイデアの交

換を通じて、双方の研究分野に新しい研究展開を創出することを目指して研究集会を企画

した。 

【研究集会の内容】 

今年度は京都大学ゼロエミッションエネルギー研究拠点研究集会「閉じ込め磁場配位を利

用した宇宙プラズマ模擬実験の検討」と共同で研究集会を開催した。この２つの研究集会

は、実験室と宇宙プラズマの連携研究を目指す方向性を共有しており、完全に１つのプロ

グラムとして研究集会を企画した。開催形式はZOOMを用いらリモート開催とし、５名の

幹事（永岡賢一、三好由純、加藤雄人、小林進二、伊神弘恵）で準備を進めた。研究集会

の柱となる招待講演は、宇宙側の幹事から実験室側に希望を出し、実験室側から宇宙側に

希望を出し、次の２件の招待講演を企画した。 

〇松本洋介（千葉大）宇宙線電子注入問題とシミュレーション・室内実験研究の最先端 
〇居田克巳（核融合研）レンズスペクトロメータによる核融合プラズマの分光とオーロ

ラ分光への展開 

この招待講演の情報を含めて研究会の案内を日本物理学会領域２、プラズマ・核融合学会、

地球磁気圏・地球惑星圏学会に案内をだした。年度末であったが、合計８件の講演でプロ

グラムを組むことができた（次頁に掲載）。招待講演45分、一般講演30分と比較的時間的

に余裕を持ったプログラムを組んでいたが、時間超過するほど議論がしっかり行われた。

研究集会の最後には、総合討論として、今後の研究集会への期待、共同研究への展開に向

けた戦略等について、議論した。研究集会の継続は長い目で見ると双方の研究領域の発展

に影響すること、適切なタイミングで学会誌に特集記事を発行できたことなど、研究集会

を今後も継続することに賛成する意見表明があった。参加者から発表資料の共有の希望が

あり、パスワード付きで参加登録者に共有することにした。今回は、企業からの参加登録
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があったため、秘密保持誓約書を準備し、参加者全員に提出を求めた。連携研究への展開

に資すると期待している。 

【参加者】２８名（詳細は別紙） 

【研究集会プログラム】 

 

192



 

（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

 

宇 宙 地 球 環 境 の 理 解 に 向 け て の 統 計 数 理 的 ア プ ロ ー チ  

S t a t i s t i c a l  a p p r o a c h e s  f o r  u n d e r s t a n d i n g  s p a c e - e a r t h  e n v i r o n m e n t  
 

中 野 慎 也 ， 統 計 数 理 研 究 所 ・ モ デ リ ン グ 研 究 系  

 

 

本研究集会は，統計数理的あるいはデータ科学的アプローチに基づく宇宙地球環境の包

括的な解析，モデリング研究に関心を持った研究者を一堂に集めて情報交換を行い，宇宙

地球環境の把握，予測のための統合的解析・モデリング研究を促進することを目的に毎年

開催している．元々，2011年よりデータ同化に焦点を当てた研究集会として開催してきた

が，2016年度より統計科学や機械学習などを含むデータ科学，統計数理的な手法の活用に

ついて広く情報交換する場として開催しており，今回で通算11回目となる．今回は，2021

年12月21日にZoomを用いてオンラインで開催した．当日のプログラムは以下のとおりであ

る． 

 
[プログラム] 
10:30-11:00 上野 玄太, 銭谷 誠司「相対論的Maxwell混合分布モデル」 
 
11:00-11:30 田中 裕士, 太田 守, 笠原 禎也「センサ間のノイズレベルが異なる場合を考慮

したプラズマ波動のモデル決定手法の提案」 
 
11:30-12:00 谷口 暁星, 中島 拓, 彦坂 拓海, 田村 陽一「周波数変調による高効率ミリ波

分光の実現と大気分子観測への応用」 
 
(12:00-13:20 休憩) 
 
13:20-13:50 藤井 陽介, 石橋 俊之, 小林 ちあき, 石川 一郎「気象研究所における大気海

洋結合同化システム開発の成果と今後について」 
 
13:50-14:20 大石 俊, 三好 建正, 可知 美佐子「高頻度海洋アンサンブルデータ同化システ

ムにおける適用型観測誤差膨張の有効性」 
  
14:20-14:50 田中 良昌, 小川 泰信, 吹澤 瑞貴, 坂野井 健, 細川 敬祐, 津田 卓雄, 門倉 
昭「シミュレーションによるオーロラ3次元分布再構成の検証」 
 
(14:50-15:10 休憩) 
 
15:10-15:40 南條 壮汰, 野澤 悟徳, 山本 雅毅, 川端 哲也, Magnar G. Johnsen, 津田 
卓雄, 細川 敬祐「深層学習を用いたオーロラの出現を通知するウェブアプリケーション」  
 
15:40-16:10 三好 由純, 福岡 智司, 堀 智昭, 三谷 烈史, 高島 健, 篠原 育, 東尾 奈々

「ニューラルネットワークによる放射線帯変動予測」 
 
16:10-16:40  片岡 龍峰, 中野 慎也「機械学習による太陽風データギャップ復元と磁気嵐

駆動源の研究」 
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16:40-17:10 中野 慎也, 片岡 龍峰「Echo state networkによるオーロラ活動指数のモデ

リング」 
 
17:10-17:30  総合討論 
 
 
午前は統計的手法のデータ解析への応用について講演があった．天文の観測データの地

球科学への応用研究についての話題など，興味深い講演もあった． 

午後の前半は，海洋データ同化に関する応用研究についての講演があり，結合同化システ

ム開発の紹介，および海洋データ同化における技術的な手法についての講演がなされた後，

オーロラ画像トモグラフィに関する話題提供があった．午後の後半は，機械学習を活用し

たWebアプリケーションの紹介や，機械学習の応用事例についての紹介があった． 

オンラインで開催したこともあってか，例年より参加者も多く，各講演に関して活発な

質疑や議論がなされた．最近の統計的，数理的手法やその応用に関する様々な話題につい

て情報交換することができ，非常に有意義な集会となった． 
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（別紙様式６－２）  
 
 

研究集会  太陽地球環境と宇宙線モジュレーション  
S pace  wea the r  and  co s mic  ray  mo du la t i o n  

 
加藤  千尋、信州大学・理学部  

 

 

 本研究集会は例年，宇宙線を軸に太陽圏・宇宙天気に関わる話題を扱っている。202
1年度は2022年3月1，2日の2日間，“太陽圏・宇宙線関連の共同研究成果報告会”及び”
太陽風プラズマ物理の最新成果と今後の展望”と合同で開催。コロナ感染症対策として
オンラインでの集会実施となったが，予想以上に参加者があり，太陽圏物理や宇宙天気
研究，宇宙線モジュレーション研究等について活発な議論が行われた。参加した研究者
には貴重な意見交換の場となったと思われる。開催2日間の参加者は36名であった。 

研究集会(シンポジウム)のプログラムは以下の通り。 

2022年3月1日 

9:00-10:00 村上豪(JAXA/ISAS) 国際水星探査計画 BepiColombo が展開する内部太陽圏探査 

10:00-11:00 庄田宗人(国立天文台) 太陽風数値シミュレーション:プラズマ乱流から大規模構造
まで 

11:00-11:20 成行泰裕(富山大) 多次元アルヴェン波解の性質と不安定性について 

11:20-11:40 松清修一(九州大) 宇宙線異常成分の生成に関するテスト粒子計算 

11:40-11:55 千葉翔太(東大) 金星探査機あかつきによる太陽コロナの電波掩蔽観測 

- 昼食 - 

13:00-13:20 宗像一起(信州大)、加藤千尋、片岡龍峰、林 優紀、小財正義、GMDN collaborat
ion 地上宇宙線計で観測された 2021年11月の宇宙天気事象 

13:20-13:40 小財正義(ROIS-DS)、宗像一起、加藤千尋、門倉昭、片岡龍峰、村瀬清華、三宅晶
子、GMDN collaboration 南極昭和基地の宇宙線計を用いた南北異方性の解析 

13:40-14:00 小島浩司(中部大) 地球周辺の惑星間空間における宇宙線の密度勾配と剛度の関
係 

14:00-14:20 野中敏幸(東大宇宙線研)空気シャワー観測装置による宇宙線強度変動の観測 

14:20-14:35 小井辰巳(中部大) GRAPES-3 の高精度ミューオン望遠鏡を用いた、宇宙天気観
測と宇宙線モジュレーション研究 

14:35-14:50 岩井一正(名大 ISEE) 次世代太陽風観測装置の計画と 2021 年度の進捗 

- 休憩 - 

15:10-15:30 渡邉堯(茨城大学) 宇宙線データベースの現状(WDCCR、NMDB、IZMIRAN の比
較) 

15:30-15:50 櫻井敬久(山形大)、門叶冬樹、乾恵美子、森谷透、武山美麗、三宅芙沙 宇宙線生
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成核種 Be-7 濃度の季節変動 

15:50-16:10 中野佑樹(東大) Super-Kamiokande を用いた太陽フレア由来のニュートリノ探
索 

16:10-16:40 村木綏(名大)、松原豊、増田智、徳丸宗利、柴田祥一、小井辰己、大嶋晃敏、高丸
尚教、境享祐、内藤統也、﨏隆志、三宅晶子、Valdes Glicia,Ernesto Ortiz, P. Miranda 太陽
中性子崩壊陽子の観測 (2) 

 

2022年3月2日 

9:00-9:30 瀧田正人(東大宇宙線研) Tibet ASγ実験での最近のガンマ線観測 

9:30-9:50 奥川創介(横浜国大) ALPACA 実験におけるガンマ線検出効率のハドロンモデル不
定性 

9:50-10:10 佐古崇志(東大宇宙線研) TeV 領域宇宙線異方性の太陽圏磁場による変調 

10:10-10:30 大嶋晃敏(中部大) GRAPES-3 大型ミューオン望遠鏡による宇宙天気観測 

10:30-11:00 鳥居祥一(早大)、赤池陽水、小林兼好、宗像一起、加藤千尋、片岡龍峰、三宅晶子、
他 CALET チーム ISS 搭載 CALET による6年間の軌道上観測の成果 

11:00-11:15 加藤千尋(信州大) 機械学習を用いた地上ミューオン観測データの大気効果補正 
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  
 

 

大 気 海 洋 相 互 作 用 に 関 す る 研 究 集 会  

Research Meeting for the Study of the Air-sea Interaction 

 

根 田 昌 典 、 京 都 大 学 ・ 大 学 院 理 学 研 究 科  

 

 
概要： 

 本研究集会は令和3年12月23日（木）と24日（金）の2日間の日程でオンライン会議システムoViceを用いて

開催された。ただし、一部参加者は京都大学大学院理学研究科（京都市左京区）会場に集い、感染予防処置を

徹底したうえでoViceのバーチャル会場に参加した。参加人数は41名であり、そのうちオンラインでの参加者

は32名であった（海外からの参加者1名を含む）。京大会場からの参加は研究代表を含め9名であった。特別

講演を含んで12件の一般講演と1件の特別講演があった。 

研究集会の目的： 

 気候変動研究の重要性が一般社会においても認識されるようになり、その中でも大気と海洋の相互作用現象

の研究の重要性は増している。モデル研究においてはシミュレーションの成否だけではなく、内在する複雑な

物理過程を紐解くことが重視されている。本研究集会では、この数年間で行われてきた散発的な現場観測の結

果に基づく解析に加え、それらの相互比較によって一般性を議論することにより長期観測データをどのように

解析するかについての指針を検討してきた。10年スケールの現象を考えるためには観測データや再解析デー

タ、気候予測モデルを駆使した研究が必要であるが、それらから得られる変動の内部変動と外部強制モードを

分離した解析の必要性もこれまでの研究集会を通じて認識されてきた。今年度の研究集会でも、複合的な時間

スケールの大気海洋相互作用現象のメカニズムを研究し、その解明に向けた研究グループの形成につながる議

論を行う。 

研究集会の内容と結果： 
 本研究集会は2日間にわたって行われ、12件の一般講演があった。1日目の午前中はラージスケールの現象

と観測に関する報告があった。古川（東北大）は大西洋熱帯域の水温変動の10年スケールの熱帯非対称性に

ついて遅延相関関係を調べ、北太平洋海面水温偏差（冬季）⇒大西洋熱帯水温非対称パターン（春季）⇒東部

ユーラシア大陸上の気圧偏差というテレコネクションの連結可能性を指摘した。宮地（北大）は長期観測デー

タに含まれる変動成分の内部変動成分と外部強制成分の分離に関する研究結果について報告した。データの外

部強制成分を取り除く手法としては外部強制成分として複数のモデルにおけるアンサンブル平均（MME）を

与えることが妥当だと思われる一方、インド洋海面校正気圧(SLP)との間の関係の再現性においてほかの抽出

方法が最も妥当であったと報告した。この結果は、現状の気候予測モデルの不十分さを示唆するとともに長期

データを用いた解析を行う際に、外部強制を的確に除いているかどうかによって見かけ上の変動が生じてしま

う可能性を示している。長期データ解析におけるこのような警鐘は非常に重要である。木下（JAMSTEC）は

気象学分野において知見が不足している成層圏の観測について講演を行った。成層圏の大気循環と対流圏の関

係には大気重力波の伝搬が重要であるといわれているが、大気重力波の発生頻度や発生・砕波領域など、重力

波活動の変化は十分に把握されていないと指摘した。東西・南北風成分を高度に関してプロットしたホドグラ

フ解析によって慣性重力波の性質がわかることからGPSゾンデによる高層気象観測が非常に有効なツールと

なることを説明し、具体的な観測とその解析例を示した。大気科学分野においても基礎的な観測が不足してい

る分野があるということと、基本的な力学をよく考えることで基礎観測データから波動に関する重要な性質が

得られることを示した点で、海洋分野の研究者にとっても非常に有益な講演であった。小橋（海洋大）は人工

衛星観測において長年認識されていながら取り残されていた、観測グリッドの空間代表性の問題についてマイ

クロ波放射計（AMSR2）と静止軌道衛星（GMS）の赤外放射計の同時観測データの比較を用いて検討した。

黒潮続流に沿って存在する水温前線強度に着目し、マイクロ波放射計の空間解像度を求めた。前線の検出や空

間スケールの抽出方法には高度な客観性が見られ、衛星観測データの解析の教科書のような報告であった。 

1日目の午後は前線域や波浪観測についての報告があった。根田（京大）は外洋域での波浪観測について報

告した。うねりが風浪の状態に与える影響について既往研究の問題点を抽出し、風応力の再評価と風浪の方向

についての実証研究が不足しているということを指摘した。まず風波の3/2乗則に基づいた摩擦速度（風波摩

擦速度）を基準とすることを提案し、それにより風浪の無次元パラメターの既報の関係がより適切に再現され
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ることを報告した。さらに風波摩擦速度を用いたうねりと風浪の強度の比較パラメターを提案し、それが風浪
と平均風の角度と相関関係があることを見出した。その物理プロセスを直接確認することはできないが、うね

りが海上境界層（ABL）の対数分布則を変調するという既往研究と整合的であることを示した。蒋（名古屋

大）はLIDARを用いたエアロゾル観測に基づいて強風時のエアロゾル輸送と降水の関係について解析を行っ

た。その関係に季節的な変化があることを示し、大気中の水蒸気量に加えてエアロゾルの特徴を把握すること

が降水予測に影響することを示唆する研究であり、今後のエアロゾル観測の重要性を示した。三浦（京大）は

黒潮続流前線域を想定した大気海洋結合モデル実験の結果について報告した。メソスケールの相互作用の有無

による対照実験を実施することで、前線波動に伴う海洋中の鉛直循環の強化に対してメソスケールでの大気海

洋相互作用が貢献することを示した。西川（大海研）は新青丸航海KS-21-9の大気海洋観測の速報を行った。

航海は遠州灘沖での黒潮分子流と直上の大気構造の関係を調査することが主目的であり、高水温分枝流の貫入

によって大気構造が変化する様子を捉えた可能性を報告した。速報ではあるが、船舶観測で得られる局所的な

観測データと数値計算の結果を併用して気団変質過程を捉える試みは、大気海洋相互作用研究における船舶利

用の具体例を示している。 

2日目は水塊形成に関する講演が4件あった。木戸（JAMSTEC）は密度に関して温度と塩分が逆方向の働き

をすることから全球的なそれらの共変動の存在について考察し、海洋の密度変動に対する共変動と海面の密度

フラックスの貢献度を調査した。海洋の広い範囲で水温と塩分の正負の相関を持つ海域が分布していることを

示した。このような関係を持つためのメカニズムについては思考実験的な仮説を立てて整合性を確認した結果、

1000km以下でのスケールでは中規模渦の影響などの海洋力学過程が支配的であるのに対し、それを超えるス

ケールでは蒸発や降水の影響が強くなることを示し、大循環モデルの解像度によってその再現性が異なること

を予想した。先の宮地の報告と同様に、気候モデルや再解析データにおける変数間の整合性をどのように考え

るかという問題を提起し、最近の高精度化されたモデルプロダクトの再現性についてはよく検討したうえで解

析する必要があるという警鐘を鳴らす結果である。三部（東北大）は水塊の分類を統計的に行って混合による

水塊特性の変化を動的にとらえる試みについて講演した。水塊の特徴をガウス分布の重ね合わせで再現する試

みは興味深い。水塊の分類に関しては、手法の特徴を生かした研究の位置づけについて多くの議論がなされ、

水塊の分類よりも混合過程を追及できないかという方向性も示された。岡（大海研）は亜熱帯モード水の変動

と役割についての研究のレビューを行った。亜熱帯モード水の形成量変動が上下層との混合に影響することに

よって水塊の溶存酸素と栄養塩に影響を与えることを長期観測データから示し、長らくあいまいであった亜熱

帯モード水の役割について明瞭な指針が得られてきたことを報告した。最後の講演は長谷川（北大）が行い、

海洋亜表層の熱的な変動の要因としてラージスケールのサブダクションに加えて中規模渦の役割を検討する

必要性を指摘した。中規模渦に追随するように設計されたアルゴフロートのデータを用いて、その渦の内部で

亜表層の昇温を捉えることに成功し、中規模渦による鉛直混合の役割の重要性を示唆した。 

1日目には長く本研究集会に貢献した轡田（東海大）の定年記念講演を行った。長い研究生活を1時間で振

り返るのは難しいことであったが、研究者になるきっかけやキャリアにおける偶然の出会いの重要性、人工衛

星観測研究という新しい学問分野の黎明期における様々な成り行きなどといったことがらをレビューするこ

とは、現在キャリアを始めようとする若い研究者には非常にためになる講演であった。 

まとめ： 

 今年度の集会は、当初はオンラインで計画されたものが、状況の変化に対応して現地開催方式との併用とな

った。オンライン開催を前提として平日開催となったものの、遠方の参加者にとっては部分参加が可能となっ

た側面がある。ただし、議論と雑談、参加者の懇親という点では現地開催のメリットが大きいという印象を持

った。最近の長期観測データの蓄積による研究の進捗は目覚ましく、本年度の研究集会でも多くの報告があっ

たが、再解析や気候モデルの出力である長期データに内在する問題点、例えば変数間の整合性の再現性や外部

強制の影響などを検討した研究（宮地、木戸、小橋など）や、観測データから従来見逃されてきた関係性を見

つける試み（木下、小橋、根田など）があったことは、本研究集会が重要視してきた視点が共有されているこ

とを示している。また、本研究集会でも重点的に議論されてきた亜熱帯モード水の動態の把握とその意義につ

いての研究が体系としてまとまってきたという報告（岡）が共有されたことは意義深いものであった。学生の

発表においても、複数のテレコネクションが連鎖する可能性（古川）や統計的な手法を用いた水塊特性の把握

につなげようという研究（三部）のような意欲的な研究がなされ、活発な議論によって根本的な研究の方向性

にまで踏み込めたことは、本研究集会の教育的な意義を再確認する機会となった。特別講演は轡田教授の本研

究集会での最終講義のような位置づけであったが、現在当たり前と考えられているような研究コミュニティー

の形成に関しても、その経緯を振り返ることでベテランの研究者や若い研究者がともに刺激を受けることがで

きた。大気海洋相互作用に関わる現象解析を行う研究者の交流や情報交換、また互いに啓発しあうための機会

として本研究集会の重要性を再確認した。 
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（別紙様式６－２） 

 

研究シンポジウム「宇宙におけるプラズマ爆発現象」 

 

 

浅井 歩 

京都大学 

大学院理学研究科附属天文台 

 

 

 

新型コロナウイルスの影響で中止
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

航 空 機 観 測 に よ る 気 候 ・ 地 球 シ ス テ ム 科 学 研 究 の 推 進  

Progress of climate and earth system sciences  

by an aircraft observation 

 

小 池  真 （ 東 京 大 学 大 学 院 理 学 研 究 科 地 球 惑 星 科 学 専 攻 ）  

 

 

日 本 気 象 学 会 は 、地 球 惑 星 科 学 連 合（ JpGU）の 海 洋 、陸 上 植 生 、固 体

地 球 な ど 様 々 な 分 野 の 学 会 の 研 究 者 、 航 空 宇 宙 学 会 、 さ ら に は 防 災 に

関 わ る 諸 学 会 の 研 究 者 と 連 携 し て 、学 術 大 型 研 究 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン 2

020に 、「 航 空 機 観 測 に よ る 気 候・地 球 シ ス テ ム 科 学 研 究 の 推 進 」計 画

を 提 案 し 、重 点 領 域 に 採 択 さ れ て い る 。本 研 究 集 会 は 、重 点 領 域 に 採 択

さ れ た こ と を 受 け て 、 幅 広 い 分 野 の 連 携 促 進 と 研 究 計 画 の 明 確 化 を 目

的 と し て 開 催 さ れ た 。  

こ の 研 究 集 会 は 2014年 度 以 降 毎 年 開 催 し て お り 、今 年 度 で 8回 目 を 数

え る 。 昨 年 度 は コ ロ ナ 禍 に よ り オ ン ラ イ ン で 開 催 し た が 、 今 年 度 も コ

ロ ナ 禍 の 状 況 が 読 め な い こ と 、 オ ン ラ イ ン で の 開 催 に よ り 多 く の 参 加

者 を 見 込 め る こ と な ど の 理 由 に よ り 、12月 21日（ 火 ）午 後 に オ ン ラ イ ン

で 開 催 し た 。 そ の 結 果 、 2 1機 関 か ら 49名 の 参 加 者 を 得 て の 研 究 集 会 と

な っ た 。  

研 究 集 会 で は 、台 風 、エ ア ロ ゾ ル 、温 室 効 果 気 体 に つ い て の 合 計 で

８ 件 の 講 演 が あ っ た 。 残 念 な が ら 、 例 年 と 比 べ て 講 演 件 数 が 少 な か っ

た が 、 こ れ は コ ロ ナ 禍 で 航 空 機 観 測 に 限 ら ず 、 観 測 的 な 研 究 全 般 が 停

滞 し て し ま っ て い る こ と が 要 因 と 思 わ れ る 。 一 方 で 、 個 々 の 講 演 時 間

を 長 く 取 る こ と が で き た た め に 、解 析 結 果 を 丁 寧 に 示 す 講 演 者 が 多 く 、

発 表 が 分 か り や す く な る と と も に 、 議 論 の 時 間 を 十 分 に 取 る こ と が で

き た 結 果 、有 意 義 な 研 究 集 会 と な っ た よ う に 思 わ れ る 。ま た 、エ ア ロ ゾ

ル や 気 体 観 測 に つ い て は 、 ヘ リ コ プ タ ー や レ シ プ ロ 機 、 無 人 機 に よ る

観 測 な ど に つ い て の 紹 介 も あ り 、 観 測 対 象 に よ り 適 切 な 観 測 用 航 空 機

の 選 択 が 重 要 で あ る こ と も 示 さ れ た 。  

研 究 集 会 に 際 し て 、 Microsoft Teams の ア ク セ ス ポ イ ン ト 取 得 時 の

不 注 意 に よ り 、 一 定 時 間 で 接 続 が 強 制 的 に 終 了 さ せ ら れ て し ま う 状 況

が 発 生 し た 。 講 演 者 や 参 加 者 に 対 し て 失 礼 と な る た め 、 こ の 点 に つ い

て は 注 意 を 要 す る と 考 え ら れ る 。  

航 空 機 を 用 い た 気 象 ・ 気 候 の み な ら ず 地 球 科 学 観 測 は 、今 後 の 研 究

活 動 の 活 発 化 が 期 待 さ れ る 。 こ れ ま で 以 上 に 、 航 空 機 観 測 の 計 画 や 観

測 機 器 の 開 発 、 実 施 体 制 や 実 施 時 の 課 題 な ど の 情 報 共 有 が 必 要 に な っ
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て い く と 考 え ら れ る 。 名 古 屋 大 学 宇 宙 地 球 環 境 研 究 所 が 中 心 と な っ て

毎 年 実 施 し て い る 本 研 究 集 会 は 、 広 い 分 野 の 研 究 者 を 結 び つ け る 情 報

交 換 や 計 画 を 本 格 化 さ せ て い く 上 で 重 要 な 場 と し て 定 着 し て き て い る 。

今 後 も 本 研 究 集 会 を 継 続 し て 行 っ て い く と と も に 、 予 算 の 具 体 化 に 向

け た 活 動 を 進 め て い く 予 定 で あ る 。  

 以 下 、 研 究 集 会 の 講 演 題 目 と 講 演 者 の リ ス ト を 掲 載 し て お く 。  

 
2021 年度「航空機観測による気候・地球システム科学研究の推進」研究集会 

 

１ 坪木和久（名大宇地研・横国大台風センター） 

    T-PARCII the second phase の研究計画と 2021 年度の試験飛行の結果 

２ 山田広幸（琉球大理）・伊藤耕介・坪木和久・篠田太郎・大東忠保・中澤哲夫・ 

山口宗彦・長浜則夫・清水健作 

    2021 年台風第 16 号の航空機観測で捉えた二重暖気核構造と壁雲から目への中層 

インフロー 

３ 平野創一朗（琉球大理）・伊藤耕介・山田広幸・辻野智紀・坪木和久・Chun-Chieh Wu 

    Deep eye clouds in Tropical Cyclone Trami (2018) during T-PARCII dropsonde 

observations 

４ 高橋暢宏（名大宇地研）・纐纈丈晴 

    航空機搭載レーダによる台風観測シミュレーション 

５ 渡辺幸一（富山県立大工） 

    ヘリコプターを利用した富山県上空の大気観測 ー微量気体成分とエアロゾル 

粒子個数濃度の測定ー 

６ 林 政彦（福岡大理）・東野伸一郎・石井隼也 

    無人航空機サンプルリターンによる中緯度圏界面近傍のエアロゾル組成変動 

観測計画 

７ 町田敏暢（環境研）・笹川基樹 

    シベリアで観測された大気境界層近傍の CO2 濃度 

８ 財前祐二（気象研） 

    UAE から日本に至る自由対流圏のエアロゾルの特徴 
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同 位 体 比 部 会 2021 

I s o t o p e - r a t i o  M a s s  S p e c t r o m e t r y  M e e t i n g ,  2 0 2 1  
 

南  雅 代 、 名 古 屋 大 学 ・ 宇 宙 地 球 環 境 研 究 所  

 

 

 同位体比部会は、同位体分析を主な研究手段とする国内の研究者・学生が、ハード・ソフト両面で当面する

問題について互いの情報を交換し、同位体比測定およびその応用研究分野のレベルアップを図ることを目標

に年一回開催されている研究集会であり、質量分析法を研究手法とする同位体研究の交流の場を提供する国

内唯一の会である。 

今年は名古屋大学宇宙地球環境研究所の南が中心となり、2021年11月10日（水）-12日（金）に開催した。

同位体比部会は、例年、合宿形式で実施することにより、特に、大学院生、ポスドク、助教など今後の同位

体研究を担う若手研究者の相互の交流を深めることを特徴としてきたが、今年はコロナ禍で、残念ながら完

全オンラインでの開催となった。参加者は一般94名、学生29名と、例年の対面開催の時と同程度の参加者数

であり、特に学生や若手研究者の参加が多かった。口頭発表は21件、ポスター発表5件、その他に、以下に示

す2件の特別学術講演、3件の招待講演が行われた。いずれも同位体を利用した興味深い発表であり、活発な

議論が行われた。学生をエンカレッジするために、優れた発表をした学生3名に学生発表賞を授与した。ま

た、オンラインであることを活かし、7件のビデオあるいはライブでの研究室紹介を企画した。臨場感あふれ

る研究室紹介が行われ、大変好評であった。 

最新の完結した研究成果だけでなく、未完成・萌芽的な研究発表、今後の研究計画について、参加者が気軽

に議論や意見交換を行うことができ、有意義な研究集会であった。 

 

特別学術講演 
赤木 右（九州大学大学院理学研究院）「氷期サイクルの開始と維持のための新しいメカニズム」 
益田晴恵（大阪市立大学理学研究科）「西南日本の温泉とテクトニクス/同位体研究への期待」 

招待講演 
富田英生（名古屋大学大学院工学研究科）「レーザー吸収分光による微量同位体分子分析法の開発」 
川島洋人（秋田県立大システム科学技術学部） 

        「安定同位体比を用いた環境中有害化学物質の発生源解析と食品の異同識別」 
三宅芙沙（名古屋大学宇宙地球環境研究所）「宇宙線生成核種を用いた過去の極端太陽現象の調査」 

研究室紹介 
  弘前大学理工学部地球環境防災学科・岩石鉱物学グループ（ビデオ） 

東京大学大学院総合文化研究科広域科学専攻・角野研究室（ビデオ） 
名古屋大学大学院環境学研究科生物地球化学グループ（ビデオ） 
秋田大学大学院理工学研究科・福山研究室（ビデオ＋ライブ） 
名古屋大学工学研究科・富田研究室（ライブ） 
秋田県立大学システム科学技術学部経営システム工学科・環境鑑識学研究室（ライブ） 

学生発表賞 
仁木創太（東京大学大学院理学系研究科） 
「レーザーアブレーション ICPトリプル四重極型質量分析法を用いた地質試料に含有されるウラン系列

およびアクチニウム系列中間生成核種の局所分析」 
中尾魁史（東北大学大学院理学研究科） 
「プチスポット溶岩の希ガス同位体組成から太平洋プレート下マントルの空間的組 成変化を探る」 

澤田 陸（名古屋大学大学院環境学研究科） 
「滋賀県敏満寺遺跡出土火葬骨のマルチSr同位体比から探る中世の文化」 
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

 

第 26回 大 気 化 学 討 論 会  

The 26th Symposium on Atmospheric Chemistry 

 

関 山 剛 ， 気 象 庁 気 象 研 究 所 ・ 全 球 大 気 海 洋 研 究 部  

 

 

 
日 本 大 気 化 学 会 (会 長：金 谷 有 剛 (海 洋 研 究 開 発 機 構 ))  の 研 究 集 会 と

し て 第 26 回 大 気 化 学 討 論 会 が 2021 年 11 月 9（ 火 ）～ 11 日（ 木 ）の 3

日 間 に オ ン ラ イ ン 形 式 で 開 催 さ れ た (図 1,2)。大 気 化 学 討 論 会 は 対 流 圏

及 び 成 層 圏 の 化 学 ・ 力 学 (輸 送 ， 物 質 循 環 )過 程 ， 大 気 圏 と 他 圏 （ 生 物

圏 ， 水 圏 な ど ） と の 相 互 作 用 に 関 す る 最 新 の 研 究 成 果 や 今 後 の 研 究 計

画 に つ い て 参 加 者 が 発 表 し ， 十 分 な 時 間 を か け て 議 論 や 意 見 交 換 を 行

う 場 と し て 毎 年 秋 に 開 催 さ れ て い る 。 ま た ， 大 気 化 学 討 論 会 で は 若 手

(学 生 含 )か ら シ ニ ア ま で の 国 内 の 大 気 化 学 研 究 者 が 一 堂 に 会 し ， 口 頭

講 演 も し く は ポ ス タ ー 講 演 で 研 究 成 果 を 発 表 し て ， 参 加 者 が 十 分 な 時

間 を 取 っ て 自 由 に 議 論 ・ 意 見 交 換 が 行 え る 場 と な っ て い る 。  

大 気 討 論 会 は 学 会 員 が 大 会 実 行 委 員 会 を 持 ち 回 り で 担 当 し て 各 地 で

開 催 さ れ て い る が ，第 26 回 大 会 は 海 洋 研 究 開 発 機 構 ・ 横 浜 市 立 大 学 ・

気 象 研 究 所 の 学 会 員 で 実 行 委 員 を 務 め ， 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大

防 止 の 観 点 か ら 昨 年 度 と 同 様 に オ ン ラ イ ン 形 式 で の 開 催 と な っ た 。 参

加 者 は 171名 (学 生 は 45名 )で 昨 年 と 同 程 度 の 参 加 人 数 で あ っ た 。大 会 の

オ ン ラ イ ン シ ス テ ム は「 Slack」を ベ ー ス に「 Zoom」を 併 用 す る 形 式 で

進 め ら れ た 。本 討 論 会 で は ，口 頭 発 表 30件 ，ポ ス タ ー 発 表 32件 が 実 施 さ

れ ， Z oo mの ブ レ イ ク ア ウ ト ル ー ム を 利 用 し た ポ ス タ ー 発 表 な ど ， よ り

対 面 に 近 い 形 で の 議 論 ・ 討 論 が 行 う こ と が で き た 。 ま た ， 本 討 論 会 で

は ，特 別 セ ッ シ ョ ン と し て ，「 大 気 化 学 の 将 来 構 想 」と 題 し ，大 気 化 学

に 関 わ る 下 記 の テ ー マ に 関 し ， 今 後 10年 で 取 り 組 む べ き 研 究 に 関 す る

意 見 表 明 と 討 論 が 行 わ れ ， 夜 遅 く ま で 議 論 が 続 い た 。  

・ 温 室 効 果 気 体 と オ ゾ ン 層 破 壊 物 質  

・ 大 気 汚 染 物 質 群 の 排 出 ・ 化 学 過 程 ・ 濃 度 の リ ン ク と SL CF sと し て

の 気 候 健 康 影 響 解 明  

・ 未 来 の 大 気 化 学 の た め の 室 内 実 験  

・ 陸 域 生 態 系 と 大 気 化 学  

・ 人 新 世 に お け る 海 洋 エ ア ロ ゾ ル ・ 生 物 の 気 候 フ ィ ー ド バ ッ ク  

会 期 中 は 女 性 会 員 の 集 い ，若 手・若 手 会 員 の 昼 食 会 ，参 加 者 全 体 で の

懇 親 会 な ど の サ イ ド イ ベ ン ト も オ ン ラ イ ン で 開 催 さ れ ， 学 生 か ら シ ニ

ア ま で の 親 睦 や 情 報 交 換 を 行 う こ と が で き た 。  

予 稿 集 の 冊 子 を 作 成 し ， 事 前 に 参 加 者 全 員 に 郵 送 配 布 す る こ と で ，

参 加 者 が オ ン ラ イ ン で 大 会 に 参 加 し な が ら 手 元 で 各 発 表 の 予 稿 原 稿 を

確 認 し や す い よ う に 配 慮 し た 。な お ，今 大 会 は 参 加 費 を 無 料 と し ，予 稿

集 の 冊 子 作 成 に 名 古 屋 大 学 ISEE の 共 同 利 用・共 同 研 究 の 公 募 に よ る 補

助 金 を 使 用 さ せ て い た だ い た 。  

討 論 会 終 了 時 行 っ た ア ン ケ ー ト (図 3)で は 全 体 の 満 足 度 は 高 く ，充 実

し た 討 論 会 が 実 施 で き た も の と 考 え ら れ る 。  
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図 1  第 26 回大気化学討論会の日程 
 

 
 

  

図 2  第 26 回大気化学討論会の閉会式での記念撮影 
 
 

 

図 3  第 26 回大気化学討論会の満足度 
 

満足不満

今回の大気化学討論会全体の満足度についてお聞かせください
７６件の回答
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

 

E I S C A T研 究 集 会  

E I S C A T  m e e t i n g  
  

野 澤 悟 徳 、 名 古 屋 大 学 ・ 宇 宙 地 球 環 境 研 究 所  

 

 

目的：本研究集会では、EISCATレーダーを用いた研究成果発表および新大型レーダーであ

るEISCAT_3Dの開発状況およびそれを用いた研究課題を、国内共同研究者で情報を共有し、

議論して、EISCATレーダーを中心に用いた北極域中間圏・熱圏・電離圏の観測研究を進め

ることである。研究集会の主要な課題として3つある。  

（１）現行のEISCATレーダーシステムや北極域に展開された観測装置を用いた最新の研究

成果を発表する。2021年度に実施したEISCAT特別実験の結果を発表する。 

（２）EISCAT_3D計画の進捗状況や北欧のEISCAT関連観測に関する最新情報について、

EISCAT CouncilmemberやEISCAT SAC member から集会参加者に説明し、情報を共有する。

そして、EISCAT_3Dを用いた新たなサイエンステーマを議論する。  

（３）現行のスカンジナビア北部のEISCATレーダーシステムからEISCAT_3Dへの移行期に

進めるべき研究内容や、ESR(EISCAT Svalbard Radar)を用いた今後の研究の発展性を議論す

る。EISCATレーダーシステムを用いた個々の研究テーマには、中間圏・熱圏・電離圏ダイ

ナミクス、宇宙デブリを含む大気環境計測、オーロラ物理などの幅広い研究分野の内容が

含まれる。それらを今後どのように発展させていくべきかを議論することにより、

EISCAT_3D及びESRを用いた観測・研究計画をより具体的かつ実現性の高い内容にしてい

く。 

 

研究集会内容：集会は、2022年3月25日（金曜日） 10:00-17:30にZOOMを用いたオンライン

集会として開催した。国立極地研究所のEISCAT集会（小川泰信 代表）と合同で開催し、

27名（うち外国機関から2名、大学院生4名）が参加した。午前は小川泰信が、午後は野澤

悟徳が座長を務めた。 

 午前中の最初のセッションでは、EISCAT_3D計画の現状と今後の予定、EISCAT_3Dシス

テム内容と進捗状況、および日本の取り組みについて、2件の講演がなされた。それを踏ま

えて、EISCAT_3Dを用いた今後の共同研究について、１時間議論を行った。午後最初のセ

ッションでは、3件の研究発表が行われた。その後、2021年度の日本のEISCAT特別実験につ

いて講演がなされ、それを踏まえて、11件のEISCAT特別実験報告がなされた。 

 

成果：EISCATおよびEISCAT_3Dシステムに関する説明、今後の見通し、それを踏まえた議

論により、国内共同研究者に有益な情報共有ができた。また、計14件の研究発表を通して、

EISCATレーダーを用いた研究内容、および今後の発展についても、議論ができた。現有
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EISCATからEISCAT_3Dへの過渡期においても日本のグループは、これまで通り成果を上げ

続けることが出来ると期待できる。 

 

 

E I S C A T研 究 集 会 プ ロ グ ラ ム  

1 0 : 0 0 - 1 0 : 0 2  
・ 開 会 の 辞  

 

E I S C A T _ 3 D計 画 に つ い て  

1 0 : 0 2 - 1 0 : 3 0  
・ E I S C A T _ 3 Dの 現 状 と 予 定 、日 本

の 取 り 組 み （ 小 川 ）  

1 0 : 3 0 - 1 1 : 0 0  
・E I S C A T _ 3 Dシ ス テ ム 内 容 と 進 捗

状 況 （ 橋 本 ）  

1 1 : 0 0 - 1 2 : 0 0  
・今 後 の E I S C A T _ 3 Dレ ー ダ ー の 共

同 利 用 に 関 す る 議 論  

 

1 3 : 0 0 - 1 3 : 2 0  
・ 研 究 成 果 発 表 １  

 大 山 伸 一 郎 他  

地 磁 気 静 穏 時 の サ ブ オ ー ロ ラ 帯

に お け る 熱 圏 風 加 速  

1 3 : 2 0 - 1 3 : 4 0  
・ 研 究 成 果 発 表 ２  

 高 田 雅 康 他  

極 域 低 高 度 電 離 圏 に お け る C I R

-・ C M E -駆 動 型 磁 気 嵐 の イ オ ン 上

昇 流 へ の 影 響  

13:40-14:00 

・ 研 究 取 り 組 み 紹 介 １  

 片 岡 龍 峰  

南 極 の 重 点 研 究 計 画 の 紹 介：極 冠

域 か ら 探 る 宇 宙 環 境 変 動 と 地 球

大 気 へ の 影 響  

 

E I S C A T 特 別 実 験 報 告  

1 4 : 1 5 - 1 4 : 2 5  
・ 2 0 2 1年 度 の  E I S C A T  特 別 実 験

の 全 体 概 要 説 明 （ 野 澤 ）  

 
2 0 2 1年 度 の E I S C A T特 別 実 験 報 告  

1 4 : 2 5 - 1 6 : 4 0 
齋 藤 義 文 、カ ス プ 流 出 イ オ ン の 加

速 及 び 加 熱 機 構 の 解 明： SS-520-3

号 機 キ ャ ン ペ ー ン  

 

田 中 良 昌 、メ ソ ス ケ ー ル オ ー ロ ラ

の 3次 元 電 流 系 の 研 究  

 

西 山 尚 典 、短 波 長 赤 外 イ メ ー ジ ン

グ 分 光 器 を 組 み 合 わ せ た 薄 明 時

に お け る オ ー ロ ラ の 検 出  

 

細 川 敬 祐 、脈 動 オ ー ロ ラ と 極 域 冬

季 中 間 圏 エ コ ー の 同 時 観 測  

 

細 川 敬 祐 、カ ラ ー デ ジ タ ル カ メ ラ

を 用 い た オ ー ロ ラ 降 下 電 子 エ ネ

ル ギ ー 推 定 手 法 の 較 正  

 

野 澤 悟 徳 、 E I S C A T  U H Fレ ー ダ ー

と フ ォ ト メ ー タ 同 時 観 測 に よ る

降 下 電 子 エ ネ ル ギ ー 推 定 法 の 改

善 （ 1つ 前 の 実 験 と マ ー ジ 。 結 果 を 合

わ せ て 説 明 ）  

 

大 山 伸 一 郎 、静 穏 時 サ ブ ス ト ー ム

に お け る オ ー ロ ラ 帯 － サ ブ オ ー

ロ ラ 帯 の 観 測 研 究  

 

藤 田 浩 輝 、特 定 の 破 砕 事 象 に 基 づ

く ス ペ ー ス デ ブ リ 同 定 と 環 境 モ

デ ル 検 証 を 目 的 と す る 観 測  

 

三 好 由 純 、あ ら せ 衛 星 及 び 地 上 光

学 観 測 と の 同 時 観 測 に よ る 磁 気

圏 高 エ ネ ル ギ ー 電 子 降 り 込 み 観

測 （ 小 川 代 読 ）  

 

横 山 佳 弘 、H o r s e - c o l l a rオ ー ロ ラ 中

の メ ソ ス ケ ー ル プ ラ ズ マ 流 構 造  

 

藤 原  均 、昼 側 極 冠 域・オ ー ロ ラ

帯 電 離 圏 変 動 の 研 究  

  

1 6 : 4 0 - 1 6 : 5 0  
・ 2 0 2 2年 度 の E I S C A T関 連 内 容 説

明 （ 小 川 ）  

 

1 6 : 5 0 - 1 7 : 3 0  
・ 総 合 討 論  
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

太 陽 風 プ ラ ズ マ 物 理 の 最 新 成 果 と 今 後 の 展 望  

R e c e n t  r e s u l t s  a n d  f u t u r e  p e r s p e c t i v e s  i n  s o l a r  w i n d  p l a s m a  p h y s i c s  

 

成 行 泰 裕 、 富 山 大 学 学 術 研 究 部 教 育 学 系  

 
 本研究集会は、太陽風プラズマの最新成果の共有と将来展望についての議論を通じて
当該分野の進展を促すことを目的として開催された。2件の基調講演については60分の
時間を取り、観測・シミュレーション両面から太陽風プラズマ物理の最新の結果・成果
と今後の展望に関する活発な議論が交わされた。本件研究集会は「太陽地球環境と宇宙
線モジュレーション」「太陽圏・宇宙線関連の共同研究成果報告会」と合同で2021年3
月1日-2日にかけてオンラインで実施され、2日間で延べ62名の参加があった。 

 以下に、当日のプログラムを示す： 
 
2 0 21  年 度 I SE E  研 究 集 会  
「 太 陽 地 球 環 境 と 宇 宙 線 モ ジ ュ レ ー シ ョ ン 」 、  
「 太 陽 風 プ ラ ズ マ 物 理 の 最 新 成 果 と 今 後 の 展 望 」  
お よ び 「 太 陽 圏 ・ 宇 宙 線 関 連 の 共 同 研 究 成 果 報 告 会 」 プ ロ グ ラ ム  
（ オ ン ラ イ ン 開 催 ）  
 
3  月 1  日  
8 : 5 5 - 9 : 0 0  成 行 泰 裕  あ い さ つ  「 太 陽 風 プ ラ ズ マ 物 理 の 最 新 成 果 と 今

後 の 展 望 」  
9 : 0 0 - 1 0 : 0 0  村 上 豪 （ J A XA / I S A S )  国 際 水 星 探 査 計 画 B e p i C o l o mb o  が

展 開 す る  
内 部 太 陽 圏 探 査  
1 0 : 0 0 - 1 1 : 0 0  庄 田 宗 人 （ 国 立 天 文 台 )  太 陽 風 数 値 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ：

プ ラ ズ マ 乱 流 か ら  
大 規 模 構 造 ま で  
1 1 : 0 0 -1 1 : 20  成 行 泰 裕（ 富 山 大 ） 多 次 元 ア ル ヴ ェ ン 波 解 の 性 質 と 不 安

定 性 に つ い て  
1 1 : 2 0 -1 1 : 40  松 清 修 一（ 九 州 大 ） 宇 宙 線 異 常 成 分 の 生 成 に 関 す る テ ス

ト 粒 子 計 算  
1 1 : 4 0 -1 1 : 55  千 葉 翔 太（ 東 大 ） 金 星 探 査 機 あ か つ き に よ る 太 陽 コ ロ ナ

の 電 波 掩 蔽 観 測  
 
－  昼 食  －  
 
1 2 : 5 5 - 1 3 : 0 0  松 原 豊  あ い さ つ  「 太 陽 圏 ・ 宇 宙 線 関 連 の 共 同 研 究 成 果

報 告 会 」  
1 3 : 0 0 -1 3 : 20  宗 像 一 起（ 信 州 大 ）、加 藤 千 尋 、片 岡 龍 峰 、林  優 紀 、小

財 正 義 、  
G M D N  c o l l a b or a t i o n  
地 上 宇 宙 線 計 で 観 測 さ れ た 20 21  年 11  月 の 宇 宙 天 気 事 象  
1 3 : 2 0 -1 3 : 40  小 財 正 義（ R O I S - D S）、宗 像 一 起 、加 藤 千 尋 、門 倉 昭 、片

岡 龍 峰 、 村 瀬 清 華 、  
三 宅 晶 子 、 GM DN  c o l l a bo r a t i on  
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南 極 昭 和 基 地 の 宇 宙 線 計 を 用 い た 南 北 異 方 性 の 解 析  
1 3 : 4 0 -1 4 : 00  小 島 浩 司（ 中 部 大 ） 地 球 周 辺 の 惑 星 間 空 間 に お け る 宇 宙

線 の 密 度 勾 配 と  
剛 度 の 関 係  
1 4 : 0 0 - 1 4 : 2 0  野 中 敏 幸 （ 東 大 宇 宙 線 研 ） 空 気 シ ャ ワ ー 観 測 装 置 に よ る

宇 宙 線 強 度 変 動 の 観 測  
1 4 : 2 0 - 1 4 : 3 5  小 井 辰 巳 （ 中 部 大 ）  G R A P E S - 3  の 高 精 度 ミ ュ ー オ ン 望

遠 鏡 を 用 い た 、  
宇 宙 天 気 観 測 と 宇 宙 線 モ ジ ュ レ ー シ ョ ン 研 究  
1 4 : 3 5 -1 4 : 50  岩 井 一 正（ 名 大 I SE E）  次 世 代 太 陽 風 観 測 装 置 の 計 画 と 2
0 2 1  年 度 の 進 捗  
 
－  休 憩  －  
 
1 5 : 1 0 -1 5 : 30  渡 邉 堯 （ 茨 城 大 学 ）  宇 宙 線 デ ー タ ベ ー ス の 現 状  
（ W DC C R、 N MD B、 IZ MIR A N  の 比 較 ）  
1 5 : 3 0 -1 5 : 50  櫻 井 敬 久（ 山 形 大 ）、門 叶 冬 樹 、乾 恵 美 子 、森 谷 透 、武 山

美 麗 、 三 宅 芙 沙  
宇 宙 線 生 成 核 種 B e -7  濃 度 の 季 節 変 動  
1 5 : 5 0 - 1 6 : 1 0  中 野 佑 樹 （ 東 大 ）  S u p e r - K a m i o k a n d e  を 用 い た 太 陽 フ

レ ア  
由 来 の ニ ュ ー ト リ ノ 探 索  
1 6 : 1 0 -1 6 : 40  村 木 綏（ 名 大 ）、松 原 豊 、増 田 智 、徳 丸 宗 利 、柴 田 祥 一 、

小 井 辰 己 、 大 嶋 晃 敏 、  
高 丸 尚 教 、 境 享 祐 、 内 藤 統 也 、 﨏 隆 志 、 三 宅 晶 子 、 V a l d es  G l i c i a ,  
E rn es t o  O r t i z ,  P .  M i r and a  
太 陽 中 性 子 崩 壊 陽 子 の 観 測  ( 2 )  
 
 
3  月 2  日  
8 : 5 5 - 9 : 0 0  加 藤 千 尋  あ い さ つ  「 太 陽 地 球 環 境 と 宇 宙 線 モ ジ ュ レ ー シ

ョ ン 」  
9 : 0 0 - 9 :3 0  瀧 田 正 人（ 東 大 宇 宙 線 研 ） T i b e t  A Sγ 実 験 で の 最 近 の ガ ン

マ 線 観 測  
9 : 3 0 - 9 : 5 0  奥 川 創 介 （ 横 浜 国 大 ）  A L P A C A  実 験 に お け る ガ ン マ 線 検

出 効 率 の  
ハ ド ロ ン モ デ ル 不 定 性  
9 : 5 0 - 10 : 1 0  佐 古 崇 志（ 東 大 宇 宙 線 研 ）  T e V  領 域 宇 宙 線 異 方 性 の 太 陽

圏 磁 場 に よ る 変 調  
1 0 : 1 0 - 1 0 : 3 0  大 嶋 晃 敏 （ 中 部 大 ）  G R A P E S - 3  大 型 ミ ュ ー オ ン 望 遠 鏡

に よ る  
宇 宙 天 気 観 測  
1 0 : 3 0 -1 1 : 00  鳥 居 祥 一 （ 早 大 )、 赤 池 陽 水 、 小 林 兼 好 、 宗 像 一 起 、 加 藤

千 尋 、 片 岡 龍 峰 、  
三 宅 晶 子 、 他  C A L E T  チ ー ム  
I S S  搭 載 C A L E T  に よ る ６ 年 間 の 軌 道 上 観 測 の 成 果  
1 1 : 0 0 -1 1 : 15  加 藤 千 尋（ 信 州 大 ） 機 械 学 習 を 用 い た 地 上 ミ ュ ー オ ン 観

測 デ ー タ の  
大 気 効 果 補 正  
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（別紙様式 6 -2） 
 

インド洋/太平洋域における海洋循環/環境応用に関する研究集会 
Approaches for Hydrospheric-Atmospheric Environmental Studies in Asia-Oceania 

 
尾形 友道（海洋研究開発機構・アプリケーションラボ） 

 
 
令和 3 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所研究集会として、「インド洋/太平洋域における海洋循環/環
境応用に関する研究集会」を 2021 年 11 月 18 日（木）〜19 日（金）にオンラインと現地とのハイブ

リッド形式で開催した。インド洋/太平洋域における海洋関連の研究集会を開催することにより、大気水

圏域における地球変動予測に関する海洋の重要性を議論し、衛星観測/海洋観測/モデリングの相補的な

研究や、環境/防災分野への貢献を促す事を目的に、13 人の発表と 30 人程度の集会参加者が集まり、活

発な議論がなされた。昨年度に引き続き、今年度もアジア諸国からの招待講演者（Iskhaq Iskandar 氏、

Tengfei Xu 氏、Yang Yang 氏）の発表もあり、インドネシア多島海や黒潮、熱帯波動を中心とする様々

な研究テーマと国際的な諸問題について活発な議論がなされた。また、他の地域における大気海洋研究

においても様々な分野からの発表があった。長めの発表時間もあり、従来の学会では聞けない学際的な

トピックに関する貴重な意見交換の場になった。 

 
集会１日目（11 月 18 日）： 
まず、インド洋や太平洋における熱帯海洋変動に関する若手〜中堅研究者の研究発表として、堀井孝憲

（JAMSTEC）は沿岸湧昇のホットスポットであるジャワ沖に置ける、クロロフィル a と IOD との関

連に関して紹介した。寺田雄介（東大）は、新しく定式化されたエネルギーフラックスを用いて、イン

ド洋と太平洋との間における海洋波動エネルギーの経路について議論した。Zimeng Li（名大）は赤道

インド洋における経年変動スケールでの海洋波動のエネルギー伝播における解析事例を紹介した。 
引き続き午後は、熱帯域における気候変動の応用研究に関する発表として、尾形友道（JAMSTEC）は

ベンガル湾沿岸域におけるコレラ発生ポテンシャルの気候インデックスによる予測可能性について紹

介した。Patrick Martineau（JAMSTEC）は南アフリカ域のマラリアの早期予測可能性について、気候

インデックスを用いた機械学習を用いて示した。Iskhaq Iskandar（Universitas Sriwijaya）は 1997 年

の IOD における海洋波動の振る舞いを解析し、東岸からの波動伝播の重要性を示した。 
 
集会２日目（11 月 19 日）： 
２日目の午前は南シナ海の研究について、Dudsadee Leenawarat（名大）はタイランド湾におけるクロ

ロフィル a の年々変動と ENSO の役割について発表した。Tengfei Xu（FIO）は南シナ海通過流に関し

て、熱や塩分輸送の重要性の観点から観測結果を紹介した。また、国際的な海洋研究の取組という点か

ら、安藤健太郎（JAMSTEC）は IOC/WESTPAC における CSK-2 プログラム（黒潮と周辺海域の国際

観測プロジェクト）について紹介した。 
午後は、黒潮域における理論研究について、Yang Yang（NUIST）は黒潮続流域における渦活動とその

エネルギーの鉛直再分配について議論した。ZhenLong Zhang（鹿児島大）は黒潮の季節変動について、

表層流におけるアジアモンスーンの局所的寄与の重要性を紹介した。また、熱帯の波動力学に関して、
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相木秀則（名大）は季節変動の海洋波動のエネルギー伝播について、インド洋/太平洋との海盆間の相互

作用という視点からの研究結果を紹介した。 
 
今回もコロナ禍により、全面的な対面形式ではなく、オンライン開催と一部参加者の現地参加のハイブ

リッド形式となった。発表の合間に各テーマ間での問題共有や、若手研究者と中堅以上の研究者との間

の情報交換を目的とした 30 分程度の free discussion の時間を設けた。余裕のある時間設定により、院

生やポスドクなどの若手研究者も話しやすい雰囲気を提供できたと考えている。また、ハイブリッド形

式においては、大規模開催を見据えた機材設定のノウハウなどを、海洋学会のニュースレターに投稿し

て広く共有する事ができた。来年度も今年度の経験を生かし、現地とオンラインの混合形式など、柔軟

な対応をしながら継続していきたい。 
 
Time and date: 10:00-12:00 & 14:00-16:00, Nov. 18 (Thu) & Nov. 19 (Fri)  
Event format: online-onsite hybrid 
onsite  名古屋大学東山キャンパス 
           https://www.nagoya-u.ac.jp/extra/map/index.html 
           Thursday, Nov. 18 Sakata-Hirata Conference Hall（D2-7 坂田・平田ホール 1 階） 
           Friday, Nov. 19 Noyori Conference Hall（E3-1 野依記念学術交流館 2 階） 
コンビーナー：尾形 友道（JAMSTEC）・堀井 孝憲（JAMSTEC）・升本 順夫（東京大学）・相木 秀則

（名古屋大学）  
プログラム 
11 月 18 日（木） 
Chair: Takanori Horii  
10:00-10:05 JST (Opening Remarks) 
10:05-10:25 (1-minute self introduction) 
Chair: Yukio Masumoto 
10:30-11:00 Takanori Horii, JAMSTEC 
          Surface Chlorophyll-a variations associated with coastal upwelling south of Java, and its 
relation to the Indian Ocean Dipole 
11:00-11:30 Yusuke Terada, The Univ. of Tokyo 
          Indo-Pacific interbasin exchange of equatorial wave energy through the Indonesian 
archipelago in a reduced gravity model 
11:30-12:00 Zimeng Li, Nagoya Univ. 
          Transfer routes of wave energy in the tropical Indian Ocean during IOD negative events 
12:00-12:30 (Free discussion)  
Chair: Tomomichi Ogata  
14:00-14:30 JST Iskhaq Iskandar, Univ. of Sriwijaya 
          Role of the eastern boundary-generated waves on the termination of 1997 Indian Ocean 
Dipole event 
14:30-15:00 Patrick Martineau, JAMSTEC 
          An early warning malaria prediction system based on climate predictors 

210

https://www.nagoya-u.ac.jp/extra/map/index.html


 
15:00-15:30 Tomomichi Ogata, JAMSTEC 
Climate precursor for cholera outbreaks 
15:30-16:00 (Free discussion) 
16:00-16:30 Discussion about Special Issue in Frontier 
https://www.frontiersin.org/research-topics/23244/multi-scale-air-sea-variability-and-its-
application-in-indo-pacific-regions 
 
Friday, Nov. 19 
Chair: Takanori Horii  
10:00-10:30 JST Dudsadee Leenawarat, Nagoya Univ. 
          Seasonal variability of surface chlorophyll-a in the Gulf of Thailand and influence of ENSO 
10:30-11:00 Tengfei Xu, First Institute of Oceanography 
          South China Sea water transport to the Indonesian seas and its potential influence on the 
south tropical Indian Ocean 
11:00-11:30 Kentaro Ando, JAMSTEC 
          CSK-2 programme in IOC/WESTPAC 
11:30-12:00 (Free discussion) 
Chair: Hidenori Aiki 
14:00-14:30 JST Yang Yang, Nanjing Univ. of Information Science and Technology 
          Vertical coupling and dynamical source for the intraseasonal variability in the deep Kuroshio 
Extension  
14:30-15:00 ZhenLong Zhang, Kagoshima Univ. 
          Seasonal velocity variations over the entire Kuroshio path 
15:00-15:30 Yingnan Jiang, Nagoya Univ. 
          Composite time-series analysis of near-surface aerosols in strong wind events at Cape Hedo 
15:30-16:00 Hidenori Aiki, Nagoya Univ. 
          Atmospheric wave energy circulation in idealized MJO experiment 
16:00-16:30 (Free discussion, closing remark) 
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内 部 磁 気 圏 研 究 集 会 ： 放 射 線 帯 粒 子 の 加 速 と 消 失  
W o r k s h o p  o n  t h e  a c c e l e r a t i o n  a n d  l o s s  o f  r a d i a t i o n  b e l t  p a r t i c l e s  

 
桂 華 邦 裕 、 東 京 大 学 大 学 院 理 学 系 研 究 科  

 

 
概 要  
本 研 究 集 会 で は 、 あ ら せ （ E R G） 衛 星 や V a n  A l l e n  P r o b e s衛 星 な ど
地 球 内 部 磁 気 圏 を 飛 翔 す る 衛 星 で 得 ら れ た デ ー タ を 用 い た 、 放 射 線
帯 粒 子 お よ び 内 部 磁 気 圏 ダ イ ナ ミ ク ス に 関 す る 観 測 的 お よ び 理 論 的
研 究 の 成 果 報 告 を 行 っ た 。 ま た 、 あ ら せ サ イ エ ン ス 会 議 な ら び に IS
E E研 究 集 会 「 衛 星 観 測 ・ 地 上 観 測 ・ モ デ ル ・ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ
る 内 部 磁 気 圏 波 動 粒 子 相 互 作 用 の 統 合 研 究 検 討 会 」 （ 代 表 者 ： 東 北
大 学 ・ 加 藤 雄 人 ） と 共 同 開 催 し 、 あ ら せ 衛 星 に 搭 載 さ れ て い る 観 測
機 器 お よ び 取 得 デ ー タ の 最 新 状 況 を 共 有 し た 。 統 合 デ ー タ サ イ エ ン
ス セ ン タ ー ・ ERG -SCサ イ エ ン ス セ ン タ ー と 連 携 し 、 デ ー タ 解 析 ツ ー
ル S PED ASの 講 習 会 を 実 施 し た 。 内 部 磁 気 圏 分 科 会 と 共 催 し 、 将 来 構
想 検 討 会 を 実 施 し た 。  
 
実 施 内 容  
令 和 3年 1 0月 1 2日 お よ び 1 3日 に Z o o mア プ リ ケ ー シ ョ ン を 用 い て オ ン
ラ イ ン （ Zoo m） で 実 施 し 、 約 70名 が 参 加 し た 。 初 日 午 前 に あ ら せ 衛
星 搭 載 観 測 機 器 の 最 新 状 況 の 報 告 、 午 後 に 当 該 機 器 を 主 に 用 い た 最
新 研 究 の 報 告 お よ び 科 学 議 論 を 行 っ た 。2日 目 は 午 前 に 将 来 構 想 検 討
会 を 実 施 し 、 20 30年 代 以 降 の 将 来 ミ ッ シ ョ ン に 繋 が る 理 論 研 究 や 観
測 機 器 開 発 の ア イ デ ア 出 し と 議 論 を 行 っ た 。 同 日 午 後 に は S PED AS講
習 会 を 実 施 し 、YouTube動 画 を 利 用 し た 講 習 お よ び Zoomブ レ イ ク ア ウ
ト ル ー ム を 用 い た 質 疑 応 答 を 行 っ た 。  
 
成 果  
(1)  学 生 や 若 手 研 究 者 が 研 究 成 果 や 初 期 解 析 の 状 況 を 発 表 し 、解 析 の

手 法 や 方 針 等 に つ い て 観 測 器 PIと 直 接 議 論 し た 。  
(2)  あ ら せ 衛 星 と EISC AT _3D観 測 網 と の 連 携 に つ い て 、 国 立 極 地 研 究

所 の 小 川 泰 信 氏 に 講 演 を 依 頼 し 、将 来 の 共 同 観 測 の 戦 略 や 研 究 計
画 に つ い て 議 論 し た 。  

(3)  将 来 構 想 検 討 会 で は 、若 手 を 中 心 と す る 10人 超 の 参 加 者 が 将 来 研
究 計 画 に つ い て 発 表 し 、出 さ れ た ア イ デ ア や 関 連 テ ー マ に つ い て
議 論 し た 。次 回 の 研 究 集 会 以 降 に 議 論 を 深 め 、将 来 の ミ ッ シ ョ ン
提 案 に 繋 が る 土 台 を 築 く こ と が で き た 。  

(4)  解 析 講 習 会 で は 、 チ ュ ー ト リ ア ル Y ouT ube動 画 や Z oomブ レ イ ク ア
ウ ト ル ー ム を 有 効 活 用 し 、対 面 の 講 習 会 と 同 レ ベ ル の 講 習 を 実 施
し た 。  
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発 表 プ ロ グ ラ ム  

10月12日(火) 10:00-12:00  

・ 三好由純（名古屋大学ISEE）, 篠原育（JAXA/ISAS）, ERGプロジェクト報告 

・ 松岡彩子（京都大学）, MGF 報告 

・ 笠原禎也（金沢大学）, PWE報告 

・ 風間洋一（ASIAA/SINICA）, LEP-e報告 

・ 笠原慧（東京大学）, MEPs報告 

・ 堀智昭（名古屋大学ISEE）, ERG-SC報告 

・ 細川敬祐（電気通信大学）, PsAの観測計画 

・ T. Hori (ISEE, Nagoya Univ.) 他, Error evaluation for energetic electron fluxes 

measured by Arase/HEP 

・ C.-H. Jun (ISEE, Nagoya Univ.) 他, Comparison between MEPi and LEPi 

13:30-14:40  

・ 小川泰信（国立極地研究所）,EISCAT国内推進室,EISCAT_3Dとあらせ衛星の連携について 

・ 桂華邦裕（東京大学）, Review of recent research on the ring current 

14:55-17:25  

・ S. Fukuoka (ISEE, Nagoya Univ.) 他, Development of radiation belt forecast model 

based on the recurrent neural network 

・ 中村 紗都子（名古屋大学ISEE） 他, あらせ衛星の直方体形状による衛星電位スピン変

調と衛星表面帯電モデルとの比較 

・ 高田知弥（名古屋大学ISEE） 他, Outflow of ionospheric ions associated with SAPS 

observed by SuperDARN, Arase, and DMSP satellites 

・ Sandeep Kumar (ISEE, Nagoya Univ.) 他, A comparative study on electron contribution 

to the ring current during CME and CIR driven geomagnetic storms using RAM-SCB 

simulations and Arase and ground magnetic data 

・ 南條壮汰（電気通信大学） 他, デジタルカメラで捉えた脈動オーロラの内部変調 

 

10月13日(水) 

09:00-12:30 将来構想検討会 

・ 司会：中村紗都子（名古屋大学ISEE） 

・ 話題提供者（順不同）：南條壮太、菊川素如、坂野井健、関華奈子、山本和弘、栗田怜、

Yikai Hsieh、土屋史紀、三好由純、浅村和史、坂口香織、西谷望 

13:30-16:00 SPEDASデータ解析講習会 
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  
 

 

第 9 回アジア海色ワークショップ「第 18 回日韓海色ワークショップ」 
The 9th Asian (18th Korea-Japan) Workshop on Ocean Color 2021 (AWOC/KJWOC 2021) 

 
エコ シスワント、国立研究開発法人海洋研究開発機構 

地 球 表 層 シ ス テ ム研 究 セ ン タ ー  
 

 

1. Workshop Overview 
The Asian marine environments, which are surrounded by populous countries and highly sensitive 

to climate variabilities have been experiencing significant changes, and thereby the marine ecosystems 
are likely to be highly vulnerable to both climate changes and human activities. Marine environment and 
ecosystem monitoring are needed for evidence-based policymaking; climate change adaptation and 
mitigation. The Earth-observing system, especially by ocean color remote sensing, provides a valuable 
tool to cope with the problem of marine ecosystem changes over a large spatiotemporal scale. 

A forum called the Korea-Japan Workshop on Ocean Color (KJWOC) to promote ocean color remote 
sensing applications in the Asian region had been carried out since 2003. Since 2011, KJWOC has also 
been called the Asian Workshop on Ocean Color (AWOC) due to the increasing number of participants from 
Asian countries. For the 2021 fiscal year, the 9th AWOC / 18th KJWOC was planned to be held in person at 
Udayana University, Indonesia. But, due to the COVID-19 pandemic, the physical meeting was canceled. 
Alternately, a virtual 9th AWOC / 18 KJWOC via Zoom was held 21-22 December 2021 and organized by 
Pusan National University. Before the workshop, a one-day general lecture on the bio-optical properties and 
training on the Google Earth Engine application for ocean color was also held on 20 December 2021.  

2. Participant/Presenter Number 
The total number of the virtual 9th AWOC / 18th KJWOC participants was more than 100 participants 

including the presenters. They participated from the countries of Thailand, Indonesia, the Philippines, 
Malaysia, Vietnam, India, Korea, Japan, China, UK, USA, Nigeria, and Germany. The workshop 
delivered 50 oral presentations divided into 9 sessions covering various topics of operational ocean color 
remote sensing, ocean color data validation and retrieval, atmospheric correction, and ocean color 
observation application for coastal water monitoring, climate change impact assessment. Below is a zoom 
screen snapshot that was taken during the workshop.  
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3. Workshop Topics and Outputs 

Among the presentation topics during the virtual 9th AWOC / 18th KJWOC are; fisheries resources and 
environmental changes; global and regional ocean color missions; ocean color algorithm development, ocean 
color calibration/validation; atmospheric correction for ocean color observations; impacts of terrigenous 
materials on the marine ecosystem through the atmosphere-ocean-land interactions, and teleconnection to 
global climate changes. Besides as an effective international scientific forum wherein scientific discussion, 
information/data exchange/sharing can be conducted, bilateral and multilateral collaborations can also be 
promoted and strengthened in the future. 

During a discussion session, there was an initiation to establish a formal organization for this Asian 
ocean color community. Representatives from the main participating countries have been selected for 
discussing whether or not the community needs a formal organization.         
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

 

太 陽 地 球 系 物 理 学 分 野 の デ ー タ 解 析 手 法 、 ツ ー ル の 理 解 と 応 用  

Understanding and application of data analysis methods and tools 

for solar-terrestrial physics 

 

田 中 良 昌 、 情 報 ・ シ ス テ ム 研 究 機 構  デ ー タ サ イ エ ン ス 共 同 利 用 施 設  

極 域 環 境 デ ー タ サ イ エ ン ス セ ン タ ー  

 

 
研究集会の概要 

 研究集会「太 陽 地 球 系 物 理 学 分 野 の デ ー タ 解 析 手 法 、ツ ー ル の 理 解 と 応

用 」は、IUGONET（超高層大気長期変動の全球地上ネットワーク観測・研究）プロジェ

クト（http://www.iugonet.org）が主に企画し、第459回生存圏シンポジウム、令和3年度名

大ISEE研究集会、令和3年度極地研研究集会との共催で開催された。本研究集会の目的は、

太陽地球系物理学分野の研究者・学生、データ所有者、データベース・解析ツール開発者

等が一堂に集まり、各々の研究の紹介と議論を通じて、各自の研究に最適な解析方法・フ

ローを見出すと共に、物理現象の理解、成果創出に繋げることである。本研究集会は、2017
年度以降毎年「MTI研究集会」、「STE現象報告会」、「宇宙空間からの地球超高層大気

観測に関する研究会」と合同で開催してきた実績がある。本年度も、これらの密接に関連

した研究集会と同一期間（9月28～30日）に合同開催することにより、参加者数の増加、関

連研究の相互理解といった相乗効果を図った。新型コロナウィルス感染症拡大の防止のた

め、研究集会はZoomを用いてオンラインで開催した。また、多くの学生や若手研究者に講

演や議論の機会を提供できるように、各研究集会の世話人の間で調整を行った。 

我々の研究集会では、各研究集会の参加者が主に使っている太陽地球系物理学分野のデ

ータ解析手法・ツールに焦点を当てて講演・議論を行った。また、当該分野で普及してい

る複数の解析ソフトウェア、ツールを実際に用いたデータ解析講習セッションを開催し、

学生・若手研究者が解析ツールの利用方法を実践的に学べる場を提供した。 

 

研究集会の報告、及び、成果と課題 

 9月30日に口頭セッションが開催され、59名が参加者した（Zoomのレポート機能により、

参加者を確認）。午前中（10:00-11:00）、大学院生による3件の招待講演が行われた。機械

学習や周波数解析、衛星フットプリントの電離圏へのマッピング等、様々な解析手法やツ

ールに焦点を当てた講演が行われた。その後、昨年度と同様に議論セッション（11:05-12:25, 
13:30-14:45）を開催し、修士課程の大学院生7名に各自の研究について発表していただいた。

まず初めに、参加者全員の前で約5分間の研究紹介をしていただき、その後それぞれ小部屋

（Zoomのブレイクアウトルーム）に分かれて約1時間その研究テーマに関して議論を行っ

た。各小部屋には、進行役のアドバイザー1名と議論を正しく誘導するファシリテータ1名
を配置し、各研究課題の解決に向けた議論を行った。アドバイザーは世話人が務め、ファ

シリテータは教員・研究者に引き受けていただいた。議論において、参加者から学生に対

して様々な助言や提案があり、関連する研究者との情報交換の場を提供できたという点で

成果があった。一方、学生の準備不足のため議論が深まらなかったとのコメントも一部の

参加者からいただいた。これについては、学生が議論セッションに参加する敷居を下げる

ために、世話人から学生に対して簡単な資料のみ準備するよう依頼したことが原因である。
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来年度も同様の議論セッションを開催する場合は、学生の指導教員に同席してもらう、学

生に最低限の準備をお願いする等の対策を検討したいと考えている。 

 議論セッションの後（15:00-16:30）、太陽地球系物理学分野で広く利用されているデー

タ解析ソフトウェアであるIDL、MATLAB、及び、IDLをベースとした超高層大気データ

の統合解析ツール「SPEDAS」の3つのデータ解析講習セッションを並行開催した。データ

解析講習セッションを合同研究集会の最後に開催したのは、前日の関連研究集会や議論セ

ッションで出た話題について、実際に解析ツールを使って解析できるようにするためであ

る。IDL講習は、Harris Geospatial株式会社の現役エンジニアの方に依頼した。講習は、

主に参加者の質問に対して回答していくQ&A形式で進められ、プログラミングの基礎から

応用まで幅広く質問があった。特に、今回は参加申請時にウェブで複数の質問を受けてい

たため、それらに一つ一つ回答することで効率的に講習を進めることができた。他方で、

MATLAB講習の参加人数は少なかったことから、来年度以降も継続するかどうかは検討が

必要である。参加申込時に希望が多かった場合のみ開催、あるいは、当日の臨機応変な対

応のみでも十分かもしれない。代わりに、Pythonベースの最新の解析ツール「pySPEDAS」
等を使った講習についても、開催を検討したい。 

 なお、9月29日午後には、4つの研究集会の合同ポスターセッションが開催され、15件の

発表があり非常に盛況であった。本研究集会のプログラム、及び、講習資料の一部は

IUGONETウェブサイトで公開している（http://www.iugonet.org/workshop/20210929）。 
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

 

科 学 デ ー タ 研 究 会  

Science Data Symposium 

 

研 究 開 発 法 人 ・ 情 報 通 信 研 究 機 構  村 山 泰 啓  

 

 

開催日時：2022年3月30日（水）午後１時～5時 

開催形態：オンライン 

 

２０２１年度名古屋大学・宇宙地球環境研究所研究集会「科学データ研究会」と、日本学術

会議情報学委員会・国際サイエンスデータ分科会・WDS小委員会主導のWDS国内シンポジ

ウム（第９回）の合同研究会として開催。2011年よりNICTがホストしてきたWDS国際プ

ログラムオフィス（WDS-IPO）が、2021年より米国テネシー大に移動したことを受け、こ

の10年間におけるWDS関連の国内活動のレビューをもとに、データ関連活動における今後

の国際連携に向けた態勢の構築に向けたディスカッションを行った。また地球電磁気・地球

惑星圏学会の将来構想文書における、オープンサイエンスに関する記述の改訂について、趣

旨説明と意見集約の機会を設定した。研究会の最後には、日本学術会議情報学委員会・WD
S小委員会委員の出席により、今後のWDSに関する活動の方向性について議論を行った。 

 

プログラム 

13:00-13:30・WDS-IPOが日本のデータ活動に与えたインパクト・・・村山泰啓（NICT) 

13:30-13:50・WDC・WDS移行期における議論とその後の展開・・・渡邉 堯（NICT) 

13:50-14:10・WDS-SCにおける議論の変遷 ・・・家森俊彦（京都大） 

14:10-14:30・ディスカッション（WDSに期待すること、今後の対外活動など） 

14:30-15:00・地球電磁気・地球惑星圏学会の将来構想文書におけるオープンサイエンスに

関する記述の改訂について（講演＋ディスカッション）・・・データ問題検討分科会、能勢

正仁（名古屋大ISEE）、村山泰啓(NICT)、篠原 育（JAXA）、堀 智昭（名古屋大ISE
E）、田中良昌（国立極地研究所）、小山幸伸（近畿大工専）、今城 峻（京都大地磁気) 

15:00-15:10・休憩 

15:10-15:45・日本学術会議におけるデータ関連活動（招待講演+ディスカッション）・・・

荒木 徹 

15:45-17:00・国内外におけるWDS関連活動の展望（報告、ディスカッション） 
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

 

中 間 圏 ・ 熱 圏 ・ 電 離 圏 研 究 会  

Mesosphere, thermosphere, and ionosphere Workshop 

 

新 堀 淳 樹 、 名 古 屋 大 学 ・ 宇 宙 地 球 環 境 研 究 所  

 

 

 
1. 集 会 の 概 要  

我々が生存する大気圏と太陽系空間のはざまに存在する中間圏・熱圏・電離圏（Mesosp
here, Thermosphere and Ionosphere; MTI）領域は、太陽や宇宙からの粒子及び電磁エ

ネルギーの流入による影響に加え、下層大気から伝搬する大気波動などによって激しく変

動する。また、同領域に含まれる電離圏のプラズマ密度変化は衛星測位に対する誤差要因

を生むため、MTI領域は現代の社会基盤維持といった応用的な観点からも注目されている。

本研究集会は、上記のような MTI 領域の特異な物理・化学的性質を意識し、この領域で

生じている物理・化学過程の理解を深めること、および他の研究領域や社会への応用を俯

瞰的に捉えることを目的とする。今回の集会では、MTI分野の学生・若手研究者を育成す

る観点から、ポスター形式による研究発表と質疑応答の場を提供し、最新の研究成果の理

解度、今後の研究の方向性について十分に議論できるようなプログラム構成にした。それ

により、彼らの研究の視野を広げるとともにMTI並びに関連分野の研究に対する理解度を

深めることにつながった。さらに、本年度の新しい試みとして、地球だけでなく他惑星に

関連したMTI分野の発表を取り入れることによって、比較惑星学的見地に基づく広い意味

でのMTI結合過程の理解を深めることができた。 

一方、本研究集会は昨年度と同様にMTI分野とかかわりの深い「STE現象報告会」「宇

宙空間からの地球超高層大気観測に関する研究会」「太陽地球系物理学分野のデータ解析

手法、ツールの理解と応用に関する研究集会」と共同開催し、1．太陽地球環境の概況と現

象の理解、2．太陽地球環境データ処理技術の習得、3．太陽地球大気環境変動に関するサ

イエンス成果創出を目指した。国内のMTI分野では、地上観測を得意とする研究者が多い

ことから、衛星観測の将来計画に関する議論に加わることで、より幅広い視点から現在の

プロジェクトの遂行、新たな研究プロジェクト(Square Kilometre Array (SKA) 計画な

ど)の立案にむけた議論を行った。なお、昨年度と同様に本年度も新型コロナウィルス感染

症拡大防止の観点から、当初の計画であった名古屋大学での現地開催は見送り、Zoom会議

システムを用いたオンライン形式で研究集会を実施した。 
 

2. 参 加 者 数  

 本研究集会は、令和3年9月28日から29日までの2日間の日程で「STE現象報告会」「宇宙

空間からの地球超高層大気観測に関する研究会」「太陽地球系物理学分野のデータ解析手

法、ツールの理解と応用に関する研究集会」との合同で開催した。なお、4つの研究集会を

含めた合同研究集会は、令和3年9月28日から30日までの3日間の日程で開催された。本研究

集会に参加した人数は以下のとおりである。 

9月28日：64名 

9月29日：88名 
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3. 研 究 報 告  

 1で述べた本研究集会の目的に従ってまず、MTI分野における最新の国内外の研究動向・

プロジェクトを研究集会に参加した学生・若手研究者に知ってもらうために9つの招待講演

(プラズマ圏―電離圏結合、NICT 宇宙天気予報の中長期計画、極冠域から探る宇宙環境変

動と地球大気への影響、大型大気レーダーを中心とした観測展開から探る大気大循環変動、

ICON衛星観測による中間圏・熱圏における大気波動、次世代低周波電波望遠鏡 SKA、地

上大型電波望遠鏡を用いた，外惑星・衛星における中層大気物理化学の観測的解明、中低

緯度の電離圏電流から観る大気圏―電離圏結合等)を取り入れ、これらの内容に関連した学

生・若手研究者による研究発表を配置するプログラム構成にした。その結果、MTI分野だ

けでなく、周辺分野における様々な研究成果を発表と質疑応答を通じて共有することで、

若手研究者が様々な分野で活躍できるようなキャリアプランを、若手自身とプロジェクト

を推進する研究者の双方で考える場となった。また、Zoom会議システムのバージョンアッ

プもあり、昨年度の研究集会ではできなかったオンラインでのポスター発表を行うことが

できた。研究集会開催中において、特に接続上の問題もなく、現地開催と同様の雰囲気で

研究集会を行うことができた。 

 

4. 成 果  

 本研究集会では、MTI分野の学生・若手研究者の発表に関して参加者から多くの質問や

議論が活発に行われ、各発表者が今後、研究を進めていく上での方針や新たな研究テーマ

を設定していくための重要な助言等を得ることができた。その結果、本研究集会開催から

約一ヶ月後に開催された地球電磁気・地球惑星圏学会において本研究集会に参加した学

生・若手研究者の講演を聴講したところ、各自の研究がある一定の水準もって確実に前進

していることが見受けられた。したがって、MTI分野の学生・若手研究者の育成とエンカ

レッジが本研究集会の開催を通じて期待通りになされていると言える。また、各自の研究

をまとめた論文を海外の学術雑誌へ投稿するための準備をしている学生・若手研究者が複

数名いるため、次年度の成果報告へ記載する予定である。なお、昨年度開催されたMTI研
究集会で発表論文の中で出版されている中で代表的なものを以下に列挙しておく。 

1. Sori, T., A. Shinbori, Y. Otsuka, T. Tsugawa, and M. Nishioka, The occurrence feature of plasma bubbl
es in the equatorial to midlatitude ionosphere during geomagnetic storms using long-term GNSS-TEC data, J.
 Geophys. Res., 126, e2020JA029010, doi:10.1029/2020JA029010, 2021. 

2. Kawai, K., K. Shiokawa, Y. Otsuka, S. Oyama, Y. Kasaba, Y. Kasahara, F. Tsuchiya, A. Kumamoto, S.
 Nakamura, A. Matsuoka, S. Imajo, Y. Kazama, S.-Y. Wang, S. W. Y. Tam, T. F. Chang, B. J. Wang, K.
 Asamura, S. Kasahara, S. Yokota, K. Keika, T. Hori, Y. Miyoshi, C. Jun, M. Shoji, and I. Shinohara, Firs
t simultaneous observation of a night time medium-scale traveling ionospheric disturbance from the ground a
nd a magnetospheric satellite, J. Geophys. Res., 126, e2020JA029086, doi:10.1029/2020JA029086, 2021. 

3. Inaba, Y., K. Shiokawa, S.-I. Oyama, Y. Otsuka, M. Connors, I. Schofield, Y. Miyoshi, S. Imajo, A. Shi
nbori, A. Y. Gololobov, Y. Kazama, S.‐Y. Wang, S. W. Y. Tam, T.‐F. Chang, B.‐J. Wang, K. Asamura, S.
 Yokota, S. Kasahara, K. Keika, T. Hori, A. Matsuoka, Y. Kasahara, A. Kumamoto, S. Matsuda, Y. Kasab
a, F. Tsuchiya, M. Shoji, M. Kitahara, S. Nakamura, I. Shinohara, H. E. Spence, G. D. Reeves, Robert, J. 
Macdowall, C. W. Smith, J. R. Wygant, and J. W. Bonnell, Multi-event analysis of plasma and field variati
ons in source of stable auroral red (SAR) arcs in inner magnetosphere during non-storm-time substorms, J. 
Geophys. Res., 126, e2020JA029081, doi:10.1029/2020JA029081, 2021. 
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

 

STEシ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 究 会 ： 太 陽 系 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 新 展 開  

STE Simulation Workshop: Recent Progress in Solar System Phy

sics by Numerical Simulations 

 

簑 島  敬 、 海 洋 研 究 開 発 機 構  

 

 

 2021年 9月 6日 ～ 7日 の 日 程 で 、 「 STEシ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 究 会 ： 太 陽

系 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 新 展 開 」 を オ ン ラ イ ン 開 催 し た 。 本 研 究 集 会 で

は 、 2日 間 で 12件 の 発 表 、 及 び 延 べ 40名 の 参 加 が あ っ た 。  

 太 陽 地 球 惑 星 系 は 様 々 な 領 域 や 非 線 形 物 理 過 程 が 競 合 し た 複 合 シ ス

テ ム で あ り 、 こ れ を 総 合 的 に 理 解 す る た め に 、 計 算 機 シ ミ ュ レ ー シ ョ

ン が 果 た し て き た 役 割 は 極 め て 大 き い 。 科 学 衛 星 に よ る 観 測 結 果 の 定

量 的 な 解 釈 や 物 理 素 過 程 の 理 解 に は 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 究 が 大 き な

役 割 を 果 た し て い る 。 本 研 究 集 会 は 、 宇 宙 地 球 環 境 研 究 所 の 計 算 機 共

同 利 用 研 究 の 成 果 発 表 の 場 と し て 、 太 陽 地 球 系 科 学 ・ プ ラ ズ マ 科 学 に

関 す る シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 全 般 、 領 域 間 ／ ス ケ ー ル 間 結 合 モ デ ル 、 宇 宙

天 気 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン な ど の 最 新 の 研 究 成 果・展 望 を 議 論 す る こ と や 、

計 算 科 学 や 天 文 学 、 流 体 力 学 、 固 体 惑 星 、 宇 宙 航 空 工 学 な ど の 異 分 野

と の 交 流 を 図 る こ と を 目 的 と し て い る 。 今 回 は 特 に 、 太 陽 系 の シ ミ ュ

レ ー シ ョ ン 研 究 に 関 す る 新 展 開 を 議 論 す る た め に 、 太 陽 地 球 系 プ ラ ズ

マ や 惑 星 科 学 、 計 算 機 ・ 情 報 科 学 な ど の 周 辺 分 野 の 最 新 動 向 を 含 め た

招 待 講 演 を 企 画 し た 。  

招 待 講 演 と し て 、 BepiColombo, P arke r Solar Probe, So lar Orbi

tarと い っ た 探 査 機 が 内 部 太 陽 圏 の 観 測 を 続 け て お り 、太 陽 圏 研 究 が 新

展 開 を 迎 え て い る 動 向 を 踏 ま え て 、 国 立 天 文 台 の 庄 田 宗 人 氏 に 太 陽 風

の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に つ い て ご 講 演 頂 い た 。 惑 星 科 学 分 野 か ら は 神 戸

大 学 の 細 野 七 月 氏 を お 招 き し 、 京 お よ び 本 年 度 か ら 本 格 稼 働 を 開 始 し

た 富 岳 を 用 い た 月 形 成 の 大 規 模 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に つ い て ご 講 演 頂 い

た 。 計 算 機 科 学 分 野 か ら は 海 洋 研 究 開 発 機 構 の 上 原 均 氏 を お 招 き し 、

同 じ く 本 年 度 か ら 本 格 稼 働 を 開 始 し た 第 4世 代 地 球 シ ミ ュ レ ー タ に つ

い て ご 講 演 頂 い た 。 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で 得 ら れ る デ ー タ は 増 加 の 一 途

を 辿 っ て お り 、 デ ー タ の 次 元 を 縮 約 し て 有 用 な 情 報 を 効 率 的 に 抽 出 す

る 手 法 と し て 、 動 的 モ ー ド 分 解 が 近 年 注 目 を 集 め て い る 。 そ こ で 宇 宙

航 空 研 究 開 発 機 構 か ら 大 道 勇 哉 氏 を お 招 き し 、 動 的 モ ー ド 分 解 の 流 体

デ ー タ へ の 応 用 に つ い て ご 講 演 頂 い た 。 動 的 モ ー ド 分 解 は 太 陽 地 球 系

プ ラ ズ マ へ の 応 用 例 が 乏 し く 、 本 研 究 集 会 を 通 し て 新 た な 展 開 が 期 待

さ れ る 。 一 般 講 演 と し て 、 宇 宙 プ ラ ズ マ や 磁 気 圏 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に

関 す る 最 新 成 果 の 報 告 や 、 新 し い シ ミ ュ レ ー シ ョ ン モ デ ル ・ 計 算 コ ー

ド に 関 す る 講 演 が あ っ た 。  

本 研 究 集 会 で は 、一 件 あ た り の 講 演 時 間 を 一 般 講 演 25分 、招 待 講 演 6

0分 と 十 分 に 確 保 す る こ と に よ っ て 、太 陽 地 球 惑 星 系 科 学 シ ミ ュ レ ー シ

ョ ン 研 究 の 問 題 意 識 や 今 後 の 方 向 性 を し っ か り と 議 論 す る こ と が で き 、

そ れ ら の 共 有 が 大 い に 進 展 し た 。 本 研 究 集 会 の 講 演 プ ロ グ ラ ム お よ び

資 料 は http ://cid as. isee. nagoya -u.ac. jp/si mulati on/mee ting2 021 /

に 公 開 さ れ て い る 。  
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  
 

 

太 陽 研 連 シ ン ポ ジ ウ ム 2 02 1  
J ap an  S o l ar  P h ys i c s  C om mu n i t y  ( J SP C )  S y m p os i u m  20 2 1  

 

一 本 潔 、 京 都 大 学 大 学 院 理 学 研 究 科 附 属 天 文 台  

 

 
【集会の概要】 

 太陽研連シンポジウム(以下、本研究集会)は、太陽研究者連絡会(太陽研連)が組織する、太陽物理学に重心

をおいた研究集会である。太陽研連(Japan Solar Physics Community；JSPC)は、全国の大学および研究機

関で太陽物理学やそれに関連した学問を研究している研究者や大学院生が参加した研究コミュニティ団体で

ある。現在の会員数は約210名である。 

 本研究集会は、主に日本国内で推進されている太陽およびその関連研究について、最近の科学成果をレビュ

ーすることで、太陽研究動向を広くかつより深く理解をし、また太陽研究の将来について参加者同士で討議し

て研究方向性についての共通意見形成を図ることを主たる目的としている。これは、限られた発表時間のなか

で成果発表講演を行う天文学会・SGEPSSなどの通常学会とは主たる目的が異なっており、レビューに基づく

科学討議や研究方向性の合意形成に重心をおいた研究集会である。 

 太陽研究と、太陽系科学(地球惑星磁気圏でのプラズマ物理や惑星科学)、宇宙天気・宇宙気候といった地球

環境への太陽影響研究、天文学(恒星物理、ブラックホールなど磁気流体物理)や実験室プラズマ(磁気リコネク

ション)など、共通の物理を扱う周辺の研究領域との研究交流は、ますます重要となっている。本研究集会は、

そのような研究領域との研究交流を促進させ、学際的な研究アイデアを膨らます機会としても位置づける。 

  

【参加者数】 

 総勢118名の参加があった。 

 

【研究報告】 

 本研究集会は、2022年2月14日~15日の2日間、完全オンラインで開催された。本研究集会は主要な大学・研

究機関の持ち回りで開催しているが、2021年度は京都大学大学院理学研究科がホストを担当した。 

シンポジウムでは、以下の大きな3つのセッションで構成された。 

1) 最近の太陽物理学の進展とSolar-Cと迎える次期太陽極大期での太陽物理学の展望 

Solar-C (EUVST)を基軸とした2020年代のサイエンス研究について、またSolar OrbiterやDKISTによる

初期成果について招待講演を中心に議論された。特に、オンライン開催である強みを生かし、5名の海外から

の招待講演を取り入れることができた。 

2) ポストSolar-C時代(2030年代)の太陽物理学の展望2020-2030年代での太陽物理学におけるサイエンスの

見通しや、その中での各将来計画の位置づけについての議論が行われた。さらに、今後大幅に変更が行われる

予定のJAXA/ISASでの衛星計画の立ち上げ方について説明があり、どのように宇宙ミッション計画を立ち上

げて行くべきか、討論がなされた。 

3) 太陽物理周辺諸分野との連携による太陽物理学の展望 

今年度は特に、太陽-恒星連携、太陽系内惑星、系外惑星の研究の最前線、また発展が著しい機械学習を用

いた宇宙天気研究などについて招待講演を行った。 
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【成果】 

本研究集会は、太陽物理学の進展をレビューして研究コミュニティで共有し、研究コミュニティ規模で太陽
研究における研究課題や研究方向性を整理する機会となる。このような研究動向のレビューおよび討議は、今

後の研究を牽引できる大学院生・若手研究者の育成にも有益な機会である。特に今回は、宇宙ミッションの立

ち上げ方の具体的な進展を共有することができた。将来計画については、Solar-C (EUVST)の次の世代であ

る2030年代に議論の主軸が移りつつあり、今回も活発に議論がなされた。 

 また、ここ数年は太陽研究と分野横断的に研究連携をより一層深めるために太陽系科学諸分野から招待講

演をして頂いている。このように、研究に関して討議を行う機会を研究コミュニティ規模で持つことで、太陽

研究者の分野横断的研究を萌芽する機会となっている。さらには、宇宙地球環境研究所が推進する融合プロジ

ェクト「宇宙地球環境変動予測」「太陽気候影響研究」に対しても、良い影響が生まれると期待する。 
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

 

地 上 赤 外 分 光 観 測 に よ る 大 気 組 成 変 動 検 出 に 関 す る 研 究 集 会  

Workshop on detection of atmospheric composition change 

 with a ground-based infrared spectroscopy 

 

村 田  功 、 東 北 大 学 大 学 院 環 境 科 学 研 究 科  

 

 

 地上赤外分光観測による大気微量成分の研究は、太陽を光源とすることで地表付近のみ

ならず成層圏など上層大気の変動も捉えることが出来る。特に高分解能フーリエ変換型分

光計（FTIR）を用いた観測は多成分同時観測や吸収線型からの高度分布情報導出などの利

点がある。またオゾン層破壊や温室効果気体の変動のような全球的な大気環境問題に対し

ては国際的な協力が不可欠であることから、世界的なネットワークである Network for the 

Detection of Atmospheric Composition Change/Infrared Working Group (NDACC/IRWG)や

Total carbon column observing network (TCCON)を中心に各国の研究グループが協力して

研究を進めている。日本でも、1995 年に陸別で観測を開始した名古屋大学宇宙地球環境研

究所をはじめ、国立環境研究所、東北大学などが NDACC/IRWGや TCCONに参加し観測・解析

を協力して進めてきたが、本研究集会は今後の研究の方向性も含めて日本の FTIR 研究グル

ープの研究成果についてまとまった議論を行うことを目的としている。 

 本研究集会は、今回で 4回目となる。昨年度は 3月に開催したが今年度は 10月開催とし

たため、実質半年しか空いていないが、この間の各グループの研究の進捗状況の報告や新

しい解析ソフトウェアに関する情報交換など、有意義なものとなった。今回の研究集会に

は、名古屋大学、国立環境研究所、東北大学で FTIR観測を進めてきた研究者を中心に学生

を含め計 9名が参加し、2日間にわたり議論を行った。今回も FTIR観測には直接関わって

いないが興味を持ってくれた 3名の参加があった。プログラムを次ページに示すが、初日

はまず日本の観測地点（陸別、つくば、Burgos）での観測の経緯や現状についての報告を

行い、その後 6月に行われた NDACC/IRWG meetingの報告、さらに個別のトピック、名古屋

の新サイトの準備状況の報告を行った。二日目は今年度に新バージョンがリリースされた

解析ソフト<SFIT4>のインストールについての情報交換を行った。 

 今回もオンラインのため、施設の見学や個別の相談等が出来なかったのは残念ではあっ

たが、各観測地点で蓄積されてきた長期データを使って HFC、OCS、オゾン等の経年変化の

解析が進みつつあり IRWGや TCCON のネットワークにも貢献していることが再確認され、ま

た日本発の解析としてフロン類や都市大気質の経年変化の研究を提案し、IRWG 全体のデー

タを使用した研究へと進めていくための準備も進んでいることが示された。研究集会後、

それぞれの発表資料は国立環境研究所のサーバーに集めて情報共有を行っている。次年度

以降も研究の進展状況や具体的な手法についての情報交換を行うための研究集会を是非行

いたいと考えている。 
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研 究 集 会 の プ ロ グ ラ ム  
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（別紙様式７－２） 

 

宇宙プラズマにおける粒子加速ワークショップ 

 

 

Tajima Hiroyasu 

名古屋大学 

ISEE 

 

 

 

新型コロナウイルスの影響で中止
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

 

第 6回  YMAP秋 の 研 究 会  

6th YMAP Symposium 

 

細 川 佳 志 、 東 京 大 学 ・ 宇 宙 線 研 究 所 附 属 神 岡 宇 宙 素 粒 子 研 究 施 設  

 

 
本研究集会は、2016年3月に発足した宇宙素粒子若手の会が運営を担い、2021年11月5日
から7日にかけて，東京大学柏キャンパスおよびオンラインで開催された。本研究集会の目

的は若手研究者と宇宙素粒子関連分野の多岐にわたる研究について議論し，交流を深める

ことである。今回は特に，貴重になってしまった対面での議論・交流の機会を提供できた。

なお本研究集会は，できる限り多くの参加者に旅費を支給するために宇宙線研究所の支援

も受けている。 

本研究集会の主な内容は，参加者による口頭発表，招待講演，交流会，シンポジウムであ

る。参加者は32名で，講演数は31件(うち招待講演2件)であった。発表題目については，研

究会ページ(https://indico.icrr.u-tokyo.ac.jp/event/677/timetable/#20211105)で公開して

いる。原則参加者全員が口頭で発表した。 

本研究集会は，ガンマ線・X線・宇宙線・ニュートリノ・雷・大気高エネルギー物理学・

粒子加速・重力波などの多岐にわたる分野の若手研究者が領域を分断して交流する良い機

会となった。今年度は対面とオンラインのハイブリッド開催を実現でき，対面での充実し

た議論・交流に加えて，オンラインゆえの海外からの参加・移動を伴わない参加等が可能

という，双方の利点が得られた。来年度以降も引き続きハイブリッドでの開催を検討する。 
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

 

宇 宙 空 間 か ら の 地 球 超 高 層 大 気 観 測 に 関 す る 研 究 会   

Workshop on the space-borne observation  

of the Earth's upper atmosphere   

 

齊 藤  昭 則 、 京 都 大 学 ・ 大 学 院 理 学 研 究 科  

 

 

1. 目的 

 

宇宙空間からの地球超高層大気領域の観測について、2020年代、2030年代に向けた方向

性を議論し、日本のコミュニティとして推進するべき課題、技術的な問題点、地上観測・

数値モデルとの連携についてまとめられることを目的として開催された。電離圏・熱圏・

中間圏などの地球超高層大気領域において、飛翔体による宇宙空間からの観測は、地上観

測と数値モデルとともに研究を構成する大きな柱の一つである。日本の研究コミュニティ

においても、観測ロケットによる観測や国際宇宙ステーションからのISS-IMAPミッション

などの観測が行われているが、宇宙空間からの観測は長期の準備期間と、コミュニティ全

体からのサポートが必要であり、長期的な計画とその実現のための連携が不可欠である。

本研究会では宇宙空間からの観測について、2020年代の実現を目指すミッションと、2030

年代以降の実現を目指すミッションについての議論が行われた。2020年代においては、超

低高度衛星、静止衛星、超小型衛星、観測ロケットなどの検討が進められており、これら

のミッションの実現に向けた立案と新たなミッションの可能性について議論を行われた。2

030年代に向けては、編隊飛行による地球電磁気圏・熱圏探査衛星(FACTORS)ミッションや

再使用型観測ロケットの準備が進められており、これらの計画の推進と、それらと連携す

る地上観測・数値モデルの長期計画について議論が行われた。 

 

2. 概要 

 

 開催日時：2021年9月28日 

 場所：オンライン  

 世話人：齊藤 昭則 (京都大)、大塚 雄一(名古屋大)  

 参加者数：48名 

 

3. プログラム  

【座長：大塚雄一（名古屋大）】 

13:00-13:10  MTI領域の衛星観測、ロケット観測 

〇斉藤昭則 (京都大理) 

13:10-13:30  観測ロケット実験の現状と搭載機器開発について 
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〇阿部琢美（ISAS） 

13:30-13:50  観測ロケットS-520-32号機による中規模電離圏擾乱観測 

〇山本衛（京都大RISH）、芦原佑樹、石坂圭吾、熊本篤志、白澤秀剛 

13:50-14:10  昼間Es層の観測ロケット実験提案 

 〇斉藤昭則（京都大理）、阿部琢美、石坂圭吾、田川雅人、熊本篤志、齋藤義文、 

松岡彩子、斎藤享、西岡未知、細川敬祐、 横山竜宏、Huixin Liu 

14:10-14:30  地球超高層大気観測・月惑星探査に向けた中性粒子質量分析器の 

開発状況 

 〇齋藤義文（ISAS）、平原聖文、横田勝一郎、笠原慧、浅村和史  

14:30-14:50   超低高度衛星技術試験機（SLATS）による大気密度評価結果と 

後継機計画について 

 〇今村俊介（JAXA） 

14:50-15:10  SLATS/AOFSデータを用いた超低地球軌道上原子状酸素密度解析 

 〇藤田敦史（神戸大）、井出航、堀本流石、浦川翔平、西岡燦太、土屋祐太、 

後藤亜希、行松和輝、宮崎英治、木本雄吾、三好勉信、横田久美子、田川雅人 

 

（休憩15:10-15:30) 

 

【座長：斉藤昭則（京都大理）】 

15:30-15:50   再使用観測ロケットの最新状況 

 〇小林弘明（JAXA）、野中聡、丸祐介、徳留真一郎 

15:50-16:00   新観測ロケットと地上観測との連携について（コメント）：1 

 〇西山尚典（極地研） 

16:00-16:10   新観測ロケットと地上観測との連携について（コメント）：2 

 〇横山竜宏（京都大RISH）  

 

16:10-16:30  全大気圏衛星観測（SMILES-2）計画 

〇坂崎貴俊 (京都大理)、斉藤昭則、落合啓、Philippe Baron、塩谷雅人、 

SMILES-2検討チーム 

16:30-16:50  NICTにおける宇宙天気衛星観測の将来構想 

〇坂口歌織 (NICT)  

16:50-17:10  STP分野の飛翔体観測ロードマップ検討について 

〇三好由純（名古屋大）、齊藤義文、篠原育、斉藤昭則、寺田直樹 

17:10-17:30  議論 
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4. 成果 

 観測ロケットは電離圏・熱圏・中間圏の地球超高層大気領域の観測手段としてだけで

はなく、装置開発、人材育成においても大きな役割を果たしてきており、今後もその重要

性は変わらないと考えられている。研究会では、日本における観測ロケットのこれまでの

発展と現状について、超高層大気科学に関するものだけではなく、工学的な用途も含めて

広く紹介がされた。また進行中の計画として、2022年に打ち上げ予定の観測ロケットS-520

-32号機による中規模電離圏擾乱観測について準備状況の報告がされ、その技術的・科学的

課題についての議論がされた。今後の観測ロケット計画として、2024年夏期の実施に向け

て提案が行われている「昼間スポラディックE層形成過程の中性大気とプラズマ大気の同時

観測」についての紹介が行われ、既に機器開発が開始されている「中性大気質量分析器」

「イオンドリフト速度測定器」「電場計測装置」「磁場観測器」についての紹介と、今後

の見通しについての議論が行われた。この観測ロケット実験では中性大気とプラズマ大気

の同時直接計測が行われるが、これらの新たに開発される観測機器を用いた人工衛星観測

へと発展させていく計画が議論された。具体的には超低高度衛星SLATSの後継機への搭載が

議論されており、「中性大気質量分析器」と「ラングミュアプローブ」の搭載を基本とし

つつ、より多くの機器の搭載によって中性大気とプラズマ大気の総合的な観測の可能性が

議論された。このような将来計画と合わせてSLATS衛星による観測の成果の報告もされた。

2030年代以降のより長期的な発展の方向としては再使用観測ロケットによる繰り返し観測

の可能性とその利点の活用についての議論も行われ。再使用観測ロケット開発の現状の報

告に続き、再使用観測ロケットを極域、赤道域で用いることによりどのようなブレークス

ルーが可能となるかについて議論された。また、将来的な計画として成層圏・中間圏・熱

圏のサブミリ波・THz波による遠隔観測であるSMILES-2についても小型衛星ではなく国際宇

宙ステーションをプラットフォームとした観測の可能性について議論が行われた。また、

宇宙天気の観点からの観測としては情報通信研究機構による静止衛星を用いた観測の計画

についても報告された。これら様々な飛翔体を用いた宇宙空間からの超高層大気観測につ

いては長期的な視点で取り組む必要性も議論された。 
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

 

内 部 磁 気 圏 研 究 会 ： プ ラ ズ マ 波 動 解 析 ワ ー ク シ ョ ッ プ  

Workshop on the plasma wave analyses 

in the inner magnetosphere 

松 田 昇 也  金 沢 大 学 理 工 研 究 域  

 

 
内部磁気圏で観測されるプラズマ波動現象の理論研究・観測的研究や、プラズマ波動に

よるプラズマ粒子加速・消失等にフォーカスを当て、最新の成果を共有することを狙って

本研究集会を開催した。また、複数衛星や地上連携による協調観測に代表されるように、

近年多様化する観測・解析手法をコミュニティ全体で習得・理解することも本研究集会の

目的とした。二日間の日程で、延べ 100 名を超える参加者が研究集会に参加し、計 19 件の

科学解析報告や将来観測計画の紹介などがなされた。特に、年度末開催の狙いの一つであ

る大学学部生や大学院生による卒論・修論テーマの成果報告を通して、柔軟な発想に基づ

くユニークな研究成果を共有できたことが有意義であった。研究集会後半には、あらせ衛

星のデータを用いた解析講習会を開催した。従来の IDL ベースの解析ツールである

「IDL/SPEDAS」の入門コースに加え、Python を用いた最新の科学データ解析ツールであ

る「PySPEDAS」を初めて取り上げ、解析環境構築から実践的な解析操作までを参加者全

員で体験した。オンライン開催ならではの利点を生かして参加者らの実際の操作画面を

Zoom ミーティング上で共有することで、操作上のつまづきや不具合報告などをインタラク

ティブに解決していく工夫が功を奏し、初めての取り組みとしては期待する成果を十分に

得られた。本研究集会から得られたリクエストやバグレポートは、今後の開発や機能改善

へと役立てられることが期待される。研究会の資料等は ERG サイエンスセンターのホーム

ページ(https://ergsc.isee.nagoya-u.ac.jp)に掲載されている。なお、本研究集会は名古屋大

学宇宙地球環境研究所 研究集会「ジオスペースにおけるプラズマ・高エネルギー粒子ダイ

ナミクス研究会」との同時開催とした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図：研究集会 1 日目の様子 
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

 

国 際 水 星 探 査 計 画 BepiColomboに よ る 内 部 太 陽 圏 探 査 へ の 貢 献  

Contribution of the BepiColombo mission to inner heliospheric science 
 

村 上 豪 、 宇 宙 航 空 研 究 開 発 機 構 宇 宙 科 学 研 究 所  

 

 

 
【概要】 
研 究 集 会：「 国 際 水 星 探 査 計 画 BepiColomboに よ る 内 部 太 陽 圏 探 査 へ の

貢 献 」 を 2 02 1年 1 1月 29日 ～ 30日 に Z oomを 用 い て オ ン ラ イ ン に て 開 催 し

た 。今 回 は JAXA/ISAS：磁 気 圏 電 離 圏 シ ン ポ ジ ウ ム と 共 催 と し 、シ ン ポ

ジ ウ ム「 第 25太 陽 活 動 周 期 に お け る 内 部 太 陽 圏 研 究 の 新 展 開 2021（ ISE

E/ISAS Symposium on Inner Heliosphere Studies 2021） 」 と し て

本 研 究 集 会 を 開 催 し た 。  

 

【 参 加 者 数 】  

合 計 61名 、 う ち 外 国 人 5名 、 若 手 研 究 者 6名 、 大 学 院 生 9名 。  

 

【 研 究 報 告 】  

招 待 講 演 を 中 心 と し て 、 主 に 以 下 の 研 究 内 容 に つ い て 発 表 ・ 議 論 を

行 っ た 。  

・ 日 欧 共 同 水 星 探 査 計 画 ベ ピ コ ロ ン ボ に よ る 内 部 太 陽 圏 科 学 へ の 貢 献

に 向 け た  

 -計 画 及 び 搭 載 装 置 概 要  

-こ れ ま で の 観 測 成 果  

-共 同 観 測 キ ャ ン ペ ー ン の 最 新 状 況  

-今 後 の 計 画  

・ 日 本 が 主 導 す る 太 陽 観 測 計 画 の 最 新 状 況  

・ 地 上 か ら の 太 陽 風 観 測 の 概 要  

・ 太 陽 風 の 数 値 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ・ モ デ ル 研 究  

・ 上 記 の 探 査 機 お よ び 地 上 観 測 と 数 値 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ・ モ デ ル を 組

み 合 わ せ た 融 合 研 究 の 可 能 性 お よ び 方 向 性  

招待講演を主とすることで広い範囲の議論をカバーすることができ、内部太陽圏研究に

関する全体像の理解とベピコロンボ水星探査計画が貢献しうる未解決課題について活発な

議論がなされた。特にベピコロンボによる太陽圏研究を推進する海外の主要研究者を招へ

いしたことにより、国際共同研究の協力体制を構築することができた。またベピコロンボ観

測データの有用性を日本の研究者コミュニティに周知することにも成功した。 
本シンポジウムは惑星磁気圏研究者と太陽圏研究者を融合を促す試みであったが、双方

の最新研究状況や探査計画について相互理解が進んだとともに活発な議論・情報交換がな

された。今後の共同研究体制を構築していく上で当初の計画以上の成果を得ることができ

たといえる。今後は国際共同研究ワークショップ及び内惑星環境探査シンポジウムに分け

て開催し、それぞれにおいてさらなる研究の進展を図る。 
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

 

宇 宙 お よ び 実 験 室 プ ラ ズ マ 中 の 非 線 形 波 動 と 粒 子 加 速 に 関 す る 研 究 集

会  

Workshop on nonlinear waves and particle acceleration in spa

ce and laboratory plasmas 

 

松 清 修 一 、 九 州 大 学 ・ 大 学 院 総 合 理 工 学 研 究 院  

 

 
概 要  

無 衝 突 プ ラ ズ マ が 支 配 す る 宇 宙 で は 、 ソ ー ス 天 体 か ら の エ ネ ル ギ ー

は 波 動 を 介 し て さ ま ざ ま な 形 に 変 換 さ れ る 。 そ の エ ネ ル ギ ー の 一 部 が

粒 子 加 速 に 使 わ れ る こ と で 宇 宙 線 が 生 成 さ れ て い る こ と は 間 違 い な い

が 、 宇 宙 線 の 生 成 機 構 は 未 だ 解 明 さ れ て お ら ず 、 現 在 で も 宇 宙 プ ラ ズ

マ 物 理 学 は も と よ り 、 天 体 物 理 学 、 宇 宙 線 物 理 学 、 素 粒 子 物 理 学 な ど

の 分 野 で 最 も 重 要 な 研 究 ト ピ ッ ク の ひ と つ で あ る 。 多 自 由 度 系 の プ ラ

ズ マ で は 波 動 の 種 類 が 豊 富 な た め エ ネ ル ギ ー 変 換 過 程 は 複 雑 を 極 め る

が 、 こ れ を 理 解 す る こ と が 多 く の 天 体 現 象 の 解 明 の カ ギ を 握 る と 考 え

ら れ て い る 。 宇 宙 で は 、 波 動 （ 磁 場 揺 動 ） の 振 幅 が 背 景 磁 場 強 度 を 超

え る ほ ど の 大 振 幅 に 至 る こ と も し ば し ば で 、 非 線 形 波 動 の 振 る 舞 い と

そ れ を 介 し た 波 動 粒 子 相 互 作 用 を 理 解 す べ く 多 く の 研 究 が 展 開 さ れ て

い る 。 実 験 室 プ ラ ズ マ 物 理 の 分 野 で は 一 方 、 制 御 さ れ た プ ラ ズ マ を 用

い た 基 礎 研 究 に 加 え て 、 デ バ イ ス 特 有 の 波 動 現 象 や 粒 子 加 速 過 程 も 広

く 研 究 さ れ て い る 。  

本 研 究 集 会 で は 、 「 非 線 形 波 動 」 と 「 粒 子 加 速 」 を キ ー ワ ー ド に 、

宇 宙 ・ 天 体 プ ラ ズ マ や 実 験 室 プ ラ ズ マ を 含 む さ ま ざ ま な 分 野 の 研 究 者

が 集 い 、 最 新 の 知 見 を 共 有 し あ う こ と で 各 分 野 へ の フ ィ ー ド バ ッ ク 、

さ ら に は 共 同 研 究 へ の 発 展 を 推 進 す る こ と を 目 指 し た 。  

 

参 加 者 数  

 １ 日 目 ： 現 地 16名 ＋ Zoom32名  

２ 日 目 ： 現 地 34名 ＋ Zoom62名  

 

研 究 報 告  

 宇 宙・天 体 プ ラ ズ マ 関 連 13件 、実 験 プ ラ ズ マ 関 連 7件 、数 理 科 学 ・計

算 科 学 関 連 2件 、 お よ び 基 調 講 演 1件 の 、 系 2 3件 の 講 演 を 通 じ て 活 発 な

議 論 が 行 わ れ た 。 見 込 み を 大 幅 に 上 回 る 数 の 参 加 が あ り 、 専 門 の 異 な

る 発 表 に 対 す る 質 疑 も と て も 活 発 に な さ れ て い た 。 た だ し ハ イ ブ リ ッ

ド 開 催 は LOCの 負 担 が 大 き く な る 点 が 問 題 で あ る 。ま た 、コ ロ ナ 禍 の た

め 旅 費 を 要 す る 出 張 者 の 数 が 極 端 に 少 な く な っ た 。  

 

成 果  

「 非 線 形 波 動 」 と 「 粒 子 加 速 」 を キ ー ワ ー ド と し た 異 分 野 の 研 究 者 に

よ る 活 発 な 議 論 を 通 じ て 、 分 野 を 超 え て 有 用 な 知 見 の 共 有 が 進 ん だ 。

申 請 時 に 見 込 ん だ 参 加 者 数 （ 20名 ） を 大 き く 上 回 る 参 加 が あ っ た 。  

 

233



 

ISEE 研究集会「宇宙および実験室プラズマ中の非線形波動と粒子加速に関する研究集会」 
共催：SGEPSS 波動分科会／粒子加速研究分科会 
後援：太陽圏物理研究会 
 
日程：2022 年 3 月 10-11 日  
場所：九州大学筑紫キャンパス 筑紫ホール（C-cube） 
https://www.kyushu-u.ac.jp/ja/campus/chikushi/ 
Zoom：https://zoom.us/j/ 
（Zoom 情報が必要な方は世話人までご連絡ください） 

プログラム 
 
3 月 10 日（木） 
13:00－13:05 はじめに 
13:05－13:25 諌山翔伍 

ヘリコンプラズマ生成機構の物理－低密度から高密度領域まで 
13:25－13:45 篠原俊二郎 

高密度ヘリコン波プラズマ研究：基礎と応用 
13:45－14:05 吉田光太郎 

定常太陽圏を伝播する銀河宇宙線の集団的な性質の調査 
14:05－14:25 竹下裕文 

太陽圏終端衝撃波における宇宙線異常成分の生成に関する数値実験 
14:25－14:45 千葉 翔太, 今村 剛 

Quick results of solar occultation observation in March 2021 by Akatsuki 
14:45－15:15    休憩 
15:15－15:35 寺境太樹,天野孝伸 

中程度の背景磁場がある場合のワイベル不安定性 
15:35－15:55 銭谷誠司, 加藤恒彦 

プラズマ粒子シミュレーションのための高精度数値解法「全多重 Boris 解法」

の提案 
15:55－16:15 星野真弘 

磁気リコネクションでの非熱的粒子加速および熱的プラズマ加熱の効率 
16:15－16:35 齋藤晴彦，西浦正樹，森敬洋，上田研二，中澤拓也，吉田善章，釼持尚輝 

磁気浮上ダイポール磁場装置におけるプラズマ実験と波動現象 
16:35－16:55 村上匡且、Ynjun GU, Myles-Allen ZOSA 

超高強度レーザー駆動メガテスラ磁場による磁気リコネクションと高エネ

ルギー粒子加速 
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16:55－17:15 蔵満康浩 
宇宙プラズマと実験室プラズマ 

 
3 月 11 日（金） 
9:30－ 9:50 岡 光夫 

太陽フレアと地球磁気圏尾部における電子加速 
9:50－10:10 Kaiti WANG 

Energy dependence of field-aligned anisotropy of electrons < 30 keV  
during dipolarization at Earth’s tailside 

10:10－10:30 Victor MUÑOZ 
Fractal and complex network analysis of time series of space physics and 
geophysical interest 

10:30－10:50 天野孝伸, 星野真弘 
Theory of Electron Injection at Oblique Shock of Finite Thickness 

10:50－11:10 成行泰裕 
有限振幅波動中のプラズマ速度分布の定常状態: アルヴェン波、ホイッスラ

ー波、ヘリコン波 
11:10－11:30 小菅佑輔、稲垣滋、河内裕一 

磁化プラズマにおけるドリフトローグ波の励起 
11:30－11:50 小林進二 

トーラス型磁場閉じ込めプラズマにおける統計加速現象の観測 
11:50－13:00    休憩（昼食） 
13:00－13:20 Abraham CHIAN 

Lagrangian coherent structures in the supergranular turbulence 
13:20－13:40 大塚史子、松清修一、岡光夫 

非定常な準垂直衝撃波における電子のベータトロン加速 
13:40－14:00 Kirolosse GIRGIS 

Recent studies about the South Atlantic Anomaly and its relationship 
with Space Weather 

14:00－14:20 中野谷賢 
Particle acceleration and diffusion in a system of multiple current sheets 

14:20－14:50    休憩 
14:50－16:20 羽田亨 

基調講演（九大最終講義）：宇宙プラズマの世界 
      （Zoom URL は別） 
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

極 域 ・ 中 緯 度 S u p e r D A R N研 究 集 会  

SuperDARN meeting 
 

代 表 者  西 谷  望 (名 古 屋 大 学 宇 宙 地 球 環 境 研 究 所 )  
 

 
令和 3 年度宇宙地球環境研究所研究集会「極域・中緯度 SuperDARN 研究集会」は 2022

年 2 月 22 日、2 研究機関(名古屋大学宇宙地球環境研究所・国立極地研究所)共催の研究集

会「極域・中緯度 SuperDARN 研究集会」として開催された。この研究会は前進の中緯度

短波レーダー研究会を含めて今回で 19 回目となり、2015 年度から中緯度に加えて極域関

連事象も対象とすることとして、国立極地研究所(および 2015-2020 年度は情報通信研究機

構)との共催で極域・中緯度 SuperDARN 研究集会として開催している。今年度は名古屋大

学宇宙地球環境研究所が担当であったが、COVID-19 の影響により昨年度に引き続きオン

ラインで開催された。今回は磁気圏・電離圏物理から熱圏・中間圏にいたるまで様々な専門

分野の計 23 名の研究者が参加した(すべてオンライン参加)。 
 世界約 10 ヶ国以上の国際協力に基づく SuperDARN(Super Dual Auroral Radar 
Network)は、現在南北両極域に合わせて約 38 基の大型短波レーダーを運用しており、

電離圏・磁気圏・熱圏物理を中心とした研究成果を上げている。19 番目・34 番目のレ

ーダーとして 2006 年 11 月および 2014 年 10 月に北海道-陸別第一・第二 HF レーダー

(SuperDARN Hokkaido East radar)が完成し、稼働を開始してから当研究会までに約

10 年にわたるデータの蓄積が行われており、論文等の成果も上がりつつある(現在出版

済み、印刷中の論文数: 38 編)。また北海道-陸別第一・第二レーダーを始めとする中緯

度 SuperDARN による研究成果を網羅したレビュー論文が平成 31 年 3 月に出版され

ており、2022 年 3 月 4 日までまでで 6631 ダウンロード、85 回の被引用(google scholar)
がなされ、2021 PEPS Most Cited Paper Award を受賞している。 

今回の研究会においては日本を中心とした各 SuperDARN レーダー運用の昨年以来

の経緯、現状が報告された。また海外の SuperDARN レーダーの動向に関する報告も

行われた。特に今回はスウェーデン・Umea 大学の Hermann Opgenoorth 教授による

招待講演が行われ、Geomagnetic transient event に関する最新の研究成果ならびに、

ヨーロッパ初の中緯度 SuperDARN レーダーとして稼働予定の Cyprus レーダーに関

する最新の状況に関する報告がなされた。また、レーダーの観測データから得られた研

究結果ならびに今後期待されるサイエンス等に関する報告ならびに議論が行われた。具

体的な研究成果の研究テーマとして、SuperDARN レーダーにより観測したサブオーロ

ラ帯電高速プラズマフローの分布特性、あらせ人工衛星と SuperDARN の観測データ
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の比較による SAPS・SAPSWS に伴う電磁場・粒子分布、SAR arc と SAPS との関係、

中規模伝搬性電離圏擾乱の分布特性、磁気流体波動の特性、磁気嵐後に発生する擾乱ダ

イナモの性質等が挙げられる。またレーダー観測の研究成果だけではなく、磁気圏 3 次

元シミュレーションを用いた研究成果に関する講演が 1 件行われた。上記に加えて大型

短波レーダー計画を進める上での課題、特に運用体制についても充実した議論を行った。 
会議中には SuperDARN レーダーグループとしての将来計画、および今後の戦略の

議論も行った。今後も名古屋大学・国立極地研究所を中心として極域・中緯度を総合的

に議論する研究会として開催していくことを決定した(次年度は国立極地研究所が担

当)。 
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

 

海 洋 波 お よ び 大 気 海 洋 相 互 作 用 に 関 す る ワ ー ク シ ョ ッ プ  

W o r k s h o p  o n  o c e a n  s u r f a c e  w a v e s  a n d  a i r - s e a  i n t e r a c t i o n  
 

田 村 仁  港 湾 空 港 技 術 研 究 所 ・ 海 象 情 報 研 究 グ ル ー プ  

 

 

 
 
本 ワ ー ク シ ョ ッ プ は 令 和 ３ 年 度 名 古 屋 大 学 宇 宙 地 球 環 境 研 究 所 研 究 集

会 と し て 採 択 さ れ （ 代 表 ： 田 村 仁 ） 下 記 の と お り 開 催 さ れ た ．  

 開 催 日 時 ： 2022年 3月 8日 ， 9日  

 会 場：名 古 屋 大 学 東 山 キ ャ ン パ ス 環 境 学 総 合 館 1Fレ ク チ ャ ー ホ ー ル   

(zoomに よ る オ ン ラ イ ン 会 議 と の ハ イ ブ リ ッ ド 方 式 ) 

 コ ン ビ ー ナ ー ： 田 村 仁 （ 港 湾 空 港 技 術 研 究 所 ）  

        相 木 秀 則 （ 名 古 屋 大 学 ）  

        鈴 木 直 弥 （ 近 畿 大 学 ）  

 

【 研 究 集 会 の 内 容 お よ び 成 果 】  

 本 年 度 の 研 究 集 会 は ， コ ロ ナ 禍 で の 開 催 対 応 と し て Zo o mに よ る オ ン

ラ イ ン 会 議 と 現 地 開 催 の ハ イ ブ リ ッ ド 方 式 と し て 執 り 行 っ た ． 特 に 今

回 は 2021年 ノ ー ベ ル 物 理 学 賞 を 受 賞 し た Klaus Hasselm annに 関 連 し て

非 線 形 相 互 作 用 問 題 に 一 部 を 特 化 す る 主 旨 で プ ロ グ ラ ム 構 成 を 行 い ，H

a s se lm an nの S nlを 一 つ の 軸 と し て ， 関 連 研 究 の 全 体 像 （ 海 洋 波 ， 内 部

波 ， 波 動 乱 流 ， 波 流 れ 相 互 作 用 な ど ） を 俯 瞰 す る こ と を 目 的 と し た ．

一 般 講 演 を 含 め て 海 洋 波 ・ 海 面 フ ラ ッ ク ス 研 究 や 乱 流 混 合 な ど 幅 広 い

研 究 テ ー マ を 対 象 と し た 学 際 的 研 究 集 会 と な っ た ．  
 

 

 

 

【 講 演 プ ロ グ ラ ム 】  

 

—- ３ 月 ８ 日 （ 火 ） —- 

13:30-14:00 

西 海 和 希 （ 兵 庫 県 立 大 学 ）  

高 風 速 域 で の 砕 波 を 伴 う 大 気 ・ 海 洋 間 運 動 量 輸 送 量 の 測 定 手 法  

 

14:00-14:30 

根 田 昌 典 （ 京 都 大 学 大 学 院 理 学 研 究 科 ）  

う ね り の 方 向 が 風 波 の 発 達 に 与 え る 影 響 の 観 測  

 

14:30-15:00 

今 村 春 香 （ 京 都 大 学 大 学 院 理 学 研 究 科 ）  

水 面 波 に よ る 混 合 の 波 の パ ラ メ ー タ 依 存 性 に つ い て の 数 値 実 験  
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（ 休 憩 ）  

 

15:15-15:45 

田 村 仁 （ 港 湾 空 港 技 術 研 究 所 ）  

Klaus Hasselmannと 海 洋 波 研 究  −Snl， JONSWAP， WAM− 

 

15:45-16:15 

片 岡 智 哉 （ 愛 媛 大 学 大 学 院 理 工 学 研 究 科 ）  

海 面 散 乱 波 ド ッ プ ラ ー ス ペ ク ト ル と 波 浪 ス ペ ク ト ル の 関 係  

 

16:15-16:45 

相 木 秀 則 （ 名 古 屋 大 学 宇 宙 地 球 環 境 研 究 所 ）  

Hasselmann stressと virtual wave stressに つ い て  

 

（ 休 憩 ）  

 

17:00-17:30 

横 山 直 人 （ 東 京 電 機 大 学 工 学 部 機 械 工 学 科 ）  

波 動 乱 流 の 共 鳴 相 互 作 用 と 非 共 鳴 相 互 作 用  

 

17:30-18:00 

大 貫 陽 平 （ 九 州 大 学  応 用 力 学 研 究 所  大 気 海 洋 環 境 研 究 セ ン タ ー ）  

波 動 間 相 互 作 用 に よ る 内 部 潮 汐 の 減 衰  

 

—- ３ 月 9日 （ 水 ） —- 

09:30-10:00 

早 稲 田 卓 爾 （ 東 京 大 学 新 領 域 創 成 科 学 研 究 科 ）  

S p ec tr a l do wn sh i ft i ng  –  w e ak ly  n onl i ne ar  v s . di ss ipa t io n dr i

ven 

 

10:00-10:30 

Amin Chabchoub（ 京 都 大 学 白 眉 セ ン タ ー ）  

M odu lat ion  In st abi lit y a nd the  Fo rm ati on of Str ong  W ave  Co he

rence – An Experimental Study 

 

（ 休 憩 ）  

 

10:45-11:15 

宝 谷 英 貴 （ 東 京 大 学 大 学 院  工 学 系 研 究 科  シ ス テ ム 創 成 学 専 攻 ）  

時 間 周 期 的 お よ び 空 間 周 期 的 な 変 調 不 安 定 波 の 波 形 の 一 致 と 分 散 関 係

の 偏 移  

 

11:15-11:45 

小 松 幸 生 （ 東 京 大 学 新 領 域 創 成 科 学 研 究 科 /大 気 海 洋 研 ）  

大 槌 湾 内 で 観 測 さ れ た 波 浪 の 4波 共 鳴 非 線 形 相 互 作 用 に つ い て  

 
h t t p s : / / w w w . i s e e . n a g o ya - u . a c . j p / n e w s / m e e t i n g s / 2 0 2 2 / 2 0 2 2 0 2 2 4 - 2 . h t m l  
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

 

STE現 象 報 告 会 お よ び 現 象 解 析 ワ ー ク シ ョ ッ プ (第 一 回 :  宇 宙 天 気 現 象

の 予 測 精 度 向 上 に 向 け て ) 

STE events report and analysis workshop (1st meeting, focus 

on space weather prediction) 

 

久 保 勇 樹 、 情 報 通 信 研 究 機 構  

 

 
●開催日時および開催場所 

202 年度・第 1 回 STE（太陽地球環境）現象報告会*1（2020 年 9 月 28~30 日、ZOOM
によるオンライン開催） 

*1 MTI 研究集会、太陽地球系物理学分野のデータ解析手法、ツールの理解と応用

研究会、宇宙空間からの地球超高層大気観測に関する研究会との連続開催 
世話人： 
阿部 修司（九州大学 国際宇宙天気科学・教育センター）、西谷 望（名古屋大学 宇宙

地球環境研究所）、久保 勇樹（情報通信研究機構）、海老原 祐輔（京都大学 生存圏研

究所） 
 
●参加者数：43 名 
 
●研究集会概要と成果 

本研究集会は、「MTI 研究集会」、「太陽地球系物理学分野のデータ解析手法、ツール

の理解と応用研究会」、「宇宙空間からの地球超高層大気観測に関する研究会」との連続

開催で行われた。本研究集会は、昨年度と同様に COVID-19 の影響により対面での開催が

困難となったことを受けて、ZOOM を用いたオンラインによる開催とした。本研究会は宇

宙天気現象の予測精度向上に向けた議論を目的の一つとしているが、今回キャリントン級

の現象発生時の地磁気誘導電流の予測という、極端現象時の宇宙天気予測と最悪シナリオ

を検討するうえで有意義な議論もできた。また今回は、X 線天文衛星「すざく」、「ひとみ」

による、かに星雲からの X 線放射の地球大気掩蔽による大気密度構造の測定といった、天

文観測の宇宙天気研究への応用など、従来の現象報告会ではあまり見られなかったような

発表もあり、分野間連携の可能性を模索するうえで非常に重要な議論ができた。 
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（別紙様式 ６-２） 

脈動オーロラ研究集会 
The Pulsating Aurora Meeting 

細川 敬祐 (電気通信大学大学院情報理工学研究科) 

★ 研究集会の目的と概要 

脈動オーロラ（Pulsating Aurora，以下 PsA と略する）は，オーロラサブストーム現象の
回復相において，朝側のローカルタイム領域に必ず出現する普遍的な現象である．PsA およ
びそれに伴う磁気圏・電離圏の変動を研究することは「地球近傍の宇宙空間におけるプラズ
マ波動の特性」や「高エネルギー粒子の降下に伴う地球大気の変動」の理解に繋がるという
点において普遍的な意義を持っている．しかし，その形状の多様性，時間変化の複雑さ，地
上・衛星同時観測の困難さなどから，脈動の時間変動を引き起こすプロセスや，構造の形
態・時間発展を決定する要因などに関して，未だに十分な理解を得るには至っていない．本
研究集会は，PsA およびそれに関連する宇宙空間プラズマの諸現象についての地上観測・衛
星観測・数値シミュレーション研究に関する講演を広く募集し，それぞれの研究成果の発表
を通じて PsA に関する深い理解を共有することを目的として開催してきた．後述するが，
本研究集会の参加者を母体とする研究グループが，科研費基盤研究 (S) に応募し，H27 年度
から 5 ヵ年の計画で採択されている（コロナ禍のために研究機関が 2 年延長され 2021 年
度末で終了の予定）．研究集会では，この科研費による PsA 研究プロジェクトによって行
われてきた地上観測に関連する成果や，衛星・地上・数値シミュレーションを融合した形で
行なわれようとしている PsA 研究の方向性に関して意見交換を行った．また，昨年度に引
き続き，ロシアの Polar Geophysical Institute から，脈動オーロラおよび関連する磁気圏
プラズマ波動を専門とする Andrei Demekov 博士を招待したセッションを開催し，脈動
オーロラの多様な形態を決定する要因に関する議論を行なった．加えて，今後のロシア西部
の光学観測と日本が運用する北欧の全天カメラネットワークの共同観測に関する議論も行う
ことができた．また，2022 年 3 月に打ち上げが予定されている脈動オーロラをターゲット
とした NASA のロケット実験（LAMP 実験，コロナ禍のために 2 年延期）の詳細なサイエ
ンスターゲットの把握，打ち上げ条件や地上サポート観測の体制の整備についても，その戦
略を集中的に議論した． 

★ 参加者と講演の内容 

計 30 名の参加者があり，例年テーマとして掲げている「脈動オーロラの時間変動を作り出
す要因」や「脈動オーロラ発生時の相対論的高エネルギー電子降下」に関する発表が行われ
た．計 16 件の研究発表を通じて，活発な議論が行われた．また，それらの発表に加えて，
ロケット実験に関する議論や地上観測・衛星観測の将来計画（EISCAT_3D, SDI, FACTORS） 
について意見交換を行うこともできた． 
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★ 成果 

今回で 10 度目の開催となる本研究集会を継続することによって，衛星観測・ロケット観
測・地上観測・シミュレーションなどの少しずつ異なるバックグラウンドを持つ研究者が密
に意見交換をすることができる PsA 研究コミュニティを形成し，維持することができてい
る．このような流れに端を発して，本申請者（細川，三好）が，2014 年の AOGS において
脈動オーロラのセッションを企画し，国内外から多くの参加者を得ることができた．さら
に 2015 年には，Journal of Geophysical Research 誌に「Pulsating Aurora and Related 
Magnetospheric Phenomena」というタイトルの Special Issue を組み，計 14 件の PsA 
に関する論文が出版された．また，本研究集会の参加者を母体として研究グループを組織
し，科研費基盤研究 (S) に申請を行い，平成 27 年度から 5 年間の期間について採択されて
いる（名古屋大学，藤井良一特任教授代表，コロナ禍のために令和 3 年度末まで期間延
長）．平成 28 年度からは，International Space Science Institute (ISSI) のチームとして 
PsA の研究チームが採択（Leader: 三好，Co-Leader: 細川）され，2016年 6 月，2018 年 
7月の 2 度にわたってチームミーティングが開催されるに至っている．あらせ衛星打ち上げ
後の最初の衛星・地上キャンペーン観測（2017年3月）では，本研究集会での議論をベース
にコンジャンクション観測の計画が練られ，複数の良好な観測事例を得ることができた．こ
れらの同時観測事例のいくつかについては，Nature 系のオープンアクセスジャーナルであ
る Nature Communications (Ozaki et al., 2019) ，Scientific Reports (Hosokawa et al., 
2020; Miyoshi et al., 2021) に成果が掲載されている． 

 これまでの国際学会でのセッション開催や，学術雑誌における特集号の企画，大型研
究資金の獲得は，本研究集会を継続的に開催することによって初めて実現したものであると
考えている．また，研究集会において，あらせ衛星（ERG）と地上ネットワークの連携によ
る PsA のキャンペーン観測について詳しい打ち合わせを行ったことで，打ち上げ後に，衛
星・地上キャンペーン観測をスムーズに行うことができたと考えている．今後は，この研究
集会を母体として構成されるグループで，基盤 (S) の後継となる大型外部資金の獲得を目指
していく予定である．なお，地上からの観測に特化した科研費国際共同加速 (B) ，および科
研費基盤 (A) を，本研究集会での議論に基づいて申請し，それぞれ 2021 年度，2022 年度
から 5 年間の計画で採択されている．このような外部資金の獲得は，本研究集会において将
来計画の議論を密に行ってきたことの成果であると考えている． 

 また，本研究集会での議論が発端となって計画・提案されてきた PsA 観測ロケット
が NASA の複数のロケットプログラムによって採択され，2019 年 1 月に 1 機が
（Rocksat-XN 実験）ノルウェーのアンドーヤから打ち上げられた．さらに，2022 年 3 月
にも，アラスカのポーカーフラットから成功裏にロケットが打ち上げられた（LAMP ロケッ
ト実験）．これらのロケット実験に搭載する機器は PARM というパッケージとして構成さ
れており，将来的にシリーズ化して，他のロケット実験に搭載することも念頭に置かれてい
る．このように 2 度にわたるロケット実験機会が得られ，どちらも実験を成功裏に終えるこ
とができたことは，本研究集会によってロケットによって行うべきサイエンスを検討してき
た結果であると考えている．特に，2022 年 3 月に実施した LAMP ロケットについては，
本研究集会において，サポートのための地上観測や打ち上げ条件の議論を繰り返し行ってき
たことによって，実験の実施を円滑に行うことができたと考えている． 

242



 

（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

 

第 22回 ミ リ /テ ラ ヘ ル ツ 波 受 信 機 技 術 に 関 す る ワ ー ク シ ョ ッ プ  

22st Workshop on mm/THz wave band receiver technology 

（ １ 行 ス ペ ー ス ）  

前 澤  裕 之 、 大 阪 府 立 大 学 ・ 大 学 院 理 学 系 研 究 科 （ ２ 行 ス ペ ー ス ）  

 
 

1.  研究集会の概要 
本研究集会は、ミリ-テラヘルツ帯の超高感度受信機に関わる最先端テクノロジーの創出・革新的

応用・基礎技術の拡充を目指し、研究者、大学院生、民間企業が産官学の壁を越えて集い、最新

の情報を自由闊達に幅広く議論する場を提供することを目的としている。これまでに本研究集会で

講演・議論されたミリ/サブミリ波帯の技術の多くが実用化され、例えば名古屋大学 ISEE が推進す

るミリ波ラジオメータによる地球大気環境計測プロジェクトの展開や、大型電波干渉計「ALMA」によ

るサブミリ波帯での惑星大気や原始惑星系円盤の観測に繋がっている。さらに現在、NgVLA など

の次世代の国際ミリ波地上電波観測プロジェクトの検討が始まっている他、深宇宙においても火星

の宇宙天気・気候・水環境探査計画としてテラヘルツ波受信機の搭載の検討が進み始めている。

こうしたミリ-テラヘルツ帯での受信機技術は、日本独自で開発するノウハウを持ち、国際的にも我

国は一層重要な役割が求められている。本ワークショップを通して、この分野の我国の国際競争

力・推進力のさらなる向上と、開発の効率化・基礎技術力の裾野拡充/継承を目指すとともに、ジオ

スペースおよび惑星間空間の環境理解や、より一般的な系外の惑星系環境まで含めた観測的研

究の推進力となることを目指す。 

 
2. 報告及び成果 
 2022 年 2 月 21 日～22 日の 2 日間、感染症拡大防止のため完全オンライン(Zoom)の研究

会として開催された。27 の機関・企業から計 97 名の参加登録があり、招待講演 4 件を含

めた口頭講演 30 件、ポスター講演 17 件、展示ブース 1 件という盛況な内容となった。Zoom
による一般講演の内容としては、検出器関連が 16 講演、光学系関連が 4 件、分光計関連が

2 件、プロジェクト関連が 4 件など多岐に渡った。近年は、ヘテロダイン検出素子の技術が

成熟しつつあり、比較的、マルチピクセル化やフォトン検出素子の広視野化開発や、光学

や導波路等の伝送部や IF 系等の要素技術のさらなる高効率・高感度化開発、広帯域の分光

計などの高性能化開発、較正系の高精度化などのニーズが高まっていることが分かった。 
  さらに今回、ALMA の次の電波観測の展開(大型単一望遠鏡)や、研究・産業化が進む宇宙

開発や探査の分野(アルテミス計画)、社会インフラとしての通信/安全に関わる電波網の拡大

や高周波化(電波保護)など、電波のコミュニティも今後重要な波及・影響のあるフィールド

の招待講演を頂いた。電波技術のシーズ・ニーズ、今後の環境などについて、これまでに

無い視点であらためて将来を俯瞰する機会を共有でき、大いに議論が湧いた。 
本研究会は大学での科学研究という枠を越え、産官学連携と研究成果の社会への還元・

応用を重視しており、関連企業・メーカー5社から8名の多くのご参加を頂くことができた。

そして今回、新たな試みとして質疑応答の時間を 4 分と多めにとることで、これまで以上

に活発な質疑討論が行われた。また卒論・修論などの真っ只中の時期にも関わらず、4 年生・

大学院生の積極的な参加・講演が見られることが分かった。昨今、CODIV19 の影響で議論

の場が非常に制限されているが、こうした中、本研究会は国内唯一のミリ/テラヘルツ波受

信機技術の若手の研究発表・交流・教育の促進を図る機会提供の場として非常に重要な役

割を担っていることをあらためて再認識した。 
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

第 23回  惑 星 圏 研 究 会  
The 23rd Symposium on Planetary Science 

 
三 澤 浩 昭 ， 東 北 ⼤ 学 ･⼤ 学 院 理 学 研 究 科  

 
 
概要：  

本研究会は惑星・衛星の諸現象について、その特徴や物理過程、研究⼿法、将来計画等々について、最新の
研究紹介と議論を⾏う場として2000年に開始され、今回で23回⽬の開催となった。この研究領域では、現在、
⽇本の研究者も深く関わっている諸惑星の探査ミッションが継続中であるとともに、地上や地球軌道上から
の遠隔惑星観測や、数値シミュレーションに基づく研究も精⼒的に進められている。また、打上時期が来年に
決定した⽊星氷衛星探査ミッションJUICEに続き、近年の打上・サンプルリターンを⽬指す⽕星衛星探査ミッ
ションMMX、⽉探査計画も国際共同の下で始動している。これら新ミッションでは「⽔惑星・氷衛星」探査
が重要なターゲットとして挙げられているが、これは空間的視点では惑星・衛星の表層下迄も含めた領域とそ
の外層領域とを結んだ研究、時間的視点では惑星・衛星系の起源や惑星圏・衛星圏の進化に関わる研究という
新しい視点でのサイエンスへの挑戦であり、研究推進に向けた具体的な議論が重要になってきている。こうし
た背景の下、この研究会では近年、惑星・衛星の外層〜表層〜下層の結合を意識した研究や⽐較惑星学的な視
点での研究にスポットを当て、STP〜惑星科学領域の多数の研究者からなるSOCの下で、広い領域での国内外
の研究者間の相互理解と国際展開を⾏ってゆくことを念頭にミーティングを⾏ってきた。 

今回の研究会では、探査ターゲットとして重要な5つの天体（⼩惑星、⽉・⽔星、⾦星、⽕星、外惑星）に
横断的なサイエンスに関わる以下4つのセッションを設け、オンライン形式で講演と議論を⾏った；①天体形
成・物質輸送、②⽔進化・変動、③太陽・惑星・衛星等外界からの影響、④⼤気、地殻、内部およびそれらの
結合と相互影響。また、議論を深化させ、次代の将来探査に接続させることを念頭に(将来探査の技術も含む
検討・議論は、夏季に開催されるISAS主導の惑星探査WSで継続議論することとしている)、上記の5つの天体
の研究に関するスプリンターミーティングも開催した。更に、先回(第22回惑星圏研究会)同様に、宇宙科学の
戦略的な進め⽅・コミュニティ構築と太陽系科学コミュニティでの議論の現況の情報共有と議論を⾏う機会
として、”太陽系科学コミュニティ議論”の時間帯も設けた。 

尚、本研究会は、名古屋⼤学宇宙地球環境研究所研究集会の他、東北⼤学⼤学院理学研究科惑星プラズマ･
⼤気研究センターおよび同⼤学 宇宙航空研究連携拠点の共催の下で実施された。 
 
参加者数：152名（⼀般：94名、⼤学院⽣：49名、学部⽣：9名） 
 
内容： 

2022年2⽉8⽇(⽕)〜10⽇(⽊)にオンラインで実施した本研究会のプログラム概要を以下に記す。今回の研究
会では⼝頭講演39件（Keynote・招待講演21件、⼀般講演13件、report講演5件：zoom使⽤）、ポスター講演41
件（短時間の⼝頭での内容紹介も併⽤：⼝頭紹介はzoom、ポスターセッションはspatial chat使⽤）の計80件の
研究等紹介と議論が⾏われた。本研究会の内容・プログラム等は以下のURLの研究会HPで公開されている。 
http://pparc.tohoku.ac.jp/sympo/sps/ 
 
[2022年2⽉8⽇] 
8:50-9:05  開会の辞・開催内容説明 
9:05-12:02「創造：天体形成・物質輸送」セッション 

招待講演 “初期太陽系の同位体不均質性から読み解く微惑星・惑星形成” 深井稜汰(JAXA)他  
招待講演・Keynote講演 5件、⼀般講演 1件 

13:00-16:08「⽔：⽔などの現在そして進化・変動、Astrobiology」セッション 
Keynote講演「⼩惑星リュウグウリターンサンプル初期分析」橘 省吾(東⼤)他 
招待講演・Keynote講演 4件、⼀般講演 4件 
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16:20-19:30 ポスター関連セッション 全41件：Short talk(3分講演 19件), ポスター紹介(21件)＋Viewing 
 
[2022年2⽉9⽇] 
9:00-12:24「太陽：太陽・惑星・衛星など外界からの影響」セッション 
      招待講演 “初期惑星のハビタビリティーと⽣命誕⽣におよぼす太陽エネルギー粒⼦の役割” 

⼩林憲正(横浜国⼤)他 招待講演5件、⼀般講演4件 
13:30-16:44「⾵・⼟：⼤気、地殻、内部、およびそれらの結合 & 相互影響」セッション 

招待講演 “三次元地震波伝搬シミュレーションによる⽉地殻の散乱特性評価と将来⽉震探査へ
の提案”⼩野寺圭祐(総研⼤)他 招待講演6件、⼀般講演2件 

16:55-18:10 スプリンターミーティング”⼩天体” 
18:20-19:30 ポスター関連セッション 全41件：Viewing 
 
[2022年2⽉10⽇] 
9:00-10:15  スプリンターミーティング”⽕星” 
10:15-11:30 スプリンターミーティング”⾦星” ⼀般講演2件 
12:00-12:30 ⼤学連携教育program（若⼿への紹介）report講演 1件 
12:30-13:45 スプリンターミーティング”外惑星” 
13:45-15:00 スプリンターミーティング”⽉” 
15:10-18:00 共通講演＆太陽系科学コミュニティ議論 招待講演“太陽系探査推進とシミュレーション+惑星

科学コンソーシアムについて”林 祥介(神⼾⼤), 並⽊則⾏(国⽴天⽂台)他 招待講演1件、⼀般講演
2件、report講演 4件 

18:00-18:30 スプリンターミーティング全体ラップアップ＆ISAS惑星探査WSへ向けた議論 
18:30    閉会の辞 
 
成果等： 

今回の研究会では、昨年度の研究会での反省点であった、本研究会のメインテーマである広領域の研究課題
の認識と各領域間の相互理解および解決に向けた将来研究への結実化と、将来を担う若⼿研究者・学⽣の研究
内容・議論を通してのコミュニティとしての育成の機会提供との両⽴を特に意識し企画した（昨年度は前者へ
の⽐重が⾼かった）。前者については、講演者には特に領域間の相互関連性を意識して頂くように SOC から依
頼していたこともあり、研究の⽴ち位置が分かり易い講演が多かったと思われる。また、将来探査研究への結
実化を⽬的としたスプリンターミーティングは、昨年度の研究会で⼀部⾏った、複数スプリンターの同時並⾏
開催を⾏わず、各スプリンターを順次実施とした。各スプリンターのリードの尽⼒もあり、各々の現況や課題
が参加者全員に共有され、設定時間ギリギリまで多様な議論も⾏われ、企画意図の前進に成果があったと考え
ている。⼀⽅、後者に関しては、若⼿研究者・学⽣の（招待も含む）⼝頭講演の積極的な登⽤に加え、学⽣に
よる発表が多かったポスター講演では、講演者全員による⼝頭での内容紹介のセッションを設けたが、このセ
ッション後のポスター閲覧・議論も（後述するようにオンラインツールのアシストもあったと思われるが）ス
ムースに⾏われたようで、企画意図は成果があったと思われる。尚、⼤学連携教育 program の紹介や太陽系科
学コミュニティ議論はオープン参加のセッションとして開催された。学⽣も含めた若⼿が、将来に関わるこう
した内容に触れる機会は限られると思われるが、若⼿からは質問だけでなく率直な意⾒も多々あり、次代を担
う⽅々が数多く参加した本研究会で企画した意義は⼤きかったと考えている。 

年始から急拡⼤した新型コロナウィルス感染第 6 波の影響で、本研究会も当初予定していたハイブリッド
開催を断念し、昨年の研究会に引き続き、急遽オンライン開催で⾏われた。他のオンライン研究会の開催⽅式
を参考に、特にポスターセッションでは昨年⽅式(zoom breakout-room 使⽤)とは別の⽅式（Spatial Chat 使⽤）
としたが、オンライン空間で、オンサイトでのポスターセッションに似た雰囲気の下での体験；各ポスターを
回っての閲覧や講演者・参加者との議論を⾏うことが出来、参加した⽅には概ね好評であった。末筆ながら、
本研究会の開催をご⽀援頂いた本研究集会プログラムに改めて御礼申し上げたい。 
[研究会集録] 講演集録は研究会 HP (http://pparc.tohoku.ac.jp/sympo/sps/)にて 2022 年 4 ⽉以降 on line 公開。 
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

 

「 地 球 観 測 」 小 型 衛 星 の た め の Lessons & Learned 

Lessons & Learned for Earth Observation Small-Satellites 

 

市 川  香 ， 九 州 大 学 応 用 力 学 研 究 所  

 

 

本研究集会のシリーズでは、海洋科学の観測に必要な時空間分解能や観測精度を想定し

ながら、それらの要望を小型飛翔体（特に小型衛星）で解決するにはどのような特性・設

計が必要かを具体的に検討し、理学のニーズと工学のシーズのやり取りを行う機会を創出

してきた。かつては「安定して飛ばすこと」自体が目標だった小型衛星も，現在では観測

や観測結果の実利用・ビジネス化に目的が移りつつある。ミッション目的がこの段階に昇

華すると，衛星の開発・運用と観測・データ利用はそれぞれ別のチームで構成されるため，

観測側の精度要求と運用側の技術的制約を誰がどのように調整し，どうスケジュールや資

源管理をすれば円滑に機能するのかを考えなければならない。（もし調整に失敗すると，

最終的にはどうなってしまうのだろうか？） 

そこで今年度は，今後の小型衛星ミッション運用の参考とするべく，先行しているミッ

ションで生じた「危うく大惨事になりかけたり，重大な盲点に気が付いたりした（ヒヤリ・

ハットな）」事例を共有すべく，特に現場で調整にあたった担当者の方々の意見を交換す

る場を設定した。失敗事例の話題という性質上，研究集会は不特定多数への無制限のオン

ライン会議を避け，2021年12月13日に名古屋大学環境総合館レクチャーホールでのオンサ

イトと登録制オンラインを併用するハイブリッド形式で開催した。例年は基調講演とパネ

ルディスカッションを2日間に分けて行っていたが，今年度はコロナ禍で日程調整が難しか

ったため1日に集約し，ハイブリッド形式でのパネルディスカッションの後にオンサイトの

みの意見交換会を行った。参加者は51名だった。 

 
＜プログラム＞ 
【パネルディスカッション】 2021年12月13日 13:00～16:00 
・司会： 市川 香（九大） 
・パネリスト（順不同）： 栗 原 純 一（ 北 海 道 大 学 ）、武 山 芸 英（ 株 式 会 社 ジ

ェ ネ シ ア ）、佐 原 宏 典 (東 京 都 立 大 学 )、坂 本 啓 (東 京 工 業 大 学 )、鶴

田 佳 宏 (帝 京 大 学 )、石 坂 丞 二（ 名 古 屋 大 学 ）、宮 田 喜 久 子（ 名 城 大

学 ） 、 北 澤 幸 人 （ JA XA） 、 作 野 裕 司 （ 広 島 大 学 ） 、 向 井 田 明 （ RE S

TEC）  
【意見交換会】 同日 16:00～17:00 オンサイトのみ 
 
〇パネルディスカッションのまとめ 
最初に司会より，趣旨説明のために大型衛星における観測ミッションの運用プロセスの

紹介事例が紹介された。小型衛星とは予算規模が桁違いに大きい大型衛星では，JAXAやN
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ASAなどスポンサーとなる宇宙機関に主に所属するプロジェクトマネージャー（PM）の強

力なリーダーシップのもと，ミッションの科学的目的と成果の定義や，センサ開発・衛星

の機体開発・軌道決定・運用体制の調整などを，立案段階から数えると十年近く（場合に

よっては十何年）かけて行う。では，立案から打ち上げまでの俊敏性が魅力の一つである

小型衛星ではどのようにマネージメントをしていくべきか，という問題が提起された。 
続いて，各パネリストが自己紹介を兼ねて多様な体験を披露して意見交換した。近年で

はセンサに割く重量割合が小型衛星でも増加している傾向や，バスなど衛星システム系と

観測センサ系を異なる大学で担当した超小型衛星の事例などが紹介された。特に現在進行

中の「うみつばめ」の場合，複数の組織が人・モノ・技術を各々で提供することで成立す

る「持ち寄りパーティ」のような複合ミッションで，相互に有機的な連携を維持する協働

プロジェクトになっている。その一方で，ライドシェア型の小型衛星サービスなど，観測

系を運用系から分業化することに徹したビジネスも最近は海外で始まっていて，今後どの

ような方向に小型衛星のミッションを発展させていくか関心の集まるところである。 
 

〇意見交換会のまとめ 
小型衛星でも「観測で何をどこまで明らかにするか」というミッション定義は重要で，

観測サイエンス・センサ・衛星システム間の連携のリファレンスになり，次号機への継続

判断にも有効となる。ただし小型衛星の場合，そもそも物理・電力的にセンサ要求の実現

が不可能な場合もあるので，サイエンス目標（サクセス・クライテリア）を柔軟に複数設

定しておいて，衛星開発側と直接検討するのが望ましい。だが，こうした相互信頼関係が

初期段階から構築されていないことが多いため，プロジェクト全体を見渡すPMの力量と，

参加者相互のコミュニケーション能力に依存するところが大きい。 
PMの重要性は，全ての参加者が認めるところであった。協働ミッションの成功には，明

確な指揮体制と連絡経路の構築が不可欠で，短くサイクルを区切って計画と改善を繰り返

していくことが重要である。これにはそれらを統括するPMの経験値を上げていくことが必

要で，若手のPMを育成するためには，観測サイエンス・センサ・衛星システムとのコミュ

ニケーションを継続的に経験していくことが大切である。この方策の一環として，例えば，

UNISEC (NPO法人大学宇宙工学コンソーシアム)の「缶サットコンペティッション」を海

洋観測船上で行い，陸上から完全に切り離された孤立空間である船上での合宿で，変化す

る自然環境の中でいかに精度の良いデータを取得・回収するかを競う，といった理学・工

学の若手人材育成を図る実践教育を行うことが提案された。これについては，次年度具体

的案を検討していきたい。 
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

 

STE研 究 連 絡 会 現 象 報 告 会 お よ び 現 象 解 析 ワ ー ク シ ョ ッ プ (第 二 回 : 

磁 気 圏 ・ 電 離 圏 プ ラ ズ マ 、 超 高 層 大 気 変 動 の 相 互 作 用 ) 

STE events report and analysis workshop(2nd meeting, focus 

on magnetosphere-iososphere-upper atmosphere coupling) 

 

阿 部 修 司 、 九 州 大 学 ・ 国 際 宇 宙 天 気 科 学 ・ 教 育 セ ン タ ー  

 

 
開催日時及び場所： 

令和3（2021）年3月4日、Zoomオンライン 

 

世話人： 

阿部 修司（九州大学 国際宇宙天気科学・教育センター）、西谷 望（名古屋大学 宇
宙地球環境研究所）、海老原 祐輔（京都大学 生存圏研究所）、久保 勇樹（情報通

信研究機構 宇宙環境研究室） 

 

参加者数：38名 

 

研究集会概要と成果 

本研究集会は、Zoomを用いたオンライン研究集会として開催された。第25太陽活動

周期から2年が経過し、日に日に活発になっていく諸々の宇宙天気現象や、過去の現

象解析について多数の講演があった。また、2022年1月に発生したトンガ噴火では、

その影響が電離圏にまで達しており、観測された現象について複数の講演が行われた。

学部生からシニアまで、さらには研究職以外の方も参加し、それぞれの専門分野から

の活発な議論がおこなわれた。 
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  
 
 

台 風 セ ミ ナ ー 2 0 2 1  
T yp h o o n  s e m i n a r  2 0 2 1  

 
宮 本 佳 明 （ 慶 応 大 学 ）  

 
 
 台 風 セ ミ ナ ー 2 0 2 1 を 2 0 2 2 年 3 月 2 4－ 2 5 日 に 開 催 し た 。 こ の セ ミ ナ

ー は 、 台 風 研 究 に お い て 「 こ れ ま で に 何 が 理 解 さ れ 、 い ま 何 が 理 解 さ

れ て い な い の か 、 も し く は 理 解 す る こ と が 求 め ら れ て い る の か ？ そ れ

ら の 理 解 の た め に は ど う す れ ば よ い の か ？ 」 を 徹 底 的 に 議 論 す る 試 み

と し て 2 0 1 1 年 に は じ ま っ た も の で あ る 。 第 1 1 回 目 と な る 今 回 は 、 名

古 屋 大 学 宇 宙 地 球 環 境 研 究 所 を 主 催 と し 、 日 本 気 象 学 会 台 風 研 究 連 絡

会 の 共 催 と し て い る 。 年 度 当 初 は 現 地 開 催 を 予 定 し て い た が 、

C O V I D - 1 9 対 応 と し て Z o o m を 用 い た オ ン ラ イ ン 開 催 と な っ た 。  
 本 セ ミ ナ ー で は 、 台 風 進 路 な ど に つ い て 様 々 な 研 究 を 行 っ て き た 香

港 城 市 大 学 の J o h n n y  C .  L .  C h a n 教 授 を 講 演 者 と し て 招 き 、 台 風 進 路 に

関 わ る 幅 広 い ト ピ ッ ク に つ い て 6 時 間 に わ た っ て 講 演 し て い た だ い た 。

テ ー マ は 下 記 の 通 り で あ っ た 。  
 
  台 風 移 動 の 基 礎 概 念  

( F u n d a m e n t a l  c o n c e p t s  o f  t r o p i c a l  c yc l o n e  m o t i o n )  
  台 風 移 動 の 概 念 の 応 用  

( A p p l i c a t i o n  o f  t h e  t r o p i c a l  c yc l o n e  m o t i o n  c o n c e p t s )  
  北 西 太 平 洋 で の 全 球 数 値 予 報 モ デ ル の 大 き な 台 風 進 路 予 報 誤 差  

( L a r g e  t r o p i c a l  c yc l o n e  t r a c k  f o r e c a s t  e r r o r s  o f  G l o b a l  N W P  m o d e l s  i n  
t h e  w e s t e r n  N o r t h  P a c i f i c )  

 
本 研 究 集 会 に は 、講 演 者 の ほ か 、国 内 外 の 研 究 者 や 学 生 、気 象 庁 職 員 、

民 間 企 業 の 関 係 者 な ど 、 2 3 機 関 か ら 6 0 人 が 参 加 し た 。  
 最 初 の「 台 風 移 動 の 基 礎 概 念 」の 講 義 に お い て は 、指 向 流 、β 効 果 、

非 断 熱 加 熱 の 効 果 に よ っ て 台 風 が 移 動 す る こ と が 歴 史 的 背 景 も 含 め て

丁 寧 に 説 明 さ れ た 。台 風 の 移 動 は 台 風 中 心 か ら 5 - 7°の 範 囲 に お け る 対

流 圏 下 層 か ら 上 層 ま で の 平 均 風 （ い わ ゆ る 「 指 向 流 」 ） に 流 さ れ る と

さ れ る が 、 考 え る べ き 厚 さ は 台 風 の 強 さ に よ り 変 わ る 。 ま た 、 台 風 の

移 動 は 指 向 流 か ら ず れ て お り 、 順 圧 的 な 力 学 の も と で は 非 線 形 β 効 果

に よ り 説 明 さ れ る こ と に つ い て も 詳 し く 述 べ ら れ た 。 さ ら に 、 渦 位 方

程 式 を 用 い て 解 析 を 行 う と 、 非 断 熱 効 果 に よ っ て 渦 位 が 生 成 さ れ 、 そ

れ も 台 風 に 移 動 に と っ て 無 視 で き な い 要 素 と な る こ と も 紹 介 さ れ た 。  
 「 台 風 移 動 の 概 念 の 応 用 」 の 講 義 に お い て は 、 基 礎 編 の 内 容 を 踏 ま

え て 、 複 数 の 台 風 が 存 在 す る 場 合 に 起 こ る 藤 原 効 果 、 台 風 の 転 向 、 海

陸 分 布 、 山 岳 の 影 響 に 関 す る 研 究 が 紹 介 さ れ た 。 古 典 的 に は 台 風 が 複

数 あ る 場 合 に は 、 お 互 い の 重 心 の 運 動 に 相 対 的 に 、 反 時 計 回 り の 回 転

を 示 す こ と が 知 ら れ て い る が 、 近 年 は 台 風 自 身 が 鉛 直 シ ア を 生 み 出 す

た め 、 非 断 熱 加 熱 の 偏 り に と も な う 台 風 移 動 を 動 か す よ う で あ る 。 ま

た 、 同 様 に 、 台 風 の 転 向 も 指 向 流 で な く 、 台 風 自 身 の 作 り 出 す 循 環 で

自 発 的 に 引 き 起 こ さ れ う る こ と も 示 さ れ た 。 海 陸 分 布 を 与 え た 場 合 に
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は 、 海 側 か ら 陸 側 に 吹 き 込 む 風 に 伴 う 摩 擦 収 束 で 対 流 が 発 生 し 、 そ れ

が 引 き 起 こ す 循 環 の 偏 差 に よ っ て 、 台 風 は 陸 に 近 づ く 。 さ ら に 、 台 湾

の よ う な 山 岳 の あ る 島 に 台 風 が 接 近 し た 場 合 に は 、 循 環 場 の 変 化 、 流

れ の せ き 止 め 、非 断 熱 加 熱 な ど 、さ ま ざ ま な 変 化 が 生 じ る こ と に よ り 、

台 風 の 移 動 が 複 雑 化 す る こ と が 紹 介 さ れ た 。  
 最 後 の 「 北 西 太 平 洋 に お け る 全 球 数 値 予 報 モ デ ル の 大 き な 台 風 進 路

予 報 誤 差 」 の 講 義 で は 、 そ れ ま で の 内 容 を 踏 ま え 、 台 風 の サ イ ズ や 強

さ に 誤 り が 混 入 し た た め に 進 路 予 報 が 外 れ た と 考 え ら れ る ケ ー ス な ど

が 紹 介 さ れ た 。  
 台 風 進 路 は 防 災 上 非 常 に 重 要 な テ ー マ で あ り な が ら 、 日 本 で は そ れ

を 主 た る 研 究 対 象 と す る 研 究 者 が あ ま り い な い の が 現 状 で あ る 。 今 回

の 講 演 で は 、 最 先 端 の ト ピ ッ ク が カ バ ー さ れ 、 多 く の 参 加 者 が 最 先 端

の 知 見 を 吸 収 す る 絶 好 の 機 会 と な っ た は ず で あ り 、 ま た 、 未 解 決 問 題

と し て 議 論 さ れ た 内 容 は 学 生 の 多 く を 刺 激 し た と 思 わ れ る 。 参 加 者 か

ら の 質 疑 も 非 常 に 積 極 的 に 行 わ れ 、 休 憩 時 間 も 活 発 な 議 論 が な さ れ て

い た 。 今 回 の セ ミ ナ ー が 今 後 の 日 本 で の 台 風 進 路 研 究 の 発 展 に 貢 献 す

る こ と を 期 待 し て や ま な い 。  
 C O V I D - 1 9 で 研 究 者 同 士 で の 議 論 の 場 が 限 ら れ て い る こ と も あ り 、台

風 セ ミ ナ ー 初 日 の 夜 に は オ ン ラ イ ン 会 合 の ソ フ ト ウ ェ ア で あ る

g a t h e r t o w n を 用 い て 、懇 親 会 も 試 み た 。 J o h n n y  C h a n 先 生 も 参 加 し て く

だ さ り 、 台 風 の 進 路 に 数 値 モ デ ル の 雲 物 理 パ ラ メ タ リ ゼ ー シ ョ ン が 影

響 す る 可 能 性 な ど に つ い て 議 論 を 行 う こ と が で き た 。 懇 親 会 に は 大 学

院 生 も 参 加 し て お り 、J o h n n y  C h a n 先 生 と 直 接 議 論 を す る 良 い 機 会 を 提

供 で き た と 考 え ら れ る 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図．参加者の様子(1 枚目の左上が Prof. Johnny Chan)。 
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

 

衛 星 観 測 ・ 地 上 観 測 ・ モ デ ル ・ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ る 内 部 磁 気 圏 波

動 粒 子 相 互 作 用 の 統 合 研 究 検 討 会  

Wave-particle interactions in the inner magnetosphere by sat

ellite/ground-based observations and by modeling/simulation s

tudies 

 

加 藤 雄 人 、 東 北 大 学 ・ 大 学 院 理 学 研 究 科  

 

 
1. 概 要  
本 研 究 集 会 で は 、 内 部 磁 気 圏 に お い て 波 動 粒 子 相 互 作 用 が 果 た す 役
割 を 究 明 す る た め に 、 衛 星 ・ 地 上 観 測 結 果 の 解 析 お よ び モ デ ル ・ シ
ミ ュ レ ー シ ョ ン と の 連 携 に つ い て 議 論 し た 。 地 球 電 磁 圏 の 衛 星 観
測 ・ 地 上 観 測 な ら び に シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 究 を 専 門 と す る 研 究 者 に
参 加 い た だ き 、 あ ら せ （ E R G） 衛 星 や V a n  A l l e n  P r o b e s衛 星 な ど 地
球 内 部 磁 気 圏 を 飛 翔 す る 衛 星 で 得 ら れ た デ ー タ を 用 い た 、 放 射 線 帯
粒 子 お よ び 内 部 磁 気 圏 ダ イ ナ ミ ク ス に 関 す る 観 測 的 お よ び 理 論 的 研
究 の 成 果 報 告 を 行 っ た 。 ま た 、 あ ら せ サ イ エ ン ス 会 議 な ら び に ISE E
研 究 集 会 「 内 部 磁 気 圏 研 究 集 会 ： 放 射 線 帯 粒 子 の 加 速 と 消 失 」 （ 代
表 者 ： 東 京 大 学 ・ 桂 華 邦 裕 ） と 共 同 開 催 し 、 あ ら せ 衛 星 に 搭 載 さ れ
て い る 観 測 機 器 お よ び 取 得 デ ー タ の 最 新 状 況 を 共 有 し た 。 ま た 、 統
合 デ ー タ サ イ エ ン ス セ ン タ ー ・ ERG -SC側 サ イ エ ン ス セ ン タ ー と 連 携
し 、 デ ー タ 解 析 ツ ー ル SPEDASの 講 習 会 を 、 初 級 者 向 け に 実 施 し た 。  
 
2. 実 施 内 容  
令 和 3年 10月 1 2日 お よ び 1 3日 ま で Zo omを 用 い て オ ン ラ イ ン で 開 催 し 、
約 7 0名 が 参 加 し た 。 初 日 午 前 に あ ら せ 衛 星 搭 載 観 測 機 器 の 最 新 状 況
の 報 告 、 午 後 に 当 該 機 器 を 主 に 用 い た 最 新 研 究 の 報 告 お よ び 科 学 議
論 を 行 っ た 。 二 日 目 は 午 前 に 将 来 構 想 検 討 会 を 実 施 し て 、 203 0年 代
以 降 の 将 来 ミ ッ シ ョ ン に 繋 が る 理 論 研 究 や 観 測 機 器 開 発 に つ い て の
科 学 議 論 を 行 な っ た 。 同 日 午 後 に は SP EDAS解 析 講 習 会 を Z oomを 用 い
て 実 施 し た 。 研 究 集 会 プ ロ グ ラ ム を 次 項 に 示 す 。  
 
3. 成 果  
(1)  学 生 や 若 手 研 究 者 が 研 究 成 果 や 初 期 解 析 の 状 況 を 発 表 し 、解 析 の

手 法 や 方 針 等 に つ い て 観 測 器 PIと 直 接 議 論 し た 。  
(2)  あ ら せ 衛 星 と 地 上 光 学・電 波・レ ー ダ ー 観 測 網 と の キ ャ ン ペ ー ン

観 測 に 関 す る 最 新 の 成 果 や 将 来 の 観 測 戦 略・運 用 計 画 に つ い て 議
論 し た 。  

(3)  解 析 講 習 会 で は 、 YouTubeに ア ッ プ ロ ー ド し た Tutori al動 画 や Zo
o mブ レ イ ク ア ウ ト ル ー ム な ど オ ン ラ イ ン ソ フ ト ウ ェ ア の 機 能 を
有 効 に 活 用 し 、対 面 の 講 習 会 と 同 レ ベ ル の 講 習 を 実 施 し た 。デ ー
タ 解 析 初 級 者 が SPEDAS解 析 ツ ー ル を 使 っ て 、あ ら せ 衛 星 デ ー タ 解
析 の 基 礎 を 習 得 し た 。  
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発 表 プ ロ グ ラ ム  

10月12日(火) 10:00-12:00  

・ 三好由純（名古屋大学ISEE）, 篠原育（JAXA/ISAS）, ERGプロジェクト報告 

・ 松岡彩子（京都大学）, MGF 報告 

・ 笠原禎也（金沢大学）, PWE報告 

・ 風間洋一（ASIAA/SINICA）, LEP-e報告 

・ 笠原慧（東京大学）, MEPs報告 

・ 堀智昭（名古屋大学ISEE）, ERG-SC報告 

・ 細川敬祐（電気通信大学）, PsAの観測計画 

・ T. Hori (ISEE, Nagoya Univ.) 他, Error evaluation for energetic electron fluxes 

measured by Arase/HEP 

・ C.-H. Jun (ISEE, Nagoya Univ.) 他, Comparison between MEPi and LEPi 

13:30-14:40  

・ 小川泰信（国立極地研究所）,EISCAT国内推進室,EISCAT_3Dとあらせ衛星の連携について 

・ 桂華邦裕（東京大学）, Review of recent research on the ring current 

14:55-17:25  

・ S. Fukuoka (ISEE, Nagoya Univ.) 他, Development of radiation belt forecast model 

based on the recurrent neural network 

・ 中村 紗都子（名古屋大学ISEE） 他, あらせ衛星の直方体形状による衛星電位スピン変

調と衛星表面帯電モデルとの比較 

・ 高田知弥（名古屋大学ISEE） 他, Outflow of ionospheric ions associated with SAPS 

observed by SuperDARN, Arase, and DMSP satellites 

・ Sandeep Kumar (ISEE, Nagoya Univ.) 他, A comparative study on electron contribution 

to the ring current during CME and CIR driven geomagnetic storms using RAM-SCB 

simulations and Arase and ground magnetic data 

・ 南條壮汰（電気通信大学） 他, デジタルカメラで捉えた脈動オーロラの内部変調 

 

10月13日(水) 

09:00-12:30 将来構想検討会 

・ 司会：中村紗都子（名古屋大学ISEE） 

・ 話題提供者（順不同）：南條壮太、菊川素如、坂野井健、関華奈子、山本和弘、栗田怜、

Yikai Hsieh、土屋史紀、三好由純、浅村和史、坂口香織、西谷望 

13:30-16:00 SPEDASデータ解析講習会 
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

 

海 洋 乱 流 の 観 測 お よ び モ デ リ ン グ に 関 す る 研 究 集 会  

Workshop for Observational and Modeling Studies of Ocean Turbulence 
 

古 市 尚 基 （ 水 産 研 究 ・ 教 育 機 構 水 産 技 術 研 究 所 ）  

 

 
 気候変動に関する政府間パネル（IPCC）「変化する気候下での海洋・雪氷圏に関する IPCC
特別報告書」政策決定者向け要約の概要（2019 年 9 月承認；環境省仮訳）によれば、21 世

紀にわたって海洋は、水温の上昇、海洋上層部での成層の強化、酸性化の進行、酸素の減

少、および純一次生産の変化を伴って、先例のない状態に移行すると予測される。また同

報告書は、海洋熱波及び極端なエルニーニョ現象及びラニーニャ現象はさらに頻繁に起こ

るようになり、大西洋子午面循環は弱まることも予測している。これらの現象をはじめと

して、海洋の地球環境変動に果たす役割は極めて大きく、その役割を適切に評価・予測し

ていく上で、海洋モデルの高精度化は必要不可欠な課題である。しかし現状では、これら

のモデルの予測信頼性は十分とは言い難い。その主要な原因の一つとして、大気―海面境

界間や海洋内部での熱・物質の輸送や、海洋内における成層の形成・維持と密接に関連す

る海洋混合過程とそれを駆動する乱流現象が十分に解明されていないことが挙げられる。 
 近年海洋乱流・混合の研究は活発化しているが、その対象規模の小ささや関連現象の複

雑さのため海域毎の個別の事象として扱われることも多く、普遍的な力学の解明にはそれ

らの研究を紡ぐ場が必要である。そこで本研究集会は、乱流に係る観測やモデリングなど

を専門とする全国の研究者が集い、互いの知識や疑問点を共有し、海洋乱流に関する理解

を深めるとともに、力学研究にとどまらず、海洋乱流が海洋内の物質循環・生態系への影

響解明に向けて、分野横断的な研究展開を進めていくことを目的として集会を開催した。 
 開催方法として、年に一回、研究者が一同に会し、研究発表を行った。また、新型コロ

ナウィルス拡大への対応のため、現地開催とオンライン参加とを併用したハイブリッド型

の集会として実施した。 

 本研究集会でのプログラムを表-1 に示す。講演件数は 12 件で当初想定通りの数となった。

提供話題として、海洋表層、海底近傍、深海域、および大気境界層での乱流過程、乱流が

粒子動態に及ぼす影響、黒潮域での乱流やその生態系への寄与等に係る多岐に渡る内容が

発表された。参加者数やその構成について、大学、国立研究開発法人、民間機関等、海外

機関から約 40 名（延べ約 80 名）が参加し、本テーマが多様な分野・機関のメンバーから

の関心を集めているといえる。特にオンライン開催の利点であるだろうが、海外から本集

会に参加したメンバーもいた。集会内では、学会等の大規模発表と異なり、自由な雰囲気

のもと、各々の今後の活動に寄与していくような活発な質疑応答がなされ、本研究集会が

コミュニティの形成・活性化や若手の育成の場として大きく寄与したと判断できる。 
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表-1 研究集会のプログラム 

11 月 29 日（月） 

13:00-13:10 趣旨説明 

13:10-13:40 深海における乱流混合効率の変動性について 
伊地知 敬（東大院理） 

13:40-14:10 
構造関数法を用いた乱流運動エネルギー散逸率の時系列観測 

付悦（九大応力研）、遠藤貴洋、堤英輔、井上龍一郎、長井健容、中村啓彦、仁科

文子 

14:10-14:40 砕波しない波による乱れの生成機構のエンストロフィー解析に基づく解明 
今村春香、吉川裕（京大院理） 

14:40-15:10 休憩 

15:10-15:40 
Composite time-series analysis of near-surface aerosols in strong wind events at 

Cape Hedo 
Yingnan Jiang and Hidenori Aiki（名古屋大学 ISEE） 

15:40-16:10 
投下式乱流微細構造プロファイラー（VMP-X）を用いた深海乱流の計測について 

古島靖夫（JAMSTEC）、田中衛、長尾正之 

16:10-16:40* 
Ageostrophic anticyclonic instability が励起する内部波の砕波シミュレーション 

大貫 陽平（九大応力研）, Sylvain Joubaud, Thierry Dauxois 
16:40〜17:30 議論・予備時間 
11 月 30 日（火） 

9:30〜10:00 

How a Small Reef in the Kuroshio Cultivates the Ocean 
Daisuke Hasegawa (FRA), Takeshi Matsuno, Eisuke Tsutsumi, Tomoharu 
Senjyu, Takahiro Endoh, Takahiro Tanaka, Naoki Yoshie, Hirohiko Nakamura, 
Ayako Nishina, Toru Kobari, Takeyoshi Nagai, Xinyu Guo 

10:00〜10:30 
Energetic turbulence and nonlinear internal waves in Tokara Strait 

Anne Takahashi (APL-UW), Ren-Chieh Lien, Eric Kunze, Hirohiko Nakamura, 
Ryuichiro Inoue, and Eisuke Tsutsumi  

10:30〜11:00 

黒潮・潮流・地形間相互作用による乱流混合の観測と数値モデリング：トカラ海峡の平

瀬近傍における研究例 
堤英輔（東大 AORI）、井上龍一郎、長井健容、中村啓彦、仁科文子、長谷川大介、

松野健、遠藤貴洋、千手智晴、郭新宇 

11:00〜11:30 
表層混合層乱流による沈降粒子粒径スペクトルの変形に関する数値実験 

西野圭佑（電中研），吉川裕 
11:30〜13:00 休憩 

13:00〜13:30 
堆近傍の粒子物質輸送過程に関する数値的研究 

古市尚基（水産機構） 

14:30〜14:00 
風成エクマン流の回転水槽実験 

相木秀則（名古屋大学 ISEE） 
14:00〜14:30 総合討論 
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

 

極 域 電 離 圏 に お け る 電 離 大 気 流 出 現 象 の メ カ ニ ズ ム 解 明 に 向 け た 戦 略

的 研 究  

Strategic Research for understanding Ion Outflow in the Eart

h's Polar Ionosphere 

 

齋 藤  義 文  

宇 宙 航 空 研 究 開 発 機 構 ・ 宇 宙 科 学 研 究 所 ・ 太 陽 系 科 学 研 究 系  

 

本研究集会の目的は、宇宙科学研究所の SS-520-3 号機観測ロケット打ち上げ後に、

SS-520-3 号機観測ロケット実験の飛翔結果を持ち寄り、観測ロケット実験グループ・

地上観測グループの間の取得データの比較検討を通して成果最大化に向けての議論を

行うことである。 

 

SS-520-3 号機観測ロケット実験の目的は、ノルウェーのスバールバル諸島スピッツ

ベルゲン島から観測ロケット SS-520-3 号機を打ち上げ、昼間側カスプ領域における電

離大気加速/加熱・流出現象の直接観測を行うことでこの電離大気の加速/加熱メカニズ

ムを明らかにすることであった。当初、SS-520-3 の打ち上げは 2017 年 12 月 6 日から

19 日の間を目指していたが、噛み合わせ試験の最終段階でタイマ試験においてコマン

ド抜けが確認された。当該実験は海外打上げであることから、機材輸送は打上げ時期の

約 2 か月前（10 月中旬）が制約になっていたが、出荷時期までに当該不具合事象の技

術的な確認および処置の完了がさせることが困難であると判断されたため実験実施は

延期されることとなった。その後、予算的な問題から度重なる延期が続き、令和２年度

にようやく SS-520-3号機観測ロケット打ち上げが確定したものの、今度は COVID-19 の

感染拡大に伴い再延期を余儀なくされた。本年度に入ってからも COVID-19 の影響はあ

ったが、多くの方々からの支援を頂き、令和 3年 11月 4日 10:09:25UTに無事、SS-520-3

号機観測ロケットは打ち上がり、搭載観測装置もほぼ全てが正常に動作して予定してい

た昼間側カスプ上空における電離大気加速/加熱・流出現象の直接観測を行うことに成

功した。 

 

本研究集会は、コロナウィルス感染の状況を鑑みて zoom を用いたオンライン会合と

して 3月 29日に開催し 16名の出席者があった。 

 

研究集会では、まず最初に、スピッツベルゲン島における SS-520-3 号機観測ロケッ

トの打ち上げ準備作業の紹介と、観測ロケットの飛翔結果の報告があった後、観測ロケ

ット飛翔時の地上観測データが紹介された。続いて、SS-520-3 号機観測ロケット実験

で取得されたデータの概要とその初期データ解析の状況について、搭載観測装置担当か
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ら紹介があった。その結果、SS-520-3 号機観測ロケットはターゲットとしていたカス

プ を APEXより少し前からそれ以降の間飛行することができたこと、全ての搭載観測装

置は観測データの取得に成功したこと、地上のレーダー EISCAT の観測データも観測

ロケット打ち上げ期間の前後で取得することができたことなどを確認することができ

た。 

 

その後、今後のデータ解析の方針について活発な議論が行われた。研究集会の時点ま

では、個々の観測装置のデータの処理・解析を進めて来たが、研究集会で、搭載各観測

装置のデータを持ち寄って確認したことで、今後複数の観測装置のデータを解析するこ

とで成果が得られそうな研究項目が複数あることを確認することができた。具体的には

今後、 

• SAS（太陽センサー） – DFG（磁力計） の解析による姿勢データの補完と、沿

磁力線電流の導出 

• LEP-i,e （低エネルギーイオン・電子観測装置）– DFG の解析による低エネルギ

ー粒子のピッチ角分布の導出  

• LEP-i –IMS（低エネルギーイオン質量分析器） のデータ比較による、高時間分

解能のイオンのエネルギー・方向・質量分布の変化の導出 

• FLP（ラングミュアプローブ）– TSA（熱的イオン観測装置） のデータ比較によ

るイオンフローの推定 

などを進める一方で、所期の目的である、電離大気の流出メカニズムの解明に向けて、 

LFAS（低周波波動解析システム）・IMS・ TSA・NEI/PWM（高周波プラズマ波動・イン

ピーダンスプローブ）の同時データ解析による、イオンの垂直加熱メカニズムの解明

を進めるという大まかな方針とそのスケジュールについて共通の理解を得ることが

できた。 

今後、本研究集会の議論に沿って、複数の観測装置のデータの解析を進める事で、

所期の目的である、電離大気の流出メカニズムの解明につながる成果が得られるもの

と期待している。 
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

 

ジ オ ス ペ ー ス に お け る プ ラ ズ マ ・ 高 エ ネ ル ギ ー 粒 子  

ダ イ ナ ミ ク ス 研 究 会  

Workshop on plasma and high-energy particle dynamics 

in geospace 

篠 原  育  宇 宙 航 空 研 究 開 発 機 構 /宇 宙 科 学 研 究 所  

 
ジオスペースにおいて観測される高エネルギー粒子加速現象は，リコネクション加速に

せよ，放射線帯内部の波動-粒子相互作用にせよ，加速に至るまでに全貌を考えると空間的

に広い領域を舞台とた現象である．このような現象を観測的に理解に繋げるためには多衛

星観測は不可欠なものであることから，各種の観測衛星の観測および観測データに深い知

見を持つ研究者が一堂に会して，それぞれの衛星のデータについての理解を共有しつつ，

議論を行うことを目的として，本研究集会を開催した。二日間の日程で、延べ 100 名を超

える参加者が研究集会に参加し、計 19 件の科学解析報告や将来観測計画の紹介などがなさ

れた。特に，年度末開催の狙いの一つである大学学部生や大学院生による卒論・修論テー

マの成果報告を通して，柔軟な発想に基づくユニークな研究成果を共有できたことが有意

義であった． 残念ながら今回は，粒子加速研究にとっての将来の観測計画についてまで議

論を広げる機会をもてなかったが，引き続き，ジオスペース，ひいては太陽圏における粒

子加速を視野に将来構想も含めた議論を続けていきたい． 
なお，本研究集会は名古屋大学宇宙地球環境研究所 研究集会「内部磁気圏研究会：プラ

ズマ波動解析ワークショップ」との同時開催とし，地球電磁気・地球惑星圏学会の粒子加

速研究分科会との共催として開催した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図. 研究集会 1 日目の様子 
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

 

太 陽 地 球 惑 星 圏 の 研 究 領 域 の 将 来 衛 星 計 画 ロ ー ド マ ッ プ 策 定 に 向 け た

研 究 会  

Meeting on Future Satellite Mission Roadmap in the Research 

Field of Solar Terrestrial Physics 

 

中 村  正 人  

宇 宙 航 空 研 究 開 発 機 構 ・ 宇 宙 科 学 研 究 所 ・ 太 陽 系 科 学 研 究 系  

 
太陽地球惑星圏の研究領域では、地球電磁気地球惑星圏学会（SGEPSS）を母体とする

タスクチームが中心となって、２０２５年以降の人工飛翔体を用いた将来ミッションのロ

ードマップの策定に向けて、２０１９年 10 月から２０２０年 11 月まで全１６回に渡って、

月１回程度のペースで、太陽地球惑星圏の研究領域の将来ロードマップ作成に向けた勉強

会をインターネット上の会合の形で開催した。その後、勉強会で取り上げられた将来衛星

ミッションに関するアイデアや、勉強会の終了後に募集した将来衛星ミッションに関する

キーワードを元に、ロードマップの策定作業を進めている。このような状況のもとで開催

した本研究集会の目的は、２０２５年以降の人工飛翔体を用いた太陽地球惑星圏の研究領

域の将来ミッションロードマップの策定の最終ステップとして、関連する研究者が一同に

会して、策定途中のロードマップ案に関して議論することで、将来のミッションで解明す

べきサイエンス、実施すべき衛星ミッションを明らかにし、ロードマップの策定作業を進

めることであった。 
本研究集会は、コロナウィルス感染の状況を鑑みて zoom を用いたオンライン会合と

して 3月 31日に開催し 41名の出席者があった。 

 
研究集会は、当該分野の宇宙理学委員会委員からミッション提案に関する最新の情報を

紹介したセッション「新しいミッション提案についての報告」、当該分野の新しいロードマ

ップについての発表と議論で構成したセッション「STP の新ミッションロードマップにつ

いて」、そしてその後の全体議論の３部構成とした。 
 
「新しいミッション提案についての報告」のセッションでは、ここ数年変化しつつある

ミッションカテゴリの定義の変遷の経緯の紹介の後、新しくなった戦略的中型ミッション

の立ち上げ方法の紹介と、今後戦略的中型ミッションを提案する役割を担う GDI について

の考え方や GDI 立ち上げの現状が紹介された。その後、新たに多様な公募の発出が計画さ

れている公募型小型ミッションについて、今後の公募の考え方や公募発出スケジュールな

どが紹介された。 
 
「STP の新ミッションロードマップについて」のセッションでは、まず最初に新しいロ
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ードマップの叩き台が紹介された。分野の目指す最終的な目標が何であるかを示した後、

その最終的な目標に向かうミッションのロードマップの案が示された。その後、現在宇宙

理学委員会のワーキングループ、リサーチグループなどで検討が進められている、将来ミ

ッションの検討状況などについての報告があった。続いて、昨年度の同名の研究集会にお

いて実施したパネルディスカッションのパネリストグループに、現在検討の進んでいるミ

ッションの一歩先の将来にあるミッションについて、そのミッションコンセプトを考える

という課題を研究集会前に渡しておき、研究集会の場でミッションコンセプトの紹介を依

頼した。その上で、現在検討の進んでいるどのミッションがそれらのミッションにつなが

って発展していくのかについての質疑応答・議論が行われた。これにより、今後ミッショ

ン提案を進めていくにあたり必要となる戦略性をどのように新しいロードマップに入れ込

んで行くべきかについて、一定の理解を得ることができた。 
 
全体議論においては、新しくなった戦略的中型ミッションの立ち上げ方法や、今後の公

募型小型ミッションの考え方についての議論があった。STP の新ミッションロードマップ

に関しては、研究集会で紹介された将来ミッションのコンセプトを、新ロードマップの上

に配置すべく、集会後にコンセプトを深化させるための検討を進めることを各グループに

依頼して今回の研究集会を閉会することとした。２０２２年度も同様のテーマの研究集会

を提案して採択されており、ロードマップ策定作業のマイルストーンにおける全体集会と

いう位置付けで、今度は可能な限り実体で会合を開催させていただきたいと考えている。 
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

 

第 ３ ３ 回 名 古 屋 大 学 宇 宙 地 球 環 境 研 究 所 年 代 測 定 研 究 部 シ ン ポ ジ ウ ム  

The 33rd symposium on chronological research at the Division

 for Chronological Research, Institute for Space-Earth Envir

onmental Research, Nagoya University in 2021 

 

加 藤 丈 典 、 名 古 屋 大 学 ・ 宇 宙 地 球 環 境 研 究 所  

 

 

 年 代 測 定 研 究 部 は 2022年 1月 21日（ 金 ）に 、 Zoomに よ る オ ン ラ イ ン 形

式 で 中 期 目 標 ・ 中 期 計 画 第 ３ 期 の 活 動 を 広 く 報 告 す る た め に 表 題 の シ

ン ポ ジ ウ ム を 開 催 し た 。 参 加 者 は 14名 で 、 1 1件 の 発 表 が 行 わ れ た 。 共

同 利 用 ・ 共 同 研 究 に 関 連 し 、 さ ま ざ ま な 機 関 の 研 究 者 ら に よ り 、 環 境

学 、 地 質 学 、 装 置 開 発 、 歴 史 学 な ど 幅 広 い 分 野 に 関 す る 発 表 が な さ れ

た 。 ま た 、 本 シ ン ポ ジ ウ ム の 発 表 内 容 を 中 心 に 、 共 同 利 用 ・ 共 同 研 究

の 成 果 な ど を ま と め た「 名 古 屋 大 学 年 代 測 定 研 究  vol. 6」を 刊 行 し た 。 

 

 

発 表 リ ス ト は 以 下 の と お り で あ る 。  

 

・  三 角 州 堆 積 物 へ の OSL年 代 測 定 適 用 性 の 検 証  

・  名 古 屋 港 海 底 泥 中 に 見 つ か る 炭 酸 塩 コ ン ク リ ー シ ョ ン の 形 成 年 代  

・  菊 川 周 辺 に お け る 放 射 性 炭 素 の 海 洋 リ ザ ー バ ー 効 果 の 予 察 結 果  

・  土 壌 資 料 の S r同 位 体 分 析 よ り 推 定 す る 立 部 遺 跡 火 葬 墓 S T 2 0 0 5の 成

り 立 ち  

・  沈 み 込 み 初 期 に お け る 北 西 イ ン ド Nida rオ フ ィ オ ラ イ ト 層 火 成 岩 類

の 成 因  

・  1 4 Cと 有 機 成 分 を ト レ ー サ ー と し て 用 い た 炭 素 質 エ ア ロ ゾ ル の 発 生

起 源 解 析  

・  日 高 山 脈 東 側 の 2000年 前 以 降 の 花 粉 相 の 推 移 と 特 徴  

・  小 惑 星 リ ュ ウ グ ウ の テ ク ト ニ ク ス 最 若 年 代 を 示 す グ ル ー ブ マ ー ク  

・  ト リ プ ル 四 重 極 質 量 分 析 装 置 を 用 い た 8 7 S r / 8 6 S r同 位 体 分 析 の 現 状

に つ い て  

・  名 古 屋 大 学 タ ン デ ト ロ ン AMS 1 4 Cシ ス テ ム の 現 状 と 利 用 （ 2021）  

・  CHIMEの 現 状 と 利 用 （ 2021）  

 

260



（別紙様式６－２） 

研究会「GEO-X 計画と太陽系 X 線天文学へ向けて」 

Toward solar system X-ray astronomy 

石川久美 東京都立大学理学研究科 

地球磁気圏 X 線撮像計画 GEO-X は世界初の昼側地球磁気圏の  X 線撮像を狙う

衛星計画である。本研究会では GEO-X ミッションとそれを可能にする技術開

発、さらに関連した将来計画やサイエンスについて議論を行う。また一部、海

外研究者も招き、太陽系 X 線観測の国際セッションとした。研究会プログラム

を  h t tp s : / / t o kus u i - ge o x . jp / g e o x - me e t i ng - 2 0 22 / にて公開している。

参加者は、オンライン形式での開催だったため、セッション時間により随時変

動があり、正確な人数の把握をすることは難しいが、事前の参加申し込み状況

および当日の飛び入り参加状況から最大で 50 人 + アルファ程度であった。 

会議は、話題に応じて 4 つのセッションに分けた。第 1 が「GEO-X ミッショ

ン」であり、GEO-X 計画の概要および各機器の開発現状の発表があった。第 2

が「期待されるサイエンス &コラボレーション」で、すざく衛星による地球周

辺の観測結果、グローバル MHD シミュレーションを用いた観測予測、あらせ衛

星や地球外圏大気の観測結果などについての報告があった。また、GEO- X 以外

の地球周辺観測を目指した計画についての発表があった。第 3 は国際セッショ

ン 「 Toward solar 

system X-ray 
astronomy  」 で、  太陽系
天体からの  X 線放射につ
いて、全体のレビューお
よび木星、火星、土星、
月などについての観測結
果の講演があった。最後
のセッション「超小型深
宇宙探査を可能とする技
術 & プ  ロ  グ ラ  ム  」 で は  、
JAXA  における超小型衛星
を活用したプロジェクト
の現状と展望について報
告があった。これらの講
演により、予定していた
GEO  - X 計画とその技術開
発の現状、関連した将来
計画などについて広い議
論を行うことができた。 発表者のまとめ
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太陽系  X  線観測結果のまとめと、超小型衛星技術およびプログラムについて議 
論するこ  と  で、GE  O  - X の先の新たなミッションの提案、といった次のステッ
プへの見通しが良くなった。
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

 

2021年 度 太 陽 地 球 圏 環 境 予 測 の た め の モ デ ル 研 究 の 展 望  

Prospects of modeling for Sun-Earth environment predictions: 

2021 meeting 

 

塩 田 大 幸 、 情 報 通 信 研 究 機 構 ・ 電 磁 波 研 究 所  

 

 

 
2022年 3月 29日 (火 )の 日 程 で 、「 2021年 度 太 陽 地 球 圏 環 境 予 測 の た め

の モ デ ル 研 究 の 展 望 」を オ ン ラ イ ン 開 催 し ま し た 。本 研 究 集 会 は 、 201

6年 度 〜 2019年 に 新 学 術 領 域 研 究「 太 陽 地 球 圏 環 境 予 測 (PSTEP)」(2015

-2019, 代 表 :草 野 完 也 )と 宇 宙 地 球 環 境 研 究 所 の 共 催 と し て 開 催 し 、宇

宙 天 気 情 報 の ユ ー ザ ー ニ ー ズ の 観 点 か ら 掲 げ た 課 題 （ 電 波 伝 搬 ・ GIC・

衛 星 帯 電・航 空 機 被 ば く )に 関 わ る モ デ ル 研 究 の 現 状・課 題 を 集 中 議 論

し 、 PS T EP推 進 の 一 助 と し て の 役 割 を 果 た し ま し た 。 20 20年 度 以 降 は 、

前 述 の PSTEPで 取 り 組 ん だ 課 題 に 直 結 し た テ ー マ に と ど ま ら ず 、広 く 太

陽 地 球 圏 環 境 に わ た る 現 象 の 再 現 と 予 測 に む け て 、 各 モ デ ル の 課 題 ・

予 測 に 関 す る 集 中 し た 議 論 を 行 う 会 と し て 企 画 し 、 開 催 し て い ま す 。  

 20 21年 度 は 、 20 20年 度 の 経 験 か ら 議 論 時 間 を 十 分 に と る こ と と し 、

招 待 講 演 を 中 心 に 構 成 し ま し た 。 講 演 者 の 皆 様 に は 最 新 成 果 か ら 今 後

へ の 提 言 ま で 包 括 的 に 講 演 い た だ き 、 活 発 な 議 論 が 展 開 さ れ ま し た 。

具 体 的 に は 次 の と お り で す 。  
ベ ク ト ル 場 を 記 述 す る 新 体 系 の 構 築 か ら は 、 太 陽 コ ロ ナ 磁 場 や 太 陽 風

加 速 へ の 有 効 性 、 モ デ リ ン グ 進 展 の 可 能 性 が 予 感 さ れ る と と も に 、 太

陽 風 や 地 球 磁 気 圏 内 に 存 在 す る 乱 流 磁 場 へ の 適 用 可 能 性 も 見 出 さ れ ま

し た 。 続 い て 、 多 階 層 に わ た る 太 陽 大 気 モ デ リ ン グ に つ い て 目 を 見 張

る 最 新 成 果 の 紹 介 が あ り 、 コ ロ ナ 加 熱 ・ 太 陽 風 加 速 問 題 の 発 展 も さ る

こ と な が ら 、 今 は 計 算 機 資 源 的 に 困 難 な が ら も 将 来 的 に グ ロ ー バ ル モ

デ ル と の 連 携 で 様 々 な 展 開 が 予 感 さ れ ま し た 。  

太 陽 大 気 の 加 熱 や 粒 子 加 速 に 重 要 な 衝 撃 波 に つ い て 、 極 め て 洗 練 さ

れ な が ら も 学 部 生 に も 解 り や す い 講 演 が な さ れ 、 観 測 も シ ミ ュ レ ー シ

ョ ン も 分 解 能 が 向 上 し た 現 代 に 向 け て 提 言 が あ り 、 次 代 を 担 う 世 代 へ

大 変 な 刺 激 と な り ま し た 。 磁 気 リ コ ネ ク シ ョ ン に 関 わ る 最 新 研 究 紹 介

か ら は 、SE P等 に つ な が る 粒 子 加 速 の 新 し い 描 像 が 得 ら れ る と と も に 、

P I C計 算 の 課 題 整 理 を 通 し て 計 算 機 環 境 の 確 保 に つ い て 分 野 と し て の

問 題 意 識 が 共 有 さ れ ま し た 。惑 星 科 学 分 野 の 包 括 的 な 動 向 紹 介 か ら は 、

惑 星 進 化 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 最 新 成 果 を 通 し て 、 長 期 変 化 の 観 点 で の

太 陽 地 球 圏 モ デ リ ン グ 、 多 流 体 モ デ ル の 地 球 圏 へ の 適 用 等 を 考 え る き

っ か け が 得 ら れ ま し た 。 ま た 、 時 間 ス ケ ー ル が 大 き く 異 な る モ デ ル 間

の 結 合 の 検 討 状 況 は 、 今 後 実 質 的 に 参 考 に し た い と 思 わ れ る も の で し

た 。  
 年 度 末 の 慌 た だ し い 日 程 で し た が 、 今 回 も 学 部 生 か ら シ ニ ア に わ た

る 幅 広 い 年 代 の 方 に 参 加 い た だ く こ と が で き ま し た 。 モ デ ル 研 究 を キ

ー ワ ー ド に 多 分 野 の 研 究 者 が 一 同 に 議 論 で き る 貴 重 な 場 と な っ て お り 、

今 後 も 継 続 し て い き た い と 考 え て い ま す 。  
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●プログラム（敬称略、★は招待講演） 

---------------------------------------- 

2022/3/29(火 )  

---------------------------------------- 

 

9:45 -  9:50  趣旨説明 

9:50 - 10:50  吉川顕正 (九州大学理)★ 

 3次元拡張した磁場動標構におけるベクトル場幾何的発展の記述 

10:50 - 11:50  飯島陽久 (名大 ISEE)★ 

 太陽大気の輻射磁気流体モデルにおける現状と課題 

11:50 - 12:00  議論 

12:00 - 13:10  休憩 

 

13:10 - 14:10  羽田亨 (九州大学総理工)★ 

 中間衝撃波を見つけてください 

14:10 - 14:40  銭谷誠司(神戸大学), 三好隆博(広島大学), 山本百華(神戸大学)★ 

 乱流磁気リコネクションのシミュレーション研究と GPU時代の展望 

14:40 - 14:50  議論 

14:50 - 15:00  休憩 

15:00 - 15:40  寺田直樹 (東北大学)★ 

 惑星大気散逸・進化シミュレーションの現状と今後の展望 

15:40 - 15:50  中溝葵 (NICT) 

  磁気圏 MHDモデル改良版の現状と展望 

15:50 - 16:10  塩田大幸 (NICT) 

   太陽圏モデリングの現状と展望 

16:10 - 16:30  議論 
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

 

ア ジ ア 高 山 域 に お け る 氷 河 融 解 を 加 速 す る 光 吸 収 性 不 純 物 に 関 す る  

研 究 集 会  

Study of light absorbing impurities accelerating  

glacier ablation in High Mountain Asia 

 

坂 井 亜 規 子 、 名 古 屋 大 学 ・ 環 境 学 研 究 科  

 

 
＜ 概 要 ＞  

世 界 の 山 岳 氷 河 は 地 球 温 暖 化 に よ り 縮 小 傾 向 に あ り 、 氷 河 か

ら の 融 解 水 は 海 水 準 上 昇 に 寄 与 し て い る 。 ア ジ ア 高 山 域 の 氷 河

は 、面 積 と し て は 世 界 の 山 岳 氷 河 の 13%を 占 め て お り 、そ の 融 解

水 は イ ン ド ・ 中 国 ・ パ キ ス タ ン な ど 人 口 の 集 中 し た 地 域 の 重 要

な 水 資 源 と な っ て お り 、 氷 河 か ら の 流 出 水 量 の 将 来 予 測 を 高 精

度 化 す る こ と は 重 要 で あ る 。 ア ジ ア 高 山 域 は 欧 米 な ど に あ る 氷

河 域 と 異 な り 、 降 水 の 多 い 海 洋 性 か ら 内 陸 性 の 乾 燥 し た 氷 河 が

あ り 、 ま た モ ン ス ー ン に 影 響 さ れ て い る 夏 涵 養 型 の 氷 河 が 約 半

分 を 占 め て い る 。 こ の よ う に 気 候 条 件 が 異 な る 氷 河 が 山 脈 を 挟

ん で 存 在 す る ア ジ ア 高 山 地 域 の 氷 河 は 観 測 デ ー タ が 少 な く 、 氷

河 変 動 の 将 来 予 測 に お け る 不 確 実 性 も 高 い 。  

本 研 究 集 会 で は 、 ア ジ ア 高 山 域 の 氷 河 に お け る 光 吸 収 性 不 純

物 に よ る ア ル ベ ド 低 下 に 焦 点 を 置 く 。 氷 河 の 融 解 は 、 気 温 の み

で な く 、 日 射 に よ っ て も お こ り 、 氷 河 表 面 が 如 何 に 日 射 を 吸 収

す る か を 決 め る の は ア ル ベ ド （ 日 射 の 反 射 率 ） が 決 め る 。 こ れ

ま で 雪 面 の ア ル ベ ド は 、 雪 粒 の 大 き さ と 表 層 に 存 在 す る 光 吸 収

性 不 純 物 の 量 に よ っ て 決 ま る こ と が グ リ ー ン ラ ン ド に お け る 観

測 か ら 明 ら か と な っ て き た 。 し か し 、 氷 河 が 融 解 す る 部 分 は 雪

面 で は な く 主 に 氷 の 露 出 し た 氷 河 下 流 部 で あ る た め 、 氷 面 に お

け る ア ル ベ ド の プ ロ セ ス 研 究 が 必 要 で あ る 。 ま た 光 吸 収 性 不 純

物 で は 鉱 物 粒 子 、ブ ラ ッ ク カ ー ボ ン 、雪 氷 微 生 物 の 3つ が 挙 げ ら

れ る が 、 グ リ ー ン ラ ン ド に 生 息 し て い る 微 生 物 と ア ジ ア に 生 息

す る 微 生 物 は 種 類 が 異 な り 、 ア ル ベ ド へ の 影 響 も 全 く 異 な る と

考 え ら れ る 。 こ の た め 、 本 研 究 集 会 は 既 存 研 究 が 多 い グ リ ー ン

ラ ン ド に お け る 研 究 を ベ ー ス に 、 今 後 ア ジ ア 高 山 域 の 氷 河 の 光

吸 収 性 不 純 物 と ア ル ベ ド の 関 係 を 明 ら か に す る た め の 作 戦 会 議

の 場 と す る 。  

 

＜ 参 加 人 数 ＞  

コ ロ ナ 禍 の た め 、 ハ イ ブ リ ッ ド 形 式 （ 対 面 と リ モ ー ト 併 用 ）

で 行 っ た 。 対 面 で の 参 加 者 16名 、 リ モ ー ト 参 加 9名 と な っ た 。  

運 良 く コ ロ ナ の 感 染 者 が か な り 減 っ た 時 期 に 開 催 で き た た め 、

対 面 で の 参 加 者 も 多 く 、 活 発 な 意 見 交 換 が 可 能 と な っ た 。  
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＜ 研 究 報 告 ＞  

こ れ ま で の 研 究 の レ ビ ュ ー を も と に 、 今 後 の 観 測 項 目 に つ い

て 練 る こ と が で き た 。 ま た 、 本 研 究 の キ ー と な る 生 物 関 係 の モ

デ ル の 専 門 家 を 迎 え 、 現 状 の モ デ ル の 問 題 点 、 ま た モ デ ル に 必

要 な 観 測 項 目 を 今 後 の 検 討 事 項 と し て 加 え る こ と が で き た 。  

さ ら に 、 こ れ か ら フ ィ ー ル ド 観 測 の 場 と な る モ ン ゴ ル の 氷 河

に つ い て 、 過 去 に 観 測 し て い た 研 究 者 に 参 加 し て も ら い 、 当 時

の 観 測 や 観 測 体 制 に つ い て 紹 介 し て も ら っ た 。  

研 究 会 2日 目 午 後 か ら ３ 日 目 に か け て 、氷 掘 削 用 ド リ ル の 組 み

立 て 試 験 を 行 う こ と が で き た （ 写 真 2枚 ） 。  

意 見 交 換 が 活 発 に で き 、 対 面 で 行 う 研 究 会 の 良 さ を 改 め て 実

感 し た 研 究 会 で あ っ た 。  

 

 

 

＜ 成 果 ＞  

K h a l z an  P,  S ak a i  A ,  F uj i t a K  Ma s s b a l an c e  o f  fo u r M on

golian glaciers: In-situ measurements, long-term recons

t ru cti on an d s en si ti vit y a na lys is . Fro nt ier s in Eart h 

Science (in press) 
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（別紙様式６－２） 

 

「プラズマ圏の観測とモデリング」研究集会 

 

 

尾花 由紀 

大阪電気通信大学 

工学部基礎理工学科 

 

 

 

新型コロナウイルスの影響で中止
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  
 

 

陸 別 ・ 母 子 里 観 測 所 ユ ー ザ ー ズ ミ ー テ ィ ン グ 2021 

U s e r s '  M e e t i n g  f o r  R i k u b e t s u  a n d  M o s h i r i  o b s e r v a t o r i e s  2 0 2 1  
 

水 野 亮 、 名 古 屋 大 学 ・ 宇 宙 地 球 環 境 研 究 所  

 

 
【概要】 

 本研究集会は、名古屋大学宇宙地球環境研究所陸別観測所、国立環境研究所地球環境研究センター陸別成

層圏総合観測室、および名古屋大学宇宙地球環境研究所母子里観測所で観測装置を運用している研究者を中

心に、観測所ユーザーおよび観測データユーザー、将来のユーザ候補が集い、観測装置の稼働状況、観測所

で得られた観測成果の報告、観測所の運用上の課題、将来計画に関する意見交換を行うことを目的に開催さ

れる研究集会である。研究集会は例年、名古屋大学の地域貢献事業の一環として開催される陸別町社会連携

連絡協議会と時期を合わせ、陸別町役場の大会議室で行われてきたが、昨年度はコロナ禍のためにオンライ

ン開催となった。今年度こそは陸別での対面＋オンラインのハイブリッドで開催したいと考えていたが、20
21年末からオミクロン株が急速に拡大し、北海道全域が3月21日までまん延防止等重点措置の対象となった

ため、3月29日にオンラインのみで開催した。 

【研究集会の内容・成果】 

 研究集会は主として午前中に対流圏および成層圏の大気微量成分、温室効果ガス、エアロゾル関連の話題、

午後に電離圏/磁気圏／オーロラ/雷関連の話題についての講演と議論を行った。まず、それぞれの観測装置

に関しては、赤外線フーリエ分光計の太陽追尾装置から太陽光を導入する部分で氷塊（つらら？）が落下し

ミラーや太陽光の導入窓が破損し、11月下旬から3月上旬まで観測が停止したことが報告された。特に雨や

雪が太陽追尾装置ドーム内に侵入した形跡はなく、なぜ氷塊ができたかの原因はまだ特定できていない。た

だ関連して、建物の老朽化とともに観測室天井からの漏水がこの一年ほどの間に深刻になり、陸別町のご厚

意も得て天井にビニールシートを貼ったり金属製の樋を作っていただくなどの対策がとられていることが

報告された。他の観測機器に関しては、長期間観測が止まるような致命的な障害はなかったものの、ミリ波

分光計でこの3月にはいってから受信機の出力が突然出なくなる障害が複数回発生していたり、オーロラ/大
気光観測のCCDカメラの出力が突然止まることがしばしば発生するなど、原因はまだ詰められていないが観

測機器の老朽化と関わっていることを示唆する障害が報告された。また、母子里観測所の状況についても、

持田母子里観測所長と塩川教授より報告がなされた。誘導磁力計の浸水やフラックスゲート磁力計のケーブ

ルを動物にかじられたため、一時的にデータ取得が停止したことがあったが、基本的には順調にデータが取

得されており、母子里では陸別よりもノイズが低い非常に質の良いデータが取得されていることが示された。

また前年のユーザーズミーティングで詳しい研究計画が紹介されたエアロゾル観測については、その準備の

進捗状況が報告された。一方、前年にも議論となったエアロゾルインレットの積雪対策がやはり問題である

ことが明らかになり、今年は積雪でインレットのパイプが曲がってしまったことが報告された。大型短波レ

ーダーでは、前年に報告されたUSRPを用いたイメージング観測に対して外部資金を獲得したことで、来年

度に本格的にイメージング化に向けた改修が行われることが報告された。しかし、その一方でデータをレー

ダーサイトから転送するマイクロ波リンクで不調があり、今後イメージング化に伴いデータ量も増加するこ

とから、データ通信を安定化させるための何らかの対策が必要であることが指摘された。 

 科学的な成果については、硫黄や炭素循環の観点から最近興味が持たれているOCSの赤外線フーリエ分光

計による観測結果の報告、赤外線フーリエ分光計のCOデータとエアロゾルライダーの観測からシベリアの

バイオマス燃焼起源物質の長距離輸送に関する報告、2018年10月の北海道で観測された火球の落下経路とV
LF帯標準電波の時間変動を詳細に比較して火球が励起した音波が下部電離圏の擾乱を引き起こしたことを

示した報告、太陽活動静穏時の下部電離圏変動のローカルタイム・季節依存性の統計解析の報告、大型短波

レーダーを用いたPc5帯ULF波動のモード解析に関する報告等２名の大学院生の発表を含む興味深い報告が

なされた。また、前年に特別講演として南極ドームふじでの自動採雪装置を用いた観測計画を紹介していた

だいた名大の栗田先生には、測定装置の実機開発とドームふじでの設置状況等その後の進捗についてお話し

をうかがった。さらに、当日急用が入り動画による参加となった電通大の芳原先生からは、必ずしも大電流
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が流れなくても物やケーブルの損焼を引き起こすことがある大電荷量落雷のレビュー的な話から実際のEL
F帯の磁場観測による大電荷量落雷の事例観測結果に至る興味深い報告をいただいた。 
 観測所の運用に関しては、観測室内の空調が観測装置の安定度に与える影響について議論し、特に大気

関係のリモートセンシング観測に影響を与えている可能性が指摘され、室温の安定化をめざし設備の更新も

視野に入れて検討することした。また、南極での積雪対策の実例を参考に、気象測器、特に風光風力計の積

雪対策について有意義な情報交換ができた。また、次年度のユーザーズミーティングは、2021年末に他界さ

れ、オーロラ研究の世界的な権威であるとともに、陸別観測所および陸別宇宙地球科学館の発展に多大な貢

献をされてきた上出洋介先生の科学的業績、社会貢献的業績を振り返りつつ、今後の観測所の発展に向けた

議論を行うため、例年のユーザーズミーティングをさらに拡大させた形で開催することとなった。 
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（ 別 紙 様 式 ６ － ２ ）  

 

 

太 陽 圏 ・ 宇 宙 線 関 連 の 共 同 研 究 成 果 報 告 会  

Meeting for result presentation of collaborative research on heliosph

ere and cosmic rays 

 

松 原 豊 、 名 古 屋 大 学 ・ 宇 宙 地 球 環 境 研 究 所  

 

 

 本 研 究 集 会 は 、令 和 3年 度 に 名 古 屋 大 学 宇 宙 地 球 環 境 研 究 所 の 共 同 利 用 研 究 に

採 択 さ れ た 研 究 課 題 の う ち 、 太 陽 圏 宇 宙 線 専 門 委 員 会 で 採 択 さ れ た 課 題 に つ い

て そ の 研 究 成 果 を 報 告 す る た め に 開 催 さ れ た 。 例 年 こ の 研 究 集 会 は 他 の 研 究 集

会 と 合 同 で 開 催 し て い る 。そ の 理 由 は 、本 研 究 集 会 単 独 で は 、各 講 演 が な ん の 脈

絡 も な く 続 く 可 能 性 が 高 く な る の で 、 あ る 研 究 分 野 に 特 化 し た 研 究 集 会 と 合 同

で 行 う こ と に よ り 、 脈 絡 の あ る 研 究 集 会 と し て 開 催 す る こ と が で き る か ら で あ

る 。ま た 、そ れ ぞ れ の 研 究 集 会 を 単 独 で 開 催 し た 場 合 に は 、ど ち ら に も 参 加 す る

可 能 性 を 有 す る 研 究 者 が 複 数 存 在 す る 。従 っ て 、複 数 の 研 究 集 会 を 同 時 に 開 催 す

る こ と に よ り 、 旅 費 を 節 約 す る こ と が で き る 。  

 

 令 和 3年 度 の 研 究 集 会 は 、「 太 陽 地 球 環 境 と 宇 宙 線 モ ジ ュ レ ー シ ョ ン 」研 究 集

会 と 、 「 太 陽 風 プ ラ ズ マ 物 理 の 最 新 結 果 と 今 後 の 展 望 」 と の 合 同 で 2 0 2 2年 3月 1

日・2日 の 2日 間 行 わ れ た 。年 度 当 初 は 名 古 屋 大 学 内 の 会 場 で 開 催 す る 予 定 で あ っ

た が 、 COVID-19 の 新 規 感 染 者 数 の 増 減 の 波 が 複 数 回 起 り 、対 面 で の 集 会 は 断 念

せ ざ る を 得 な か っ た 。ハ イ ブ リ ッ ド も 考 え た が 、開 催 時 期 は 全 国 的 に 第 六 波 の 山

の 最 中 で あ り 、 全 て オ ン ラ イ ン で 開 催 し た 。 延 べ 62名 が 参 加 し 、 3月 1日 全 日 と 3

月 2日 午 前 あ わ せ 21講 演 が zoo m  で 行 わ れ た 。 講 演 時 間 は 質 疑 応 答 込 み で 長 い 講

演 で 60分 、最 短 で 15分 で あ っ た が 、各 講 演 の 最 後 に は 参 加 者 か ら 活 発 な 議 論 が 寄

せ ら れ 、 活 況 で あ っ た 。 以 下 、 プ ロ グ ラ ム を 示 す 。  

 

2022 年 3 月 1 日 
 8:55-9:00  成行泰裕 あいさつ    「太陽風プラズマ物理の最新成果と今後の展望」 
 9:00-10:00 村上豪（JAXA/ISAS)   国際水星探査計画 BepiColombo が展開する 

内部太陽圏探査 
10:00-11:00 庄田宗人（国立天文台)  太陽風数値シミュレーション：プラズマ乱流から 

大規模構造まで 
11:00-11:20 成行泰裕（富山大）   多次元アルヴェン波解の性質と不安定性について 
11:20-11:40 松清修一（九州大）   宇宙線異常成分の生成に関するテスト粒子計算 
11:40-11:55 千葉翔太（東大）    金星探査機あかつきによる太陽コロナの電波掩蔽観測 
 
        － 昼食 － 
 
12:55-13:00 松原豊  あいさつ        「太陽圏・宇宙線関連の共同研究成果報告会」 
13:00-13:20 宗像一起（信州大）、加藤千尋、片岡龍峰、林 優紀、小財正義、 
            GMDN collaboration 
                                 地上宇宙線計で観測された 2021 年 11 月の宇宙天気事象 
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13:20-13:40 小財正義（ROIS-DS）、宗像一起、加藤千尋、門倉昭、片岡龍峰、村瀬清華、 
三宅晶子、GMDN collaboration 

                                  南極昭和基地の宇宙線計を用いた南北異方性の解析 
13:40-14:00 小島浩司（中部大）     地球周辺の惑星間空間における宇宙線の密度勾配と 

剛度の関係 
14:00-14:20 野中敏幸（東大宇宙線研）空気シャワー観測装置による宇宙線強度変動の観測 
14:20-14:35 小井辰巳（中部大）   GRAPES-3 の高精度ミューオン望遠鏡を用いた、 
                                   宇宙天気観測と宇宙線モジュレーション研究 
14:35-14:50 岩井一正（名大 ISEE）    次世代太陽風観測装置の計画と 2021 年度の進捗     
 
               － 休憩 － 
 
15:10-15:30 渡邉堯（茨城大学）   宇宙線データベースの現状 

（WDCCR、NMDB、IZMIRAN の比較） 
15:30-15:50 櫻井敬久（山形大）、門叶冬樹、乾恵美子、森谷透、武山美麗、三宅芙沙 

   宇宙線生成核種 Be-7 濃度の季節変動 
15:50-16:10 中野佑樹（東大）    Super-Kamiokande を用いた太陽フレア 

由来のニュートリノ探索 
16:10-16:40 村木綏（名大）、松原豊、増田智、徳丸宗利、柴田祥一、小井辰己、大嶋晃敏、 

高丸尚教、境享祐、内藤統也、﨏隆志、三宅晶子、Valdes Glicia,  
Ernesto Ortiz, P. Miranda 

                       太陽中性子崩壊陽子の観測 (2) 
 
3 月 2 日 
 
 8:55-9:00  加藤千尋 あいさつ       「太陽地球環境と宇宙線モジュレーション」 
 9:00-9:30  瀧田正人（東大宇宙線研） Tibet ASγ実験での最近のガンマ線観測 
 9:30-9:50  奥川創介（横浜国大）     ALPACA 実験におけるガンマ線検出効率の 

ハドロンモデル不定性 
 9:50-10:10 佐古崇志（東大宇宙線研） TeV 領域宇宙線異方性の太陽圏磁場による変調  
10:10-10:30 大嶋晃敏（中部大）       GRAPES-3 大型ミューオン望遠鏡による 

宇宙天気観測 
10:30-11:00 鳥居祥一（早大)、赤池陽水、小林兼好、宗像一起、加藤千尋、片岡龍峰、 

三宅晶子、他 CALET チーム 
                        ISS 搭載 CALET による６年間の軌道上観測の成果 
11:00-11:15 加藤千尋（信州大）    機械学習を用いた地上ミューオン観測データの 

大気効果補正 
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